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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　どこか遠くから、カン、カン、という不規則な騒そう音おんが聞こえる。

　急激な開発が進む桜おう架か市は、夕暮れ時を迎むかえても工事の音が止やむことはない。

　桜架市の住民たちもそんな日常にすっかり慣れ、それは小学生で最後の冬休みを迎えた詩しい歌かも同じだった。

　工事現場の金属音を聞きながら、たった一人でまっすぐに下校する。十二月の寒い空気に、詩歌の白い吐と息いきが拡散し、消えていく。

　六年間、歩き続けた通学路は、季節ごとに目まぐるしく変化していった。

　手当たり次し第だいに整地され、いたるところに住宅が増えていった。競きそうように開発されていく桜架市の住宅街は、ツギハギのように曲がり角が多い。

　変わらないのは、詩歌の帰り道がいつも独りぽっちだということだけだ。急激に形を変えていく街を、身長だけが伸のびていく詩歌が一人で歩き続ける。

　一つ、新しい建物が建つたびに、詩歌は不安になっていく。

　早送り映像のように変化していく世界の中で、詩歌だけが変わらない──。

　もしかしたら、詩歌はいつまでも、このままなのだろうか？

　要領が悪く、友達を作ることもできない。これといった長所もなく、人に目を向けられることもない。

　まるで地面に落ちた雪の欠片かけらのように、このまま解けてしまっても、誰だれも気づきもしないのではないだろうか──。

「……あ……」

　詩歌は思わず首をすくめ、立ち止まった。姉の真似まねをして伸ばしている長い髪かみと、父に買ってもらったお気に入りの白いマフラーが横になびいた。背負ったバッグが揺ゆれ、筆記用具がぶつかり合うカチャリという音が響ひびく。

「……？」

　風が通りすぎ、再び前を向いた詩歌の目の前に、一人の人物が佇たたずんでいた。

　いや──鮮あざやかな夕焼けを全身に浴びたその姿を、詩歌は〝人〟とは思わなかった。

　長身を深しん紅くのロングコートに包み、革かわ製の手て袋ぶくろをつけた女だ。微び笑しようを浮うかべた顔は端たん整せいだが、女の香かおり立つような妖よう美びは詩歌の見たことのない類たぐいのものだった。

　女がかけた、まん丸いサングラス。

　その奥で虹にじ色いろの輝かがやきを浮かべた瞳ひとみが、詩歌を捉とらえていた。

　詩歌はその女を、幽ゆう霊れいとかそういったものだと思った。女性がいつの間にそこに現れたのか分からなかったし、今、目の前で消えてしまっても不思議ではないような、とても希き薄はくな存在に感じられた。なぜか恐きよう怖ふはおぼえず、眼前の女から目が離はなせない。

　それまでうるさかった工事音が、消えていた。

　世界から音という音が消え去り、この世に自分とサングラスの女しか存在しないような──ひどく奇き妙みような錯さつ覚かくに襲おそわれる。

　女が、喋しやべった。真っ赤な唇くちびるを動かす。

「ねえ、貴女あなたの夢をきかせてくれない？」

　詩歌はびっくりして、我に返った。

「あ、あの……」

　相手が人間だと分かると、一足遅おくれで恐怖心が込こみ上げた。突とつ然ぜん、話しかけてきた相手が何を言っているのか分からず、戸と惑まどう。

　オロオロと狼ろう狽ばいする幼い少女を、女性は可笑おかしそうに見つめる。

　逃にげよう──。

　とっさにそう思って踵きびすを返そうとする詩歌を、女の声が引きとめた。

「怖こわがらなくてもいいのよ」

　詩歌の身体からだが、ピタリと硬こう直ちよくした。金かな縛しばりにあったように──催さい眠みん術をかけられたように、女の虹色の瞳に意識を吸い寄せられる。

「ただ、訊ききたくなったの。あなたはせっかく美味おいしそうな夢を持っているのに、その場から動けずに立ち尽つくしているように見えたから」

「わたしの……ゆめ……？」

　詩歌と女の視線が、重なった。

　女が微笑し、答えをうながすように首を傾かしげた。サングラスの奥、不思議な輝きを放つ女の瞳に見つめられ、詩歌の心が見えない手に鷲わしづかみされる。

　代わりに彼女の小さな胸を締しめつけたのは、思い浮かべただけで少しだけ幸せな気持ちになれる、ほのかな想おもいだった。

　そう──詩歌はずっと、その想いを抱いだき続けていた。

「わたしの夢は……」

　笑えみを深める女の肩かたから、鮮やかな模様を身に刻んだ紫むらさき色いろのアゲハチョウが飛び立った──。
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　舞まい降りる白い雪の中に、詩歌はいた。

　視界に見えるのは、蕩とう々とうと降る雪の欠片ばかりで、そこがどこかも分からない。

　詩歌は独りぽっちで、周りには誰もいない。

『だれか……いないの？』

　詩歌の呟つぶやきは、雪に吸収されるかのようにすぐに消えてしまう。

　視界を埋うめ尽くす雪景色の向こうに、人ひと影かげが見えたような気がした。

　きれいな長い髪と、中学生にしては大人びた顔──詩歌の姉だ。

『お姉ちゃ……』

　呼びかけるが、姉はちらりとこちらを見ただけで、雪景色の向こうに消えてしまう。

　今度は両親の姿が現れたが、それもまたすぐに消えていく。

　詩歌は、そこではじめて気がついた。

　だれもいないんじゃない……みんな、いなくなっちゃったんだ──。

　理由は、分かっていた。

　詩歌の背後に、何かが現れる気配がした。

　振ふり向くと、真っ白な躰からだをした大きな昆こん虫ちゆうが詩歌に覆おおい被かぶさろうとしていた。

　詩歌は抵てい抗こうもできず、ホタルに似たその虫に抱だきしめられる。

　詩歌の瞳から、一ひと粒つぶの涙なみだが落ちた。

　周りから誰だれもいなくなった理由──。

　それは詩歌がもう──普ふ通つうの人間ではなくなってしまったからだった。







　目をさますと、見慣れた白い天てん井じようが視界に飛び込んできた。

　頭がぼんやりとしていた。手でまさぐり、枕まくらや布ふ団とんの感かん触しよくを確かめる。

「ん……」

　ベッドから上体を起こし、目をこする。目め尻じりに触ふれた指が、わずかに濡ぬれていた。

　たった今まで見ていた夢を思い出し、唇を嚙かむ。動どう悸きがほんの少し、速まっていた。

「なんだ、もう起きてたの、詩歌？」

　部屋のドアが開き、ひょっこりと髪かみの長い少女が顔を出した。

　夢で見た姿と変わらない、いや、色のついた現実のほうが何倍も可愛かわいらしい詩歌の姉、万葉かずはである。とっくに中学校の制服を着込み、髪のブローもすませているようだ。

「うん……おはよう、お姉ちゃん」

　起きたばかりでろれつがまわってない声で、詩歌は答えた。詩歌が目覚まし時計が嫌きらいなことを知っている万葉は毎朝、彼女を起こしにきてくれている。

「目、赤いよ？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「うん。ちょっとこすっただけ」

「そう。早く下りてきて顔洗っちゃいな」

「ん……」

　いつも通りの朝を迎むかえ、詩歌はいつも通りに通学の準備をする。

　顔を洗い、着き替がえをすませ、髪をとかして朝食のテーブルにつく。

　役所勤めの父、主婦業にいそしむ母、私立の中学校に通う二つ違ちがいの姉、そして小学校六年生の詩歌。

　四人家族の朝食は、いつも姉の万葉の話題を中心に進む。

「万葉。母さんに聞いたけど、冬休みに友達と泊とまりがけでスキーに行くんだって？　ちゃんとした友達なんだろうな？」

「なによ、ちゃんとした友達って。ふつーのクラスメートだってば」

「心配なのよ。保護者もなしに……ねえ？　まだ中学生なのに」

「もう、今どき、そんなこと言う両親なんかいないって。お父さんもお母さんも考え方が古いんじゃない？　公務員と元お嬢じよう様じゃ、仕方ないかもしれないけどさ」

「他ほかの家は他の家だろう。とにかく夜はちゃんとうちに一回は連れん絡らくするんだぞ」

「はいはい。こんなんじゃ行く前に疲つかれちゃいそう。あ、詩歌、おみやげ何がいい？」

「えーと……なんでもいいよ」

　万葉は頭も良く、優やさしいし、明るい。妹の目から見ても美人だし、周囲からも好かれている。両親が詩歌よりも万葉に期待を寄せていることも、とっくに知っていた。

　だがそれで姉や両親を嫌ったりはしない。姉のことは大好きだし、詩歌の自じ慢まんだ。詩歌は来年から公立の中学校に通うことが決まっているので、同じ学校に通えないのが残念だ。

　だが最近になって、思うことがある。

　杏あん本もと家は、姉を中心にまわっている。

　だからもし、詩歌がいなくなっても──この家は何も変わらないのではないか？　それどころか、何もできない詩歌のことを、いつか疎うとましくなる日が来るのでは──。

　そんなことを考え、怖こわくなるのだ。

　漠ばく然ぜんとした不安と焦あせりが、降り注ぐ雪のように、少しずつ詩歌を埋め尽つくしていく。

　しんしんと足元から降り積もる雪は、詩歌の心をゆっくりと凍こおらせて──。

「いやね。また、あの〝虫〟が見つかったんですって」

「……！」

　テレビを観ていた母の一言に、詩歌はみそ汁しるを注ついだお椀わんを倒たおしてしまった。食器が並べられたテーブルに、みそ汁がこぼれる。

「なにをやってるんだ、お前は」

「ご、ごめんなさい」

　父親に叱しかられ、詩歌は消え入りそうな声で謝った。慌あわててふきんに手を伸のばした拍ひよう子しに、他の食器も倒しそうになる。

　詩歌を手伝いながら、万葉が母に言う。

「お母さん、チャンネル替かえてよ。〝虫〟なんて、どうせ作り話なんだから」

「でも……あんな化け物が、すぐ近くに隠かくれてるかもしれないなんて思うと怖いじゃない」

「だーかーら、今、テレビに映ってるのだって、ただの絵でしょ？　なんでもかんでも信じちゃダメっていつも言ってるじゃない」

〝虫ムシ〟──。

　その異様な存在が囁ささやかれ出したのは、数年ほど前からだった。

　人間の夢や希望を喰くらうという、謎なぞの昆こん虫ちゆう──人々はそれを〝虫〟と呼んでいる。

〝虫〟の存在を、国は認めていない。だが噂うわさが囁かれだした頃ころと同じくして、目もく撃げき証言が増え始めたのは事実だ。

〝虫〟は人々の希望や欲求、つまり〝夢〟を糧かてとするそうだ。そのため思春期の少年や少女にとり憑つき、宿主の夢を喰らって成長していく。〝虫〟にとり憑かれた者は〝虫憑き〟と呼ばれ、化け物を宿す人間として怖おそれられた。

　虫憑きが怖れられる理由は、それだけではない。彼らは自らの夢を喰われる代わりに、〝虫〟によって超ちよう常じようの力を与あたえられる。本当かどうかは知らないが、火を噴ふいたり、空を飛んだりできる虫憑きもいるらしい。

　新しい力を得るとはいえ、虫憑きは万ばん能のうではない。自らに取り憑いた〝虫〟を殺されると、それらが寄生していた心もまた破は壊かいされてしまうのだ。〝虫〟と道連れに心を壊こわされた虫憑きは〝欠落者〟と呼ばれ、感情も記き憶おくもない、他者からの命令を聞くだけの抜ぬけ殻がらと化す。

〝虫〟によって夢を喰い尽くされた場合は、もっと悲劇的だ。心を壊されるどころか、完全に精神が消しよう滅めつし、肉体的にも死に果てるのである。

　つまり虫憑きになった人間は──どんな形であれ、自らの〝虫〟と心中する運命を決定づけられるのだという。

　まことしやかに囁かれる〝虫〟の都市伝説や噂話は、なぜか途と絶だえることがなかった。それどころか噂の範はん囲いは拡がる一方で、一いつ般ぱん人の中には確かな恐きよう怖ふ感が根付きつつあった。

「いってきます」

　姉のおさがりの鞄かばんを背負い、詩歌は家を出た。

　刺さすような朝の冷気を感じながら、通い慣れた小学校までの道のりを歩く。

　登校途と中ちゆうの学生や通勤中の会社員が、歩ほ幅はばの小さい詩歌を次々と追い抜いていく。

　すぐに登校班の集合場所に到とう着ちやくし、一年生から六年生まで合計で七人の子供たちで並んで小学校へと向かう。歩いている間も、詩歌は誰だれとも会話をすることはない。人見知りが激しく自己主張の薄うすい詩歌は、一年生の頃から同じような朝を送っていた。

　曲がり角の多い路地を歩き、昨日、丸いサングラスの女と出会った場所を通過する。

　当たり前だが、そこに深しん紅くのコートを着た女の姿はなかった。

「……」

　詩歌は、そっと自分の胸をおさえた。

　あの不思議な人物との出会いは、詩歌だけの秘密にしておこう──。

　唇くちびるを嚙かみしめ、心に固かたく誓ちかう。

　学校に着き、教室へと入った。

　それぞれのグループを作って談だん笑しようするクラスメートたちの横を通り抜け、自分の席につく。

「ほーら、みんな席について」

　先生が教室に現れ、いつも通りの一日がはじまった。

　騒さわがしい教室の中、詩歌一人だけが取り残されたように静かな空間に身を置いている。

　ぼんやりと授業を聴きながら、昨日の出来事を思い出す。

　──ねえ、貴女あなたの夢をきかせてくれない？

　不思議な雰ふん囲い気きを漂ただよわせた女に訊たずねられ、詩歌は答えた。

　──わたしの夢は──。

　いつからだろう──詩歌が、ある小さな夢を思い描えがきはじめたのは。

　今の環かん境きようが、いやなわけではない。

　姉が中心の家族にも慣れていたし、学校では周囲にとけ込めずにいるけれども、いじめられているわけではない。

　でも、あることを夢に思い描くようになってから、いつしかそれは詩歌の中で少しずつ大きく育っていき、今では何よりも大切な願いになっていた。

　夢、といえるのかもしれない。

　目まぐるしく変へん貌ぼうしていく周囲の中で、詩歌だけが独りぽっちで停てい滞たいし続ける。

　その場に孤こ独どくに佇たたずむ詩歌に、不安、焦あせり、恐きよう怖ふ──冷たい感情が降り積もる一方だった。それはまるでとめどなく降り続ける雪のように、足から膝ひざ、膝から腰こしへと詩歌を埋うめ尽つくしつつあった。

　目に見えない冷たい雪が詩歌を埋め尽くす直前、だったのだろう。

　詩歌は、虹にじ色いろの瞳ひとみをした不思議な女と出会った。

　そして自らの夢を、口にしてしまったのだ。

　その代だい償しようは──あまりにも大きかった。

「……！」

　詩歌がふと窓の外へ視線を移すと、それを待っていたかのように、季節はずれの小さな影かげが舞まい降りた。

　真っ白な躰からだをした、ホタルにも似た虫だ。

　詩歌は青ざめた顔で目をそらし、小さな拳こぶしを握にぎりしめる。

　──終業のチャイムが鳴り響ひびいた。

　詩歌は教科書を鞄に詰つめ込み、教室を出る。

「じゃあね」

「え？」

　ふいに声をかけられ、振ふり返る。クラスメートの女の子が、詩歌に向かって手を振っていた。特に仲が良いわけではないが、一人でいる詩歌にたまに声をかけてくれる子だ。

「あ、うん。バイバイ……」

　詩歌もまた控ひかえめな笑え顔がおを浮うかべて、廊ろう下かを歩き出した。朝、学校へやって来た時よりも、足取りが軽くなっていた。声をかけてもらえたのが嬉うれしかった。

　校門を出て、国道沿いの歩道をしばらく歩いていると、後ろからはしゃぐ声が聞こえた。

　詩歌と同じクラスの女の子たちが、ふざけあいながら走っているのが見えた。

　直後、詩歌は目を見開く。

　ふざけあっていた少女たちの一人、ついさっき詩歌に声をかけてくれた女の子が小石につまずいたのだ。運悪く、そこはガードレールのない交差点だった。

　自動車のクラクションが鳴り響いた。

　──ねえ、貴女の夢をきかせてくれない？

　なぜか、丸いサングラスをかけた女の声が、脳のう裏りに蘇よみがえった。

　時間が停とまったかのような、詩歌の視界の中で──。

　ぽつり、と。

　一ひと欠片かけらの、純白の輝かがやきが生まれた。
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　同級生たちといっしょに校門から出た彼は、歩道沿いに停車している黒い車に気がついた。

　そちらに視線を送ると、車のドアが開いた。

　運転席から姿を現したのは、口元に薄うすい笑みを浮かべた青年だ。少年にとっては、いやというほど見慣れてしまった顔である。高価そうなスーツはいつもと変わらないが、今日は黒ではなくグレーでまとめている。

「ごめん、オレ、今日やっぱり遊べないや。用事思い出した」

　愛あい想そ笑いを浮かべ、彼はいっしょに歩いていたクラスメートたちに言った。

「えー？　お前のキャラ、どうすんだよ」

「そうだよ。同じパーティなのに俺らだけレベル上がっちゃうぜ。お前のキャラの回復魔ま法ほうがないのだってツライし」

「木きの下したが代わりにオレのキャラつかってよ。あのゲームやりたいって言ってたじゃん」

「えー？　俺、うまくやる自信ないよ。死んじゃっても知らないぞ」

「セーブしときゃ大だい丈じよう夫ぶだって。それじゃ、ゴメン！　明日はゼッタイ行くから！」

　同級生らのブーイングを浴びながら、彼は足早に車に駆かけ寄った。

　青年がこちらに向かって手を振っていたが、彼は振り返したりはしなかった。。もし〝手を振り返せ〟と命令されても、意地でも抵てい抗こうしてやるつもりだ。

「やあ、〝かっこう〟。友達と仲良くやってるみたいで、安心したよ」

　駆け寄る彼を、車によりかかった青年が笑顔で迎むかえた。二十代前半という若さのわりに、オーダーメイドのビジネススーツ姿が嫌いや味みなほどに様になっている。長身で美形という長所を、いかにも軽けい薄はくな薄笑いと青ざめた顔が惜おしみなく打ち砕くだいていた。彼の身体からだが不調なのはいつものことだから、心配する気にもならない。

　土師はじ圭けい吾ご。

　表向きは官庁に勤める公務員だが、同時に彼の〝上司〟でもある男だ。

「なんの用だよ、圭吾」

　桜架市の空は雲に覆おおわれ、冷たそうな白に染まっていた。

　彼は同級生たちと話していた時とはうって変わり、愛想の欠片もない口調で吐はき捨てる。

「学校には来んなっていつも言ってるだろ」

「優等生を演じている学校のキミより、今のほうが子供らしくていいよ。それにその喋しやべり方のほうが、きっと女の子にモテる」

　青年の軽口を、彼──〝かっこう〟は不ふ機き嫌げんに聞き流した。

　もちろん〝かっこう〟というのは本名ではないし、小学校でもありふれた別の名前で呼ばれている。平均的な身長と無個性の顔つき、長くも短くもない黒い髪かみと、どこにでも売っているようなマフラーとコート。平へい凡ぼんな容姿と、それなりに社交的な性格。

　それらはどんな風景にも溶とけ込むことができるよう、他ほかでもない眼前にいる青年に仕込まれたものだ。今さら地の性格のほうが良いと簡単に言い放つあたり、土師圭吾という男の嫌いやらしさが露ろ骨こつに出ているというものだ。

　だが何と言われようと、今の〝かっこう〟は市立小学校に通うごく普ふ通つうの十二歳だ。強しいて個性をあげるなら、頰ほおに貼はった一枚のバンソウコウくらいである。

「いいから、さっさと用件を言えよ。あ、今日って訓練の日だったっけ？」

「いいや、訓練はもうおしまいさ」

　眉まゆをひそめる〝かっこう〟の肩かたに、小さな緑色の物体が舞まい降りた。やけに長い触しよつ角かくが特とく徴ちよう的な、かっこう虫という昆こん虫ちゆうだ。十二月の寒気に震ふるえるように、翅はねを羽ばたかせる。

　土師が黒い塊かたまりを差し出した。やけに大きくて機械的なゴーグルである。

「出番だよ、〝かっこう〟。キミを現時刻をもって特別環かん境きよう保全事務局東中央支部の戦せん闘とう班、無指定虫憑つきとして正式認定する」

〝かっこう〟は無言で青年を見つめ返した。

　第三者から見ると睨にらみ合っているようにしか見えないであろう二人を、少年の肩にとまった緑色のかっこう虫が交こう互ごに見比べる。

「……」

〝かっこう〟は手を伸のばし、青年からゴーグルを受け取った。冷たく重い感かん触しよくに、〝かっこう〟はすぐにそれが嫌きらいになった。この先ずっと、好きにはなれないだろう。

「ボクも本日付で東中央支部の支部長補ほ佐さに任命された。今日がボクらのデビュー戦だ」

「……相手は？」

「約二時間前に発見されたばかりの虫憑きだ。暫ざん定てい名めい称しようは、〝ふゆほたる〟。──捕ほ獲かくに乗り出した局員十数名を、あっという間に全ぜん滅めつに追い込んだ大物だよ」

「はじめての任務が、いきなりそんなバケモノの相手かよ……」

[image: ]

「普通の人間から見たら、キミら虫憑きは誰だれだって化け物さ」

〝かっこう〟は、黙だまり込む。

　土師の言葉は、優しさも容よう赦しやもなかった。実際にその通りなのだ。虫憑きという存在はこの世にあり得ないもので、普通に暮らしている人々から見れば恐きよう怖ふの対象でしかない。〝かっこう〟はそのことを、痛いほど知っている。

「でもね、世の中には、そんな化け物よりも醜みにくいものもある」

　表情も変えず、軽い口調で土師が言った。

「……？　なんのことだよ？」

「すぐに分かるさ」

　土師圭吾という男は虫憑きに対して容赦がないし、慈じ悲ひも持たない。だが同時に──恐怖も抱いだいていない。その点でのみ、〝かっこう〟は眼前の青年を他の大人たちと区別している。

「〝ふゆほたる〟が発見されたのは、特環の東中央支部があるこの桜架市だ。だがさっきも言ったように、捕獲に向かった戦闘班があっさりと全滅したことから、本部を含ふくめて各支部から総勢約百人の号指定局員が臨時の救きゆう援えん部隊として送られてくる。間もなく到とう着ちやくするだろうそれらを指揮するのは、火種三号虫憑き〝なみえ〟。特環の中では伏ふせられているが、東中央支部長、つまりボクらのボスである高たか鍬くわ雷あずまのご令れい嬢じようだ」

「百人の号指定局員……？　よく知らないけど、そんな大がかりの部隊だったら、普通は中央本部の局員が指揮するんじゃねーのか？」

〝ふゆほたる〟というのは、よっぽどの怪かい物ぶつのようだ。号指定の局員だけでその人数ならば、無指定の虫憑きはその何倍もやってくるだろう。

　土師が口の端はしを持ち上げ、皮肉げに笑った。

「取り引き、手て柄がらの取り合い、勢力争い……こんな非常時でさえ、否いや応おうなしにそんなくだらないことが絡からんでくるのさ。そしてそれらは、高鍬支部長の得意分野だ」

「ふーん……まあ、俺には関係ないけどな」

　自分でそこまで意識したことはないが、普通の小学生を演じている時と〝かっこう〟としての時では、「俺」のイントネーションが違ちがうらしい。普通の小学生の時は「オレ」とカタカナっぽい、と冗じよう談だんぽく土師に言われたことがある。

「キミは合同チームとは別の、東中央支部の局員のみで編制される待機部隊に入ってもらう。万が一、〝なみえ〟率いる合同チームの包囲網もうが破られた場合に備えての別働隊だ。そこまで市民の避ひ難なんは追いつかないだろうから、戦闘の場合は市街戦になるだろうね」

「包囲網が破られた場合って……号指定局員だけでも百人もいるんだろ？　そんなこと、あり得るのかよ？」

　笑い飛ばす〝かっこう〟に対し、土師は平然と言い返す。

「キミがもし〝ふゆほたる〟だったら、相手が百人の虫憑きだからっておとなしく諦あきらめるのかい？」

「……！」

「キミが抱いた夢は、そんなに簡単に捨てるようなものじゃないんだろう？」

〝かっこう〟は無意識に、ゴーグルを握にぎる手に力を込こめた。

　閃せん光こうのように、かつての記き憶おくが脳のう裏りに蘇よみがえる。

　ある日、家に帰ると──そこは、もぬけの空だった。

　忽こつ然ぜんと家族が消えた部屋に、呆ぼう然ぜんと佇たたずむ自分。

　独りぽっちで佇む畳たたみの感触。何もないアパートの一室に漂ただよう、埃ほこりの匂におい。

　窓の外を見ると、彼を置いて去っていく母と姉がいた。姉が一度だけ振ふり返ったものの、二人は手を繫つないで、大だい助すけだけを捨てて去っていた。

　自分は必要とされていない──。

　そのことがはっきりと分かったから、追いかけることもできなかった。女手一つで姉弟きようだいを育てていた母にとっても、生まれつき身体からだが弱かった姉にとっても、彼の存在は重荷でしかないことは分かっていたのだ。

　分かっていたからこそ──彼はその時すでに、虫憑きになっていたのだ。

　──こんな俺でも、必要としてくれる居場所がきっとどこかに──。

　それは一年ほど前の出来事。

　涙なみだも流せずに、去っていく母と姉を見送りながら、彼は自らの夢をますます強く願った。

　その時の想おもいを、忘れるはずがない。

　たとえ百万の敵を前にしても──そのたった一つの夢を叶かなえずに、終われるはずがない。

「ふざけんな──」

〝かっこう〟は灼やけつく双そう眸ぼうで、目の前の青年を睨にらみつける。

「誰が、諦めるか……！」

　夕暮れ時を歩く通行人を眺ながめながら、土師圭吾が白い息を吐はいた。

「そう、キミと同じように〝ふゆほたる〟も諦めないかもしれない。夢を諦めない虫憑つきは、強いんだ。きっと百人の敵よりもね」

「……」

「とにかくキミは、所定の配置についてくれ。場所はゴーグルのメモリにマップごと保存してある。高鍬支部長も付近で戦せん況きようを見守られるそうだ。ボクは別の場所で少しやることがあるから、ここでいったんお別れだね」

「え？　支部長補ほ佐さなのに支部長のそばにいないのかよ」

　土師がニヤリと笑った。その表情を見た後に、良いことがあった例ためしがない。

「おまえ、また何か悪わる巧だくみしてるだろ」

「残念。今回にかぎっては、悪巧みをしているのはボクじゃないのさ」

「あん？　おまえな、俺と話してるときくらい、俺にわかるように話せよな」

　土師は微び笑しようし、運転席のドアに手をかける。

「そのゴーグルの無線には、ボクに直接アクセスできるチャンネル設定がしてある。なにかあったら、真っ先にボクに連れん絡らくしてくれよ」

「はいはい、分かってるよ」

「返事は一回だ」

「へーい」

「……最近ね、そんなキミを見ているせいか、妹が似たような態度を取ることがあって困ってるんだよ。最大の悩なやみの種だ」

　当然だろ、俺が教えてやってるんだからな、と心中で舌を出す。

　土師が車に乗り込み、パワーウィンドウを下ろした。ハンドルを片手で握り、額に人差し指をあてて敬礼のポーズをとる。

「幸運を祈いのるよ、〝かっこう〟。自分の夢を守るために、がんばってくれ」

「なにを企たくらんでるのか知らねーけど、そっちもな。支部長補佐どの」

　一いつ瞬しゆんだけ笑えみを交かわし、二人はそれぞれの役目が待つ場所へと向かった。







　1. 02　The others




　黒いゴーグルを通して見る街の風景は、別世界のように現実味がなかった。

　夕焼けに照らされた人々の笑顔と、窓ガラスに反射した無表情な自分の顔が重なった。

　伸のばしていた長い髪かみは、動きづらいという理由で先週、切ってしまった。目と鼻を隠かくしているのは機械的なゴーグルで、薄うすい唇くちびるは人形のように一文字の形に固定されている。

　自分の素す顔がおを知っている人間が今の自分を見ても、誰だれも気づかないだろう。自分自身が見ても、大きなゴーグルで素顔を隠し、分厚いロングコートを身に纏まとった人物が十七歳の少女であるとは、とても思えなかった。

「みのり」

　国道を走るメルセデスベンツの後部座席、となりに座った中年男性に声をかけられる。

　みのりが振り向くと、男性はまるで睨むような目つきで彼女を見ていた。

　この男は、いつも何かに対して怒おこっている。そのことを、みのりは誰よりも良く知っていた。彼が笑っているところなど、ここ数年は見た記憶がない。

　高鍬雷。特別環かん境きよう保全事務局という組織で、東中央支部の支部長を務める男であると同時に、彼女──高鍬みのりの実の父親でもある。オールバックにした髪と鋭するどい切れ長の瞳ひとみは、いつでも覇は気きのようなものを漂わせている。

　車中には高鍬雷とみのり、そして運転手の三人しかいない。

「この国は、もうダメだ」

　高鍬雷が、低い声で言った。

「人の夢を喰くらう〝虫〟などという存在が現れ、数年が経たった。その数年間で、この国は何をした？〝虫〟に対する免めん疫えきは皆かい無むに近いまま、ただ〝虫〟を世間から隠しつつ捕ほ獲かくするために、特別環境保全事務局という曖あい昧まいな組織が作られただけだ」

　世間に公表されていない異形の存在、〝虫〟を危険対象として捕獲し、隠いん蔽ぺいするために、国は通常兵器を用いてそれに対たい抗こうしていた。だが多た岐きにわたる虫憑きの能力に対応しきれなくなったことで、別の手段を用いることを決断したのだ。

　虫憑きを使って、虫憑きを捕とらえる。

　そのために創設されたのが、特別環境保全事務局という機関である。

　略して特環と呼ばれる機関は、虫憑きを捕らえ、訓練を施ほどこした後に統とう率そつすることで、在野の虫憑きを捕獲することを任務としている。特環に所属する虫憑きは戦せん闘とう班、監かん視し班、情報班など、それぞれの特性に応じて任務を与あたえられ、反はん抗こうするものは──〝虫〟を殺され、欠落者にされるのだ。

　みのりもまた、特別環境保全事務局の構成員である。

　局員として実戦に投入される虫憑つきは、能力の種類と強力さによって階級分けされる。純じゆん粋すいに戦闘に向いている能力は火種。なんらかの稀き少しような能力を持つ虫憑きは異種。その他に、何らかの理由で秘ひ匿とくされるべき特性を持つ者が秘種となる。また強力さに応じて一号から十号までが設定され、最下級の十号にも満たない局員は無指定とされた。

　みのりは火種三号に指定されていた。──この階級は現在の特別環境保全事務局において、ほぼ最強の虫憑きであることを意味している。

「この国は、とるにたらない無能な人間どもで溢あふれかえっている。それなのに、誰もが欲するものを多く抱かかえている。金、力、そして〝虫〟……今、それらを統治している者は、腐くさりきっている。彼らは淘とう汰たされるべきで、確固たる法のもとに相応ふさわしき者が取って代わらなければならない。わかるな、みのり？」

　父、高鍬雷の口調にはよどみがなく、堂々としていた。みのりが物心ついた頃ころから変わることのない、父の言葉と態度。それはみのりにとっては誇ほこりであり、今も変わらない。

「はい、お父様」

　高鍬家は代々、国の重要な地位に君臨する名家である。みのりの生家には、英えい雄ゆうとして称たたえられてきた先祖の肖しよう像ぞう画がいくつも残っていた。みのりはそれらを見上げて育ったのだ。

　だが、その中でも最も尊敬しているのは、やはり父だった。父は今までどんな悪に対しても勝利をおさめ、この国を守ってきた。その証しよう拠こに高鍬家はかつてないほど繁はん栄えいし、権力は今や国の根幹に触ふれようかというほどだ。

「この国は、正義を忘れてしまった。私は、それが許せない。お前も、そう思うだろう？」

　高鍬が腕うでを伸ばし、みのりの髪に触れる。

「はい……」

　硬かたい手の感かん触しよくに目を細め、みのりは頷うなずく。温かく逞たくましい父の手の感触が、みのりは大好きだった。それは、周りから孤こ立りつしがちなみのりにとって唯ゆい一いつの慰なぐさめだった。

「お前がその力を得たのも、高鍬家としての役目を果たすためだ。その証あかしとして、お前は誰よりも強い。この国を修正する私の手伝いをするのが、お前の使命なんだ」

「はい」

　頷くみのりの髪の中から、もぞもぞと白い蝶ちよう々ちようが姿を現した。

　姿形はモンシロチョウに似ているが、細部の模様は全く違ちがう。翅はねの形も通常の紋もん白しろ蝶ちようより鋭えい角かく的で、躰からだも細い印象をうけた。

　高鍬の胸むな元もとから、携けい帯たい電話の着信音が響ひびいた。

「私だ。──想定範はん囲い内だ、問題ない。各支部からの支し援えん部隊は……ああ、分かっている。正確な場所を〝なみえ〟のゴーグルに転送しろ。東中央支部の局員たちは私が直接指揮をとる」

〝なみえ〟とは、特環の局員としてのみのりのコードネームだ。みのりの肩かたにとまる〝虫〟、波なみ江え白しろ蝶ちようからとった名めい称しようである。
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「いつか、どうしようもなく強力な虫憑きが現れると思っていたよ」

　前置きし、高鍬は携帯電話を懐ふところに戻もどす。

「例の捕獲対象が、戦闘班２個分隊を壊かい滅めつさせたようだ。現時刻をもって捕獲対象の暫ざん定てい名めい称しようを〝ふゆほたる〟とし、異種三号の虫憑きと認定する。異種としては、今までで最高の指定だな。お前を含ふくめて、対処できる局員は少ないだろう」

「では──」

　みのりの鼓こ動どうが、速くなった。緊きん張ちようと高こう揚ようが胸を騒さわがせる。

　高鍬が、笑えんだ。──その笑顔を見て、みのりは息をのむ。ひさしぶりに見た父の笑みは、実の娘むすめであるみのりですら鳥とり肌はだ立つほど凄せい絶ぜつな笑みだった。

「ああ、ついにこの時がやってきた。みのり、お前は本部や各支部から集められた合同チームを指揮するんだ。特環の戦力を〝ふゆほたる〟に集中し、つなぎとめておけ。私は東中央支部の局員たちを指揮する」

「私が、合同チームを……？　東中央支部の指揮ではないのですか？」

「かつてなく強力な虫憑きだ。どこの支部もあわよくば無傷で捕らえ、自分の支部に引き入れようと考えている。だからこそ各支部から、ここぞとばかりに主力の虫憑きたちが集まっているんだ。──私は合同チームの指揮に東中央支部の局員を置くことを条件に、あえてそれらを受け入れた。特環の戦力を結集した合同チームを率いるのは、お前にしかできないことだ」

「〝ふゆほたる〟を捕らえ──局員にするのですか」

「言ったろう。いつかどうしようもなく強い虫憑きが現れると思っていた、と。──捕らえるなどと甘い考えでは、返り討うちに遭あうぞ。殺すつもりで戦え」

「……」

「私も一時とはいえ、お前を手放すのは不安なんだ」

　高鍬の手が、再びみのりの頰ほおに触れる。その温かい感触だけで、みのりから疑問や戸と惑まどいといった感情が吹ふき飛んだ。

「たとえ私が計画を成功させたとしても、〝ふゆほたる〟という不確定要素がこの国を脅おびやかしたままではいかん。そして〝ふゆほたる〟に勝てるのは、みのり、お前しかいない。この国を守るという使命は、高鍬家が果たさなければならないのだ」

「……はい、お父様」

　父に頰を撫なでられ、みのりは力強く頷いた。この感触があるかぎり、自分はどんな状じよう況きようにでも立ち向かってゆけるだろう。どんな敵がいようと、自分の夢──この国を守るという夢を守り続けていける。

　電子音が響き、みのりが装着したゴーグルの表面に映像が浮うかんだ。桜架市の平面図上に光のルートが浮かび上がり、それが〝ふゆほたる〟の逃とう走そう経路だということを表示している。

「私は火種三号局員〝なみえ〟として、合同チームの指揮にあたります。この国の敵、〝ふゆほたる〟を倒たおすために」

「良い子だ。期待しているぞ、みのり」

　高鍬雷の表情に、再び笑みが浮かんだ。
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　何が起きているのか、分からなかった。

　自分はただ、目の前で車に轢ひかれそうだったクラスメートを助けたいと思っただけだ。

　だが──。

　詩歌の視界にあったもの全すべてが、元の姿を残さないほど破は壊かいし尽つくされていた。アスファルトがめくれ上がり、車道を走っていた自動車が亀き裂れつに挟はさまって停止している。街灯は折れ曲がり、電柱は根本から折れていた。破は裂れつした水道管から水が噴ふき出し、あちらこちらから人々の悲鳴が上がっていた。

　瓦が礫れきの中央に座り込んでいたクラスメートが、愕がく然ぜんとした顔で詩歌を見ていた。

「化……け物……」

　クラスメートの呟つぶやきを聞いて、詩歌は目を見開いた。

　化け物。

　そう呟いた少女の視線は、間ま違ちがいなく詩歌を見つめていた。

　まぎれもない、恐きよう怖ふを滲にじませた目。戦せん慄りつと嫌けん悪おが入り交じった、拒きよ絶ぜつの視線である。

「わた──し──」

　無意識にかすれた声を漏もらす詩歌の頭上に、白い輝かがやきが舞まい降りた。

　真っ白な躰からだをした大きなホタルが、詩歌の真上に浮かんでいた。

　──貴女あなたの夢を聞かせてくれない？

　まん丸いサングラスをかけた、妖よう艶えんな女との白昼夢のような出会い。

　その問いかけに答えると、詩歌は意識を失った。再び誰だれもいない路地の上で目を覚ました時、詩歌に〝それ〟は取り憑ついていたのだった。

〝虫〟。

　自らの夢を口にしてしまった詩歌は、虫憑きになった。

　詩歌はそのことを自分だけの秘密にし、一生、隠かくして生きなければいけないと思った。

　それなのに──。

「〝虫〟……！〝虫〟だぞ！　逃にげろっ！」

「虫憑きだ！　はやく警察へ──」

　人々が口々に悲鳴を上げ、詩歌から遠ざかっていく。

「ちが……わたし、そんなつもりじゃ……」

　弱々しく呟き、詩歌は一歩だけクラスメートに歩み寄る。

「い、いやーっ！」

　クラスメートの少女が半はん狂きよう乱らんで悲鳴を上げ、這はうようにして詩歌から逃げ出した。

　その光景を見て、詩歌の足が止まった。時間が停とまったように、何も考えられなくなる。

　なん……なの、これ？

　真っ白になった頭で、ぼんやりと考える。

　今まで、目立つことなんか一度もなく、平へい穏おんに暮らしてきた。家では両親に怒おこられ、学校では友達が一人もいなかったが、このまま何事もない日々が続くものと信じていた。

　そんな日々に焦あせりを感じていたのも、事実だ。

　だからこそ、詩歌は願った。

　それは夢と呼ぶには、あまりにもささやかな願い。

　とてもちっぽけな希望を、たった一度だけ、口にしただけだった。

　それだけのせいで、今、誰も彼もが詩歌を怖おそれて逃げ惑まどっている。

　目の前で起きていることが悪い夢じゃないかと思ったが、詩歌を囲む悲鳴と、頭上の〝虫〟と〝繫つながっている〟感かん触しよくは嫌いやでも現実へと詩歌を引き戻もどさせた。

　こんなこと、わたし、望んでない──。

　呆ぼう然ぜんと震ふるえる詩歌の耳に、パトカーのサイレンが聞こえた。

　我に返り、周囲を見回す。

　遠巻きに詩歌を見る人々の目は、明らかに自分に恐怖していた。

「……っ！」

　逃げるというより、その場にいることが怖こわくなって、走り出す。

「いや、ついてこないで……！」

　必死に走る詩歌に、白いホタルが飛んでついてくる。詩歌は手を振ふり回して追い払はらおうとするが、淡あわい輝きを纏まとった〝虫〟は彼女の腕うでをかいくぐる。

「ついてこないでよぉっ！」

　泣き顔になって叫さけぶが、ホタルはそんな彼女を不思議そうに見つめ返すだけだ。

　詩歌が走る方向は、無意識に自分の家に向かっていた。こんな事態になってしまってどうすればいいのか分からなかったが、とにかく今は安心できる場所に逃げ込みたかった。

「うう……ひくっ……」

　泣きながら走る詩歌を見て、通行人が悲鳴を上げて逃げ惑う。

「な、なんだ、あれ？　おい、あれってまさか……」

「きゃー！　む、〝虫〟……！」

　人々の悲鳴から逃げるため、必死に走る。すでに息は切れ、心臓が張り裂さけそうだったが、それ以上に自分が恐怖されているということが辛つらかった。

　なんで……？　どうして……？

　走っている間も、疑問ばかりが頭を埋うめ尽くしていた。

　他ほかの誰でもなく、よりによって自分がどうして〝虫〟などという怖ろしい存在にとり憑かれてしまったのだろう？　自分はただ、あの丸いサングラスをかけた女性に問いかけられ、それに答えてしまっただけなのに──。

　体力が限界に達し、詩歌の走る速度は歩いているのと変わらなかった。それほどまでに疲つかれ果てても、詩歌は一心に自宅を目指して走り続ける。

　小一時間は走り続けただろうか、ようやく我が家が見えるところまで辿たどり着いた。

　家の前に、両親と姉の姿があった。詩歌に気づくと、彼らは目を見開いた。

「詩歌！」

　姉の万葉が、こちらに駆かけ寄ってこようとする。

「おとうさん、おかあさん……お姉ちゃん……！」

　詩歌もまた駆け寄ろうとしたが、両親の反応を見て立ち止まる。

　母が万葉に後ろから抱だきついて止め、父はそんな母と姉を守るように、二人の前に立ちふさがったのだ。

「お……とうさん？　おかあさん……？」

「よ、寄るな！　こっちに来るな！」

　頭の中が、真っ白に染まった。両親の言葉の意味が分からず、思考が停まる。

「ちょっ……な、なによ、二人とも！　詩歌が……！」

　万葉が暴れ出すが、同時に異変が生じた。

　住宅街のあちらこちらから、異様な格好をした人々が姿を現したのだ。

　漆しつ黒こくのロングコートに身を包み、顔を大きなゴーグルで隠かくした人物たちだ。通りの陰かげ、壁かべの向こう、住宅の屋根の上、あらゆる場所から十数人ものコート姿が現れる。

　呆然と立ちつくす詩歌のかわりに、万葉が驚おどろきの声を上げた。

「な、なによ、こいつら！　まさか……お父さんが呼んだの？」

「が、学校から連れん絡らくが来てすぐに、警察に通報しただけだ！　それだけだ！」

　狼ろう狽ばいする家族たちを尻しり目めに、屋根の上に立っているロングコートが口を開く。

「杏本詩歌。君はすでに有害指定人物として手配されている。おとなしく我々に確保されるならば、両手を頭の上に上げて膝ひざをつけ。抵てい抗こう、もしくは逃とう亡ぼうするのなら、必要に応じて君を傷つける権利を我々は持っている」

「何なのよ、あんたたち！　詩歌が何をしたっていうのよ！　警察は──」

　万葉の叫びも意に介かいさず、ロングコートたちはじりじりと詩歌に向かって距きよ離りを詰つめる。

「警察はこない。我々は、君のような有害対象を捕ほ獲かくすることを任務とする者たちだ。繰くり返すぞ、両手を頭の上に上げて膝をつけ、杏本詩歌」

「……わたし……わたし……」

　詩歌は、震える膝で立っているのがやっとだった。なにがなんだか、分からない。彼らが何者かなど、考えることもできなかった。

　動かない詩歌を見て、屋根の上に立つゴーグルの人物が叫んだ。

「捕獲しろ！」

　直後、詩歌にとって信じられない光景が眼前にひろがった。

　正体不明のゴーグルたちの傍かたわらに、次々と異形の存在が現れたのだ。大きさはバスケットボール大のものから数メートルもあるものまで様々だが、どれもが昆こん虫ちゆうに似た外見をしている。

　詩歌の両親と姉の悲鳴を合図に、ゴーグルたちがいっせいに詩歌に襲おそいかかった。

「……い……や……」

　足が竦すくんで、逃にげ出すこともできない。

　だが次の瞬しゆん間かん、詩歌を守るように純白のホタルがゴーグルたちの前に躍おどり出た。

　ホタルの躰からだが、目ま映ばゆい輝かがやきを発した。

「……！」

　動どう揺ようするゴーグルたちの頭上。

　ホタルが放つ輝きに照らされた空に、ぽつり、と一ひと欠片かけらの純白の雪が生まれた。

　雪の欠片が一つ、また一つ、とその数を増やしていく。

『──やめて……』

　詩歌は目を見開いた。

　静まりかえった周囲に、静かな声こわ音ねが響ひびき渡わたった。

『来ないで……』

「──」

　我知らず、詩歌は自らの口を押さえていた。

　響いたのは他でもない、詩歌自身の声だった。だが詩歌は声を発したりはしていない。

　空に生まれた雪が、地上へと降り注ぐ。

『近づかないで……』

　声を発しているのは、詩歌の〝虫〟──真っ白なホタルだった。

　直後、〝虫〟たちの断だん末まつ魔まが、詩歌の鼓こ膜まくを震ふるわせた。

　降り注ぐ白い欠片に触ふれた〝虫〟たちの躰が、見えない手に握にぎり潰つぶされたのだ。中には躰の内側から爆ばく発はつする〝虫〟や、切り刻まれるように手足がバラバラになっていく〝虫〟もいる。〝虫〟だけでなく、雪に触れた地面や建物が大おお地じ震しんに襲われたように崩ほう壊かいした。

　詩歌を中心にした崩壊の嵐あらしが、視界に映るもの全すべてを吞のみ込んでいく──。

「ぐああああっ！」

「うわあああああ！」

　白い雪は、人間を避よけて降り注いでいるようだ。だがそれぞれの〝虫〟を殺された人々が苦く悶もんの表情を浮うかべ、倒たおれていく。

「あ──あ──」

　立ち尽つくす詩歌の前で、一方的な殺さつ戮りくが繰り広げられていた。

　必死に抵抗しようとする〝虫〟もいたが、たった一欠片の雪に触れただけで躰が砕くだけ、ひしゃげ、メキメキと音を立てて形を失っていく。逃げ出そうとした〝虫〟さえも、降り注ぐ雪は容よう赦しやなく吞み込み、電柱や住宅の壁を巻き込んで木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散る。

〝虫〟の死し骸がいが、瓦が礫れきの上で空気に溶とけ込むようにして消え去っていく。

　同時に、宿主だった正体不明のゴーグルたちが、ガクリと瓦礫の上に膝をついた。

「ひっ──」

　ゴーグルたちの変わり果てた姿を見て、詩歌の背筋を寒気が襲った。

　たった今まで詩歌に襲いかかってきていた人々の表情から、一いつ切さいの感情が消え去っていた。ゴーグルが外れた者の瞳ひとみは薄うすく開き、濁にごった瞳を宙に漂ただよわせている。

　まるで、死人が立っているようだ。

〝虫〟を殺された虫憑つきは、心を破は壊かいされ、感情や記き憶おくを失った欠落者になる──。

　噂うわさを思い出し、詩歌は震える脚あしで後あと退ずさった。

「いや──」

　悲鳴を上げることもできなかった。詩歌の目には、人間らしい感情を失った彼らは、〝虫〟なんかよりももっと不気味に見えた。

『みんな……壊こわれて……』

　白いホタルが、詩歌の声で言う。

「ちがうの──こんなの、わたしがやったんじゃ──」

　詩歌はゆっくりと、家族を振ふり向いた。

「ば、化け物──」

「……っ！」

　母親の呟つぶやいた一言が、詩歌の小さな胸をえぐった。

　いつも詩歌の味方でいてくれた姉さえも、恐きよう怖ふの眼まな差ざしで彼女を見ていた。

「──わたし──」

　よろめく。

　色々なことが起こりすぎて、頭がついていかなかった。このまま気を失ってしまいそうだ。

　虫憑き。

　人の夢を喰くう〝虫〟にとり憑かれた人間。

　詩歌はそれになってしまって、他人はおろか家族にすら恐怖されている──。

　詩歌はふらつく足取りで、家族に背中を向けた。走る体力は、すでに残っていなかった。

「──ま、待って、詩歌！」

　背後からかけられた姉の声も、今の詩歌には届かなかった。

　焦しよう点てんの定まらない視線を宙に向けると、異形の〝虫〟の脚につかまった黒いロングコートたちが舞まい降りてくるのが瞳に映った。

　だが、それらも空から降り注ぐ白い雪に触れた途と端たん、折り紙のようにグシャグシャとつぶれていく。ゴーグルで素す顔がおを隠かくした人々が地面に落下し、動かなくなる。

「わたし──わたしは──」

　白い雪は絶え間なく降り注ぎ、詩歌の視界にあるもの全すべてを破壊していく。

「わたしは──ばけものなんだ……」

　詩歌の呟きは、それをはるかに上回る崩壊の音でかき消された──。







　2. 01　〝[image: か][image: っ][image: こ][image: う]〟　Part. 2




　高こう架か下のフェンスの陰かげに、〝かっこう〟は身を潜ひそませていた。

　細い裏通りの向こうに、会社帰りの通行人が行き交っているのが見えた。桜架市の中心に位置するオフィス街は、目と鼻の先である。

　足元の水たまりに、小学校に通っていた時とはうって変わった自分の姿が映し出されていた。

　全身を覆おおう分厚いロングコートやグローブ、ブーツといった装備は、あらゆる種類のダメージに強い特とく殊しゆな素材を用いて造られたものだ。ごつごつとした大きなゴーグルで顔の大半を覆い隠し、押し上げられた髪かみが逆立って悪あく魔まのツノのようになっている。

　漆しつ黒こくで統一されたそれらの装備は、特別環かん境きよう保全事務局、それも東中央支部の標準装備である。虫憑きと戦うためだけに考案されたもので、特にゴーグルは最さい先せん端たん技術の結けつ晶しようといえた。

　ぼうっ、と〝かっこう〟のゴーグルに、赤い光点が生まれた。

　彼の視界に、〝ふゆほたる〟という強力な虫憑きの逃とう走そう経路が映し出されていた。

　現在、〝ふゆほたる〟は、遠方の住宅街をさまよっているようだ。足取りに目的は感じられず、統一性もない。〝かっこう〟らが待機している場所までやってくるのかは疑問だった。

　間もなく各支部の精せい鋭えいたちが結集した合同チームが、〝ふゆほたる〟と接せつ触しよくする手はずになっていた。桜架市を管かん轄かつとする東中央支部の局員のみで組織された〝かっこう〟らの部隊は、後方支し援えんという名目で体ていよく戦場から遠ざけられたにすぎない。あわよくば〝ふゆほたる〟を捕とらえて自分の支部に持って帰ろうという、上層部たちの思おも惑わくが交こう錯さくしているのだろう。

「俺たち下っぱの出番はないってわけか」

　少なからず緊きん張ちようしていた自分に気づき、肩かたから力を抜ぬく。

〝かっこう〟以外にも、周囲には大勢の局員が姿を隠しているのが分かった。半径数百メートル以内に、数十名が身を潜めているのだろう。たまに物陰に、〝かっこう〟と同様の装備を装着した局員たちが動いているのが見えた。

「ま、楽ならそれにこしたことはねーけどな」

　土師が思わせぶりなことを言うからどうなるかと思ったが、〝なみえ〟が率いる合同チームは特環の総力をあげた戦力だ。〝かっこう〟の初任務は、何事もなく終わりそうだ。

　サボって帰ろうかな──そんなことを考えはじめた頃ころ、ゴーグルに備えつけられた無線機から低い声が響ひびいた。

『待機中の全ての東中央支部局員に告ぐ』

　聞き覚えのある声だ。東中央支部支部長、高鍬雷その人である。

　そういえば直接指揮をとるって言ってたな、と思い出す。どうせ待機組にすることがないことを良いことに、楽にリーダーシップを誇こ示じしておこうという算段だろうと思っていた。

　だが高鍬は唐とう突とつに、思いもしなかった命令を告げた。

『東中央支部はこれより任務を変へん更こうし、最重要任務へと移行する』

〝かっこう〟は眉まゆをひそめた。

「任務を……変更？」

『新たな任務に就つく前に、各局員には現状を把は握あくしておいてほしい。約二時間ほど前に発見された異種の虫憑つき、〝ふゆほたる〟はいまだ逃走中である。間もなく本部を含ふくめる各支部からの増援部隊が接触し、〝ふゆほたる〟を撃げき破はするだろう。──だが苦戦が予想され、特環の戦力は著いちじるしく低下し、一時的な混乱状態に陥おちいることが予想される。今ならば、本部を守る戦力も手て薄うすになっているだろう』

　なにを言ってるんだ、こいつ──。

　高鍬雷の前半の台詞せりふは、すぐに理解した。だが後半は現状とまったく関係のない話をしているように思えた。

　怪け訝げんに思っていると、急にゴーグルに映し出されていたマップが別の映像に切り替かわった。桜架市を表していた地図が拡大され、複数の市をまたいだ一本のルートが表示される。

「なんだ、これ？〝ふゆほたる〟と関係ないじゃ──」

『かねてから計画していた作戦を実行する時が来た。総員、待機状態を解除、行動に移れ。私が先行するが、戦せん闘とうにおける指揮は異種六号局員〝八角ほずみ〟にまかせる』

「了りよう解かい」

「！」

　突とつ然ぜんの返事は、〝かっこう〟の背後から聞こえた。

　驚おどろいて振ふり向くと、一人の少年が路地の陰から姿を現していた。〝かっこう〟と全く同じ装備をしているものの、彼よりも頭一つは長身だ。声の低さからすると四、五歳は年上だろう。青く染めた長い髪を束ね、七本の三つ編みにしている。

　こいつ、いつからそこにいたんだ──。

　異種の虫憑きは、稀まれな存在だ。それも六号指定となると、分隊の指揮官を担になう権限もある。つい最近まで訓練生だった〝かっこう〟も、〝八角〟の名前を聞いたことはあった。かなりの実力の持ち主と聞いている。

〝八角〟に続き、続々と局員たちが姿を現した。一様に同じ方角に向かって歩き出す。

　さすがに様子がおかしいと感じ、〝八角〟を追いかける。

「おい、なんだよ、これ！　一体、なにがどうなって……」

「お前は今日が初めての任務みたいだな」

〝八角〟がこちらを一いち瞥べつした。不気味な低い声で言い放つ。

「それなら知らなくても仕方がないが……オレたちはずっとこの時を待っていたんだ」

「だから、何のことだよ？」

「このままじゃ……ダメなんだ。オレたち虫憑きは、中央本部のいいように使われるだけ使われて、いつか虫ケラみたいに捨てられる。オレたちは自分で自分を救うしかないんだ」

「はあ？　何を言ってんだよ！」

　困こん惑わくする〝かっこう〟を無視し、〝八角〟や他ほかの局員たちがゴーグルの指し示すルートに向かって走り出した。

　高鍬による高らかな宣言が、耳元で響いた。

『東中央支部はこれより、本部へ突とつ入にゆう後、制圧する。総員、全速で桜架市を脱だつ出しゆつせよ！』

「なっ──」

　愕がく然ぜんとする〝かっこう〟の目の前で、局員たちがいっせいに自らの〝虫〟を実体化させた。

　数十名もの虫憑きが、それぞれの〝虫〟につかまり、あるいは大きな〝虫〟の背中に数人を乗せ、飛ひ翔しようしていく。

『繰くり返す。東中央支部は全速で桜架市を脱出し、本部を制圧せよ』

　鬨ときの声を上げて進軍する虫憑きたちの中で、ただ一人──〝かっこう〟だけが呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。







　2. 02　The others




『東中央支部は作戦に移った。あとは〝なみえ〟、お前が自分の役目を果たすだけだ』

　ゴーグルの無線機から、父、高鍬雷の声が言った。

　みのりは一いつ瞬しゆん、押し黙だまった。今は、この時だけは、自分の本名を呼んで欲しかった。だが、そんな甘えが許されるはずもない。

「了解。合同チームはすでに合流しています。付近の市民の避ひ難なんも八割方、完了。現在、我々は住宅の少ない河川地域にて待機中。偵てい察さつ部隊からの情報からすると、あと数分で〝ふゆほたる〟と接せつ触しよくします」

[image: ]

　十二月の冷たい風が吹ふく橋の上に、みのりは佇たたずんでいた。

　決して大きな橋ではない。川も、幅はばが十メートルに満たない小川である。

　高鍬雷が率いる東中央支部の局員たちは、本部に向かっている。桜架市を含ふくむ複数の市街を抜ぬけ、数刻後には本部に辿たどり着くだろう。

　東中央支部のクーデターは、すぐに発覚するだろう。だが中央本部や他支部が気づいた頃ころには、特とつ環かんの主な戦力はみのりとともに〝ふゆほたる〟との戦闘に移っている。そうなれば、本部へ援えん軍ぐんを送るどころではない。

「……」

　みのりの胸が、ざわついていた。

　父と自分は、正しいことをしているのだ。この国が腐くさりきった上層部をのさばらせ、弱体化しているのは、誰だれよりも国の動向に深く関かん与よしてきた高鍬家が知っている。

　この国は、方向修正されねばならない。誰かが正義を行わなければならない。

　みのりは、周囲を見み渡わたした。

　橋の上、川辺、そして頭上には総勢で二百名を超こえる虫憑つきたちがいた。その中で漆しつ黒こくのロングコートを纏まとっているのはみのり一人だけで、彼女の周りは白いコートを纏った中央本部の局員たちが固めている。ジャケットを着た北中央支部の局員やグレーのツナギ姿の西中央支部、赤い装備の南中央支部などを始めとした地方の支部の戦闘員など、全支部から結集した局員たちが勢せい揃ぞろいしていた。

「総員、戦せん闘とうに備え、いつでも〝虫〟を出せる状態で待機！　私の号令があるまで、目立つ動きはとるな！」

　声を張り上げるみのりの背後から、聞こえよがしに囁ささやく声が聞こえる。

「東の七光りが、えらそうに……」

　思わず振ふり向きそうになるが、こらえる。

　陰かげ口ぐちには、慣れている。任務だけではない、普ふ段だん通っている高校でも、プライドが高く男のような喋しやべり方をする彼女についてあらぬ噂うわさを立てる者もいる。

　だがいつでも、みのりは胸を張ってきた。

　みのりは、どんな時も自らの夢を信じてきた。国の守護者たる高鍬家に生まれ、尊敬する父のあとを継つぐ者として当然の夢だった。

　この国を、守る──。

　それが、みのりの夢であり使命である。

　国を守るという夢があるかぎり、みのりは誰にも負けない。何があっても、常に堂々としていられる。父、高鍬雷のように。

「現れました！〝ふゆほたる〟です！」

　川の対岸で待機していた局員が叫さけんだ。

　みのりは目をこらし、違い和わ感をおぼえた。

　視界が──歪ゆがんでいる。

　最初は、そう思った。

　だが違ちがった。

　そこにあるもの、何もかもが本当に歪んでいたのだ。

　道路はめくれ上がり、木々は引き倒たおされ、停車していた自動車が押し潰つぶされる。

　局地的に降り注ぐ純白の雪に包まれ、破は壊かいに満たされた空間を歩く小さな人ひと影かげが、みのりの瞳ひとみに映った。

「……子供……？」

　局員たちの間に、ざわめきが拡ひろがった。異様な光景もそうだが、何よりも〝ふゆほたる〟の正体が、まだ小学生くらいの女の子だということに驚きよう愕がくする。

　みのりは戸と惑まどいを隠かくしきれなかった。

　ゆっくりとこちらに歩み寄ってくる少女は、可愛かわいらしい顔を泥どろで汚よごしていた。無感情にトボトボ歩く姿はあまりに幼く、弱々しい。

「あれが、〝ふゆほたる〟──この国の、敵……？」

　子供の虫憑きを見たのは、もちろんはじめてではない。しかしみのりが率いているのは、数百人もの戦闘員である。彼らに対し、眼前の幼い少女を捕ほ獲かくするようにみのりに命令を下せというのだろうか？

　正義を行うべきみのりにとって、それは考えられないことだった。

「接敵します！」

　橋の手前にやって来た少女が、みのりたちの存在に気づいた。

　吹雪ふぶきの中に佇たたずむ少女が、ゆっくりと顔を上げる。

　少女は──泣いていた。

「……っ！」

　みのりの脳のう裏りに、過去の自分が蘇よみがえった。たった一度だけ父に連れられていった動物園で、みのりは迷まい子ごになってしまった。父とはぐれてしまい、心細くなったみのりは大声で泣いた。あの時、みのりは助けを求めていた。誰か、差し伸のべてくれる手を待ち望んでいた。

　眼前の少女は、まさしくその時の自分と、同じだった。

　捕獲……しなければならないのか？　あんなに小さな、子供を……！　助けを求めている子供を！

　握にぎった拳こぶしが、無意識に震ふるえる。

「〝なみえ〟！　命令を！」

　背後から、局員の声が飛ぶ。

　ゴーグルからも、尊敬する父の声が伝わった。

『〝なみえ〟、〝ふゆほたる〟と接せつ触しよくしたのか？　そろそろ私たちの動きが本部に悟さとられる。戦闘に移るんだ』

　みのりは唇くちびるを嚙かみしめ、迷いを振り払はらうように手を掲かかげた。

　迷うな！　これが、この国を守るということなのだ！　これが、正義なんだ！

　顔を上げ、全局員に命令を下す。

「捕獲対象は前方、〝ふゆほたる〟！　総員、かかれっ！」
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「おい、〝八角〟！」

　高こう架か下から、〝かっこう〟は〝八角〟の背中に向かって呼びかける。

　アスファルトの地面に、水面みなものような波は紋もんが生まれた。さざ波とともに、甲こう殻かく生物の甲こう羅らのような堅かたい物体が浮うき出す。〝八角〟が青い色をした甲羅の上に乗った。

「待てよ、おい！」

　彼の呼び止める声を無視し、〝八角〟を乗せた甲羅が弾はじかれたように地面を走り出した。振り向くことなく、オフィス街の向こうへと消える。

　通りには大勢の通行人がいた。突とつ然ぜん現れた異形の者たちを見て、悲鳴とともに逃にげ惑まどう。

　すでに虫憑つきという正体を隠すという、特別環かん境きよう保全事務局の鉄則を守るつもりはないようだ。東中央支部の局員たちが、それぞれの〝虫〟に乗って人混みに溢あふれる街を疾しつ走そうする。

「ちくしょう！　どうなってんだ、一体！」

『〝かっこう〟、応答してくれ』

　唐とう突とつに、ゴーグルから聞き慣れた声が響ひびいた。

「圭吾！」

〝かっこう〟は耳に手をあて、怒ど鳴なる。

「こんな時に、どこにいるんだよ！　こっちはなんだか大変なことになってるぞ！」

『落ち着け、〝かっこう〟。大体の状じよう況きようは、把は握あくしてる』

「把握してる、ってお前……だったら、どこで何してんだよ！」

『ちょっと自分の仕事に手間取ってね、高鍬に先手をうたれてしまった。こんなに早くクーデターを起こすとは予想外だった。彼の野心を甘く見ていたよ』

「クーデター……？」

『そう、高鍬支部長は中央本部を制圧して、特環の実権を握ろうとしているのさ。すでに幹部も何人か丸め込んでいるようだ。特環に所属している全すべての虫憑きを支配下において、彼らを使ってこの国そのものを転てん覆ぷくさせるつもりなんだろう。虫憑きの力は、使い方によっては軍隊なんかよりもはるかに強力だからね』

「なんだよ、それ……！」

〝かっこう〟は吐はき捨てた。高鍬は虫憑きを軍隊として使うつもりだというのだろうか？

『実にくだらないと思わないかい、〝かっこう〟？』

「え？」

『クーデターが成功すれば、キミの〝居場所〟は高鍬のものになる。それでもいいのかい、〝かっこう〟？　そんなものが、キミの望んだ居場所なのかい？』

「……」

〝かっこう〟は、無言で拳を握りしめる。

　違ちがう。

　自分を必要としてくれる居場所を見つける──それが彼の夢だ。兵器として扱あつかわれるような場所では、決してない。

「圭吾……俺は、どうしたらいい？」

　押し殺ころした〝かっこう〟の言葉を聞いて、姿こそ見えないものの土師が微び笑しようを浮かべたのが分かった。彼の返答など、土師にしてみればお見通しだろう。

『オーケイ、支部長補ほ佐さとして最初の命令だ。無指定局員〝かっこう〟、キミはこれから東中央支部の局員たちを追走し、反逆の疑いのある高鍬雷を捕とらえるんだ。高鍬は本部に向かっている局員たちの先頭にいる。障害となる局員は撃げき退たいして構わない』

「ようするに、東中央支部をまとめて相手しろってことかよ」

『キミは言ったはずだ。たとえ相手が百人の敵だったとしても、決して夢を諦あきらめないと。ボクはその言葉を信じている』

〝かっこう〟の肩かたに、緑色のかっこう虫が舞まい降りた。

「援えん軍ぐんは？」

『ない。キミ一人だけだ』

「……高鍬を捕つかまえたら、連れん絡らくする」

『幸運を祈いのるよ』

　通信が切れると同時に、〝かっこう〟は足を踏ふみ出した。歩みを速め、駆かけ足になる。

　小走りに通りを抜ぬけ、繁はん華か街がいに飛び出す。走りながら背中に手を伸のばし、潜ひそませていたホルダーから大型の自動式拳けん銃じゆうを引き抜く。どっしりと重いそれは、局員の中でも彼だけのために用意された武器だった。

　肩にとまっていたかっこう虫が、拳銃の銃身に飛び移った。

　多くの虫憑きたちが通り過ぎた後も、オフィス街は騒そう然ぜんとしていた。

　歩道にいる通行人の間を縫ぬって走る〝かっこう〟の脚あしが、加速していく。ぽつり、と自らの〝虫〟に呼びかける。

「行くぞ──〝かっこう〟」

　銃身にとまったかっこう虫が、爆ばく発はつするように躰からだを変形させた。

　淡あわい輝かがやきに包まれた翅はねを、脚を、触しよつ角かくを、無数の触手に変化させ、歩道を走る〝かっこう〟の全身を包み込む。コートやゴーグルの隙すき間まに飛び込み、針のように尖とがった触手の先せん端たんを、少年の肉体に突つき刺さしていく。

　少年に突き刺さった触手が皮ひ膚ふの下から浮うかび上がり、緑色に輝く模様と化した。また拳銃にも触手は突き刺さり、金属で造られた構造をメキメキと音を立てて変化させていく。小さな銃口が変形し、不気味な唸うなり声を上げる怪かい物ぶつの顎あごとなる。

「初任務が味方との戦せん闘とうだなんて──やってられないぞ！」

　全身に輝く模様を浮かべた〝かっこう〟が、地面を蹴けった。かっこう虫と同化して強化された脚きやく力りよくがアスファルトの地面を陥かん没ぼつさせ、少年の身体からだが高々と宙を舞う。拳銃に生えた二本の長い触角が、風になびいた。

　邪じや魔まな歩行者の頭上を跳とび越こえ、一いつ瞬しゆんではるか前方にあった交差点に着地する。

　突とつ如じよに空から舞い降りた〝かっこう〟に驚おどろき、道路を走っていた自動車が急停止した。甲かん高だかいブレーキ音を聞きながら、彼は再び身を沈しずませる。

　勢いをつけ、〝かっこう〟は道路を走り出した。人間離ばなれした速度で走る一人の虫憑きが、先を走る自動車を次々と追い抜いていく。

　前方を突とつ進しんする東中央支部局員たちをすぐに視界に捉とらえ、さらに加速する。

「引き返せ！　高鍬はお前たちを利用しようとしてるんだぞ！」

　叫さけぶ〝かっこう〟を、最さい後こう尾びにいた局員らが振ふり返った。飛行能力を持つ〝虫〟に乗った局員たちが頷うなずきあい、こちらに向かって飛んでやって来る。

　あっという間に彼は、四人の局員によって前後左右を囲まれてしまった。

「誰だれだ、お前は！　作戦の邪魔をするな！」

　大きな〝虫〟の頭部につかまった男が、〝かっこう〟に向かって叫んだ。

「お前らこそ、どけよ！　おれの目的は高鍬だけだ！」

　言い返し、局員たちの包囲網もうを抜けようとする。だが地上で自動車を避よけて走る彼よりも、宙を飛ぶ局員たちのほうが機動力に勝まさっていた。振り切ることができない。

「〝八角〟から、邪魔をする者は撃退しろという命令が下っている！　悪く思うな！」

　局員が叫び、包囲網を縮めてくる。

〝かっこう〟はやむなく拳銃を構える。

「ちっ……！」

　前方を飛ぶ〝虫〟が口を開き、〝かっこう〟に向かって透とう明めいの液体を吐いた。〝かっこう〟が跳ちよう躍やくしてかわすと、液体が飛び散った地面が煙けむりをたてて溶とけていく。

　宙に跳んだ〝かっこう〟を狙ねらい、別の〝虫〟が体当たりを喰くらわせようと襲おそいかかる。

「くたばれ、裏切り者が！」

「どっちが──」

〝かっこう〟は拳銃を持っていないほうの腕うでを突き出し、〝虫〟を正面から受け止める。

「裏切り者だっ！」

〝虫〟の躰を摑つかみ、力任せに地面に叩たたきつける。

　大地じ震しんのような震しん動どうが、周囲の建物を揺ゆらした。緑色に輝く模様を浮かべた腕の膂りよ力りよくで〝虫〟を叩きつけた地面に、巨きよ大だいなクレーターが生まれた。〝虫〟の躰が砕くだけ散り、発生した衝しよう撃げきで周辺の電柱がなぎ倒たおされていく。

〝虫〟を殺された局員が宙に投げ出され、地面をバウンドし、遠方へ転がっていく。

「なっ……！」

　その光景を見ていた局員たちが、絶句していた。

「な、なんだ、コイツの能力は……！〝虫〟と同化してるのか？」

　心臓を鷲わしづかみにするような、大きな砲ほう撃げき音が周囲の空気を振しん動どうさせた。

　地面に着地した〝かっこう〟が拳銃を構え、引き金を引いたのだ。拳銃のものとは思えない大音おん響きようとともに、怪物の顎と化した銃口から、真っ赤に燃える業ごう火かを伴って銃じゆう弾だんが放たれる。

「っっ……！」

　断だん末まつ魔まを上げる間もなく、飛行していた〝虫〟が木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散った。地面に落下した局員が、ゴロゴロと地上を転がっていく。

「邪魔をするなら容よう赦しやしないのは──こっちもおなじだぜ」

〝かっこう〟は拳けん銃じゆうを持つ腕を水平に振り払はらい、硝しよう煙えんを吹ふき飛ばした。地面を蹴り、再び道路を猛もう然ぜんと走り出す。彼のゴーグルに浮かんだ赤い光点が、地上に光の軌き跡せきを描えがいた。

「こ、こんなやつが東中央支部にいたなんて、知らないぞ……！」

「まさか、これが同化型の虫憑つき──」

　完全に浮き足立つ局員らに向かって、跳躍する。

　たったひとっ跳びで、淡い緑色の輝きを纏まとった少年が、局員の〝虫〟に飛び乗った。

　同化型の虫憑き。

　特別環かん境きよう保全事務局が確かく認にんしているかぎり、虫憑きは〝始まりの三匹びき〟という存在によって生み出されるとされていた。

　最も数が多いのが、〝大おお喰ぐい〟という丸いサングラスをかけた女によって生み出された、分ぶん離り型という種類の虫憑きだ。宿主とは別の個体としての〝虫〟を操あやつり、多様な能力を発揮するのが分離型の虫憑きである。

　分離型の他ほかにも、二種類の虫憑きが確認されている。実体を持たず、固定の形態を持たない〝虫〟は特とく殊しゆ型と呼ばれ、炎ほのおや水など自然的な力や、精神的な作用を持つ能力が多い。

　特殊型の虫憑きは稀き少しようだが、最も数が少ないのが、同化型の虫憑きである。彼らは自らを〝虫〟と同化させ、肉体を強化させる能力を持つ。宿主に合った武器を強化する能力も併あわせ持つというが、はっきりと確認できるほどの数さえ発見されていないのだ。

「お、お前……東中央支部の局員じゃないな！」

　飛び乗った〝虫〟の宿主が、震ふるえながら〝かっこう〟を見上げた。

「東中央支部の局員だよ。今日からだけどな」

　言い放ち、銃じゆう口こうを相手の眉み間けんに定める。

「や、やめてくれ……殺さないでくれ！　死にたくない……！」

「──そんなの、誰だっておなじだろーが」

　唇くちびるを嚙かみ、狙いを変える。砲撃音が轟とどろき、足元の〝虫〟の背中に銃弾を撃うち込まれた。

　地に落ちる〝虫〟から別の〝虫〟へ飛び移り、やはり「やめてくれ！」と懇こん願がんする声を無視し、銃弾で撃げき墜ついする。

　取り囲んでいた〝虫〟を倒して再び走り出す彼の視界に、こちらに向かって飛んでくる大勢の局員たちが映った。

　全力で疾しつ走そうしながら、〝かっこう〟は拳銃のグリップを握にぎりしめる。

「誰だっていっしょなのに……なんで、こんなことになっちまうんだよ、ちくしょう！」

〝かっこう〟は道路や歩道、国道沿いの建物の屋根を次々と跳とび移り、襲いかかる局員たちの攻こう撃げきをかいくぐる。同じ東中央支部局員の〝虫〟を拳こぶしで粉ふん砕さいし、拳銃で吹き飛ばす。

　通行人の悲鳴が飛び交かい、地面に墜つい落らくした〝虫〟の巻き添ぞえをくった自動車が、激しくスピンしながらガードレールに衝しよう突とつする。

〝かっこう〟の前に立ち塞ふさがる局員たちは、一いつ般ぱん人などお構いなしだった。一方、彼は無関係の人間に対する被ひ害がいを避さけるため、どうしても行動に制限が生じていた。人のいない場所まで移動し、反撃する隙すきを与あたえずに敵を一撃で仕留めていく。

「くっ……！」

　一いつ瞬しゆんの隙を突ついて背後に回り込んだ〝虫〟が、長い尻尾しつぽのようなもので〝かっこう〟の脚あしをからめとった。

「うっ……ああああっ！」

　脚をすくい上げられたと思った瞬間、〝かっこう〟の身体からだが振ふり回されていた。砲ほう丸がん投げをするようにグルグルと振り回される彼の身体が、電柱を次々と粉砕し、遠方にそびえたビルに向かってと投げ出される。

「がぁっ……！」

　高層ビルの壁へき面めんに、背中から激しく叩きつけられる。ガラス張りになった壁面に放射状の亀き裂れつが走り、きらめく破は片へんが飛び散った。

　ぐらり、と〝かっこう〟の身体が傾かたむき、力なく地上に向かって落下していく。

　彼が地面に激げき突とつする寸前、いっせいに〝虫〟たちが群がった。

　だが次の瞬間、一匹の〝虫〟がガクリと動きを止め、噴ふん水すいのような体液を噴ふきだした。

「──うおおおっ！」

　強化した脚きやく力りよくで地面に着地した〝かっこう〟が、大きな〝虫〟の腹を拳で貫つらぬいていた。すぐに腕うでを引き抜ぬき、後ろ回し蹴げりで別の〝虫〟の頭を粉砕する。拳銃から放った銃じゆう弾だんが数匹の〝虫〟をまとめて吹き飛ばし、彼の頭を嚙み砕くだこうとした〝虫〟の牙きばを鷲わしづかみにする。摑つかんだ牙を持ち上げ──勢いにまかせて地面に叩たたきつける。

　ぐしゃり、という音とともに、巨きよ大だいな〝虫〟が地面の上で押し潰つぶされた。

「はあ……はあ──」

　飛び散った緑色の体液を全身に浴びながら、彼は顔を上げた。ゴーグルの表面に赤い光点を浮うかべた少年が、蒸発するように消えていく〝虫〟の死し骸がいたちの上を歩く。

「な、なんなんだ、このガキは──」

「あ、悪あく魔まか……？」

　立ち塞がる局員たちが攻撃を止め、後あと退ずさりしていた。

　赤い光点を浮かべたゴーグル、ツノのように逆立った髪かみ、そして全身を覆おおう漆しつ黒こくの装備と、死に神の鎌かま代わりの大型拳銃──。悪あつ鬼きのごとき少年が、消えゆく〝虫〟の死骸と感情と記き憶おくを失った欠落者でつくられた道を行進する。

「──ちくしょう」

　ゴーグルの奥で、〝かっこう〟は足元に倒たおれた欠落者たちを見下ろした。

　彼らはもう、自分の意志で動くことはない。

　呼吸し、虚こ空くうを見上げるだけの生ける屍しかばねだ。

　虫憑つきだった以上、彼らにも強い想おもいがあったはずなのに──彼らは二度と、胸に描えがいた夢を思い出すことはない。

「もう、やめろよ……」

　立ちはだかる局員たちに向かって、一歩、また一歩と近づいていく。

　背後から再び、長い尻尾が〝かっこう〟の脚をからめとった。

　砲ほう撃げき音が轟く。

　振り向きもせずに後ろ手に放った弾丸が、尻尾の主を撃ち砕いた。彼の脚にからみついていた尻尾が、空気に溶とけるように霧む散さんする。悪魔の行進は、止まらない──。

「邪じや魔まをするな……」

　奥歯を嚙みしめる彼に向かって、しかし、いっせいに局員らが襲おそいかかった。

「ど、どれだけ強かろうと、相手はまだ戦せん闘とう経験のない新参者だ！」

「包囲しろ！　距きよ離りをとって、戦え！　い、いや、あの銃はヤバい、接近戦で──」

「しかし近づいても、あの馬ば鹿か力ぢからが……！」

〝かっこう〟は身を沈しずめ、勢いよく地面を蹴った。ゴーグルの内側に表示された、高鍬雷の進路に向かって走り出す。

　数匹ひきの〝虫〟が進路を塞ぐが、跳ちよう躍やくして文字通り、一いつ蹴しゆうする。頭を砕かれて絶命した〝虫〟の上に着地し、さらに加速をつけて疾しつ走そうする。

　再び国道に戻もどった〝かっこう〟に、無数の〝虫〟が襲いかかった。彼はそれらを撃退しながら、一直線に目標までのルートを駆かけ抜けていく──。

「なんなんだよ、ちくしょう……！　どいつもこいつも、もうやめろよ……！」

　すでに何人の虫憑きを倒したか、数も分からない。何度も攻こう撃げきを受けたせいで、丈じよう夫ぶなはずの彼のロングコートはボロボロになっていた。ゴーグルにもヒビが入り、内側に表示される映像にノイズが走っていた。

「高鍬は、俺たちを利用しようとしてるんだぞ……！」

　走る〝かっこう〟の瞳ひとみに、涙なみだが滲にじんでいた。

　一人、また一人と倒していくたびに、欠落者となった仲間たちの暗い瞳が〝かっこう〟を責めていた。自分と同じ虫憑きたちの、それぞれに抱かかえた夢を、〝かっこう〟は粉々に打ち砕いていく。そのことが、まだ幼い〝かっこう〟にとっては耐たえられなかった。

　本当は彼自身、とっくに気づいていた。

　高鍬雷も土師圭吾も、結局のところは同じなのだ。

　虫憑きである彼らを利用し、互たがいに戦わせようとしている。

　ならばなぜ自分は今、戦っているのだろう？　たとえ高鍬の野望を防いだとしても、結局は特別環かん境きよう保全事務局という組織に利用されるだけだ。

　それでも彼は──土師圭吾を信じるしかなかった。

　家族に捨てられ、虫憑きであることを隠かくして生きることに疲つかれていた彼を拾ってくれたのが、いつも軽けい薄はくな笑みを浮かべている、あの青年だった。

〝かっこう〟は己おのれを必要としてくれる居場所を欲し、土師圭吾はそれを叶かなえると約束した。

　だが、そんな青年もまた──都合良く、彼を利用しているにすぎない。

　そのことが分かっているのに、〝かっこう〟はあの男にすがっている──。

「……もう、やめてくれ……」

　一人、また一人、欠落者を生んでいくたびに、自分の胸も抉えぐられていくようだった。

　彼らは、鏡に映った自分自身だ。

　それぞれの夢を思い描き、それを叶えるために戦っている。

　自分の拳こぶしは、そんな虫憑きたちを、それこそ虫ケラのように打ち砕き、駆く逐ちくしていく。

　その感かん触しよくは、十二歳の幼い心にとってあまりに辛つらく、重すぎた。

「ちくしょう……なんで、俺は……こんなこと……」

〝かっこう〟の走る速度が、急速に落ちた。

　今、自分と同じ虫憑きと戦わなければならない理由が、果たして本当にあるのだろうか？

　そこまでして守るような、大層な夢なのだろうか？

　居場所が欲しい──。

　たったそれだけの、ちっぽけな願いだったはずなのに──。

「……！」

　今にも挫くじけそうな彼の視界に、一台のメルセデスベンツが映った。

　国道を疾走するそれを、飛行タイプの〝虫〟に乗った局員たちが取り囲んでいる。

「高鍬──雷──」

〝かっこう〟は二つの眼を見開いた。

　当初の目的が、頭から消え去った。──今、自分が苦しんでいる元げん凶きようが目の前にいる。その事実に怒いかりが沸わき立ち、視界が真っ赤に染まった。

　コイツさえいなければ──。

　矛ほこ先さきのなかった激情の全すべてを、眼前のメルセデスベンツに向ける。

　悪あく魔まの顔を取り戻し、彼は再び加速した。一直線に前方の車に向かって突つき進む。

　しかし──。

「調子に乗るなよ、無指定のガキが」

　突とつ如じよ、〝かっこう〟の周囲の地面に、大きな波は紋もんが生まれた。

　水面みなものように揺ゆれるアスファルトから、弾はじかれたように巨きよ大だいな節足動物の脚あしが飛び出した。

　その数、七本。脚とともに現れた大きな甲こう羅らの上には、青い髪かみを三つ編みに束ねた人物──〝八角〟が立っていた。

　鋭するどい爪つめを生やした脚が、四方から襲おそいかかる。

「っ……！」

　とっさに身をかわすが、全ては避よけきれなかった。

　一本の鋭い爪が、〝かっこう〟のロングコートを貫つらぬいた。
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　詩歌は、静せい寂じやくに包まれた空間に一人、佇たたずんでいた。

　瞳に映る光景はこれっぽっちの慈じ悲ひもなく、何もかもが原形をとどめていなかった。

　唐とう突とつに始まった戦いは、すぐに一方的な殺さつ戮りくに変わり──一方的に終わった。

「……」

　ほう、と白い息を吐はく詩歌の眼まな差ざしが、ぼんやりと前を向く。

　音のない荒こう野やが、眼前に拡ひろがっていた。ほんの少し前までは川だったはずの盆ぼん地ちは、土と岩が剝むき出しになったただの平地と化していた。そこにあったはずの橋など、とうに欠片かけらも残さずに破は壊かいされ、消しよう滅めつしてしまっている。

　全すべてが終わる過程を、詩歌は目をそらすことなく見届けた。

　何百という異形の〝虫〟たちが、たった一匹ぴきの白いホタルが降らせる雪に触ふれるたびに、断だん末まつ魔まを残して息絶えていった。そのたびに誰だれかが身をのけぞらせ、感情を失った瞳ひとみで詩歌を見つめながら倒たおれるのを見た。

　もう、やめて──。

　何度、そう叫さけんだかも分からない。

　襲いかかってくる虫憑つきたちに向かって。自分にとり憑ついた白いホタルに向かって。

　腹の底から、何度も叫んだ。

　だがゴーグルで顔を隠した虫憑きたちは、まるで火の中に飛び込む虫のように、白いホタルに挑いどんでは倒されていった。

　白いホタルは輝かがやきを増す一方で、雪を降らせるたびに詩歌の中から何かを奪うばっていく。惨さん劇げきのさなか、詩歌の脳のう裏りに家族やクラスメートの姿が浮うかんでは、消えていった。

　今ではもう大好きだった姉の顔すら、思い出せなくなっていた。

　ホタルが降らせる雪が音もなく、詩歌を中心に吹ふき荒すさんでいた。ぼんやりと佇む彼女が手を伸のばして届くくらいの範はん囲い内だけを、純白の雪が避けて舞まっている。

「……なん……なんだ、貴様は……？　一体、何だったのだ、我々は……！」

　ガラリ、と瓦が礫れきを押しのける音が響ひびいた。

　涙なみだは涸かれていた。声も嗄かれていた。涙の痕あとだけを残した詩歌は、無表情に振ふり向く。

　今もなお無音の破壊が続く光景の中で、漆しつ黒こくのロングコートに身を包んだ少女が立ち上がった。顔を隠かくしていたゴーグルは壊こわれて首から垂れ下がり、意志の強そうな、しかしどこか脆もろそうな目つきが露あらわになっている。

　少女がよろめきながらも、詩歌に向かって歩み寄る。

「──私は一体……何なのだ！」

　泣き出しそうな顔で叫ぶ少女の頭上に、白い翅はねを羽ばたかせる蝶ちよう々ちようが現れた。ぼんやりと光る蝶々は実体がないのか、輪りん郭かくがゆらゆらと歪ゆがんでいる。

　雪によるダメージを受けていたのだろう。片方の翅が無む惨ざんに破れていた。だが次の瞬しゆん間かんには膨ふくれあがるように蝶々が巨大化し、輪郭のない翅が真っ白な炎ほのおに変化する。

　詩歌の髪が、わずかに後方になびいた。超ちよう高温の炎に包まれた波なみ江え白蝶が羽ばたき、周囲の地面を蒸発させたのだ。灼やけつく熱気が、冷え切った詩歌の頰ほおを撫なでる。

　詩歌の胸むな元もとに浮かんだホタルが、白い輝きを放った。

　空から純白の雪が降り注ぎ、炎に包まれた波江白蝶に触れる。

「う……あああああっっ！」

　爆ばく発はつが起こったように、視界が膨ぼう大だいな量の水蒸気に埋うめ尽つくされた。波江白蝶を包む炎が飛び散り、吹き飛ばされていく。

「ああ……ああ──」

　炎を失い、両方の翅をもがれた蝶々が、地に墜おちた。かろうじて完全に殺されるのは免まぬかれたようだが、飛び立つこともできずに地面の上を這はいずる。

「──私は……」

　地面に膝ひざをつきながらも、少女が詩歌を睨にらみつけた。

「……この国を守らなければ……ならないんだ……！　こんなことで……！」

　力を振り絞しぼり、地面でもがく波江白蝶が頭を上げた。最後の力を振り絞るように躰からだを炎で包み、少しずつ二枚の翅を再生していく。

「私が！　この国を！」

　少女の咆ほう哮こうに応こたえるように、波江白蝶が白い業ごう火かに包まれた。熱風が吹き荒あれ、瓦礫が音をたてて溶よう解かいしていく。巨きよ大だいな炎の蝶々が、再び宙を舞った。

　詩歌は、ぼんやりと少女を見つめることしかできない。いつから握にぎりしめていたかも覚えてない拳こぶしからは、すでに感覚がなくなっていた。

　敵意を剝き出しにこちらを睨む少女のゴーグルから、ノイズが響いた。ひび割れた音声のようなものが聞こえた気がした。男性の声のようである。

　ピタリと少女が動きを止めた。顔色を変え、首にぶら下げたゴーグルを見下ろす。

「なん……土師、圭吾……？」

　会話の内容までは聞こえないが、男性の声は少女に対して何かを告げているようだった。

「馬ば鹿かを言うな……！　今さら撤てつ退たいなど、できるものか！　……〝かっこう〟？　そんな何者かも分からない局員が、この化け物にかなうわけ──」

　化け物という言葉に、詩歌はビクリ、と肩かたを震ふるわせる。

「……！」

　ボッ──。

　波江白蝶を包んでいた炎が、揺ゆらいだ。熱波を噴ふき出していた翅が、燃料が切れたように断続的に点ついては消える。

「──何を……言っている……？」

　それまでヒステリックに叫んでいた少女が、両りよう眼めを大きく見開いた。

「お父様がそのようなことを……するわけが……他国に私たちを……なんて……」

　とうとう感情を抑おさえきれなくなったように、叫ぶ。

「戯ざれ言ごとだ！　父は、今までこの国を守ってきたのだ！　高鍬家が、この国を守り続けてきたのだ！　私たちは正義を行ってきた！」

　だがすぐに絶句して、こちらを──詩歌のほうを見る。

「ち、違ちがう……この少女は、この国の敵なのだ……だから……違う、違う、違う！　わ、私は……！　お父様は……！　それ以上、言うな！　言わないでく──」

　耳をおさえて首を振る少女の表情が、凍こおりついた。

　ボッ──。

　ボッ──。

　波江白蝶を包んでいた炎が次し第だいに弱まっていき、やがて──。

　完全に、消える。

　男性の最後の声だけは、詩歌にも聞こえた。

　──キミは、ただの囮おとりだったんだよ。

　やけに軽い口調で、男はそう言ったようだった。

　力ちから尽つきたように、少女がガクリと地面に両りよう膝ひざをつく。

「……」

　見開いた瞳ひとみで虚こ空くうを見つめる少女の瞳は、まるで詩歌が何人も生みだしてしまった人々──欠落者のようだった。

　詩歌は少女のもとへ歩み寄り、とめどなく涙を流す頰に手をかざす。

「……ごめん……なさい……」

　少女の虚うつろな瞳が、詩歌を見上げた。

「ごめんなさい……わたし、とめたの……何度も、何度も、もうやめてって……でも、どうしても言うことを聞いてくれなくて……どうすればいいのか、わからなくて……」

　まだ、声は嗄かれていなかったらしい。

　まだ、涙なみだは涸かれていなかったらしい。

　かすれて消え入りそうな声で言う詩歌もまた──涙を流していた。

　一体どこから湧わき出すのか、詩歌は涙を溢あふれさせた。

　どうしてこんなことになってしまったのか、分からない。どうすれば救われるのか、分からない。どうしようもなくて、何もできなくて、ただ泣くしかなかった。

　傷ついた少女は、信じられないようなものを見るような目で詩歌を見上げていた。だが自分の頰ほおに触ふれる詩歌の手にそっと自らの手を重ね、弱々しく微び笑しようする。

「謝るのは……こちらのほうだ。貴様には──」

　詩歌の手に、少女の手のぬくもりが伝わった。

「──きみには、こんなにも簡単に触れられるのにな……」

　何かを堪こらえきれなくなったように顔を歪ゆがめ、少女が俯うつむいた。

「……すまなかった……本当は、きみを助けたかった……」

　様々な感情を押し殺した声で呻うめき、再び顔を上げる。

「きみの夢を、きかせてくれないか？　きみはいったい、何を望んで？」

　問われ、詩歌は思い出した。

　もうすでに色んなことが思い出せなくなっていたが、そのことだけははっきりと思い浮うかべることができる。

　叱しかられてばかりの家族でも、よかった。

　友達のいない学校でも、よかった。

　でも、それでもどこかにきっと──。

「わたしがそばに居てもいい、居場所がほしいの」
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　詩歌は、はっきりと答えた。

　少女がまぶしそうに目を細めた。厳しい顔つきをしていたそれまでとはうって変わり、どこにでもいる普ふ通つうの少女が、そこにいた。

「……良い、夢だな」

「お姉さんの夢は？」

　詩歌が聞き返すと、少女は笑い飛ばすように言った。

「この国を、守りたかった……だが、それは──」

「りっぱな夢だね」

　詩歌が言うと、少女は驚おどろいたように顔を上げた。

「……え？」

「とてもりっぱな夢だと思う」

　詩歌の言葉を、少女は惚ほうけた顔で聞いていた。

　だが、みるみるうちに少女の顔が歪んでいく。額をおさえ、何かを思い出したように、おかしそうに肩かたを震ふるわせ出す。

「ふ……ふふ……」

「？」

「そう……そうなんだ。私も幼い頃ころ、そう思ったんだ。いつも堂々としている父を見て、この人のようになりたいと思った。国を守る、りっぱな人間になりたいと願った。それがいつしか……私の夢になったんだ……ははっ……」

　笑っているのだと思った少女は、泣いていた。先ほどにも増して大おお粒つぶの涙を流していた。

「ああ、私は、いつから間ま違ちがえてしまったのだろう……敵を倒たおすことなんかじゃない……味方を従えることでもない……きみのように、助けを求めている者を守ることこそが、正義だと分かっていたのに……」

　少女が手を伸のばし、詩歌の頭を撫なでる。弱々しく、まるで力がこめられていなかったが、とても優やさしい温かさに満ちていた。顔はもう思い出せなくなっていたが、それは間違いなく姉の優しい手と同じだった。

「きみの名前を……きいてもいいか？」

「杏本……詩歌」

　頭を撫でていた少女の手が肩へと移り、軽く前に押し出す。

「行け、詩歌」

　まっすぐな眼まな差ざしで詩歌を見つめ、少女が言う。

「たとえ誰だれが向かってこようとも、誰に邪じや魔まをされようとも、決して自分の夢を諦あきらめるな。きみの夢は、誰にも邪魔されるべき夢じゃない……誰が邪魔できるものでもない、きみだけのものだ」

　少女の声が、次し第だいにか細くなっていく。

「……」

　不思議だった。

　自分が傷つけてしまったはずの相手に、自分はもう許されてしまっている。

　丸いサングラスの女性と出会い、虫憑つきとなってからは誰からも怖おそれられてきた。

　いや、それ以前にも、詩歌を認めてくれた相手など、姉意外には誰もいなかった。

　それなのに今──目の前にいる少女は、詩歌を認めてくれている。詩歌が存在することを許してくれ、夢を守れと言ってくれている。

「……うん」

　これからどうなるか、分からない。

　自分は虫憑きになってしまって、自分の夢ももう残り少なくなっているということも分かっている。

　だが詩歌は、ようやく決断することができた。

　どんなことがあっても、自分の大切な夢だけはきっと守ってみせる──。

「ありがとう、お姉さん」

　少女が、微笑ほほえんだ。

「礼まで、先に言われてしまったな……また出会うことがあれば……次こそはきっと……きみを守れるような正義を……」

　ふらり、と少女の身体からだが傾かたむき、地面に倒れた。傷ついた波なみ江え白しろ蝶ちようが、寄り添そうように少女の傍かたわらに舞まい降りた。意識を失っただけで、欠落者になるのは免まぬかれたようだ。

「……」

　名も知らない少女をしばらく見つめた後、詩歌は身を翻ひるがえした。

　白いホタルを従えた詩歌は、荒あれ果てた河原をゆっくりと進み出した。
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「くっ……！」

　地面から生えた鋭するどい爪つめが、紙かみ一ひと重えで回かい避ひした〝かっこう〟のコートを貫つらぬいた。

　後方に跳とんで距きよ離りを取る彼の眼前に、三つ編みにした青い髪かみが現れる。

「どうして、邪魔をする？　支部長はオレたちを助けてくれようとしているんだぞ？」

〝八角〟だ。アスファルトに浮うかぶ甲こう羅らの上に立つ男を、数メートルはあろうかという巨きよ大だいな脚あしが取り囲んでいる。節足動物のように節くれ立った脚の先には、鋭い爪が生えていた。

「……はっ、何をどう、たすけてくれようとしてるってんだ」

　笑い飛ばし、〝かっこう〟は横に跳んだ。電柱を蹴けり、眼前の敵を迂う回かいして、メルセデスベンツを追走する。

　だが〝八角〟は彼を逃のがさなかった。滑すべるように甲羅が移動し、彼の横を並走する。──どうやら〝八角〟の〝虫〟は、地面の中を自由に移動できるらしい。

「利用するだけ利用されて捨てられる運命だったオレたちだって、やれることがある！　この国を変えるために、オレたち虫憑きじゃなくちゃできないことがあるんだ！」

　青い髪の虫憑きが叫さけぶと同時に、〝かっこう〟の足元から数本の爪が飛び出した。どの方向から襲おそいかかるか分からない奇き襲しゆうを避よけられず、肩や背中に裂れつ傷しようが刻まれる。

「このっ……！」

　バランスを崩くずしながらも、拳けん銃じゆうを構える。

〝八角〟が自らの〝虫〟ごと、地面に沈しずんだ。標的を見失って周囲を見回す〝かっこう〟の背後から爪が飛び出し、脇わき腹ばらをかすめる。

「うあっ！」

「お前だって同じ虫憑きだろう。こんな風に、傷つけあう必要がどこにあるんだ？　なあ、オレたちといっしょに来い」

「……っ」

　異種六号の虫憑きを無視して、ベンツを追いかけるのは不可能のようだ。彼は片道二車線の広い道路の中央に立ち尽つくし、顔を歪ゆがめる。──すでにこれまでの戦せん闘とうによって近辺には破は壊かいの痕あとが刻まれ、遠巻きに数台の自動車が停車していた。もう聞き飽あきてしまった通行人の悲鳴が、あいかわらず飛び交かっている。

　これだけ目立つと、特別環かん境きよう保全事務局による情報操作も完全には機能しないだろう。今日起きた虫憑きの大行進は禍か根こんとなり、これからの国の在り方に影えい響きようするのは間ま違ちがいない。

「これからはオレたち虫憑きが、世界を変えるんだ。今までオレたちを化け物呼ばわりしていたヤツらを見返してやるんだよ」

　血が流れる傷口をおさえながら、〝かっこう〟は荒あらい息をつく。

　走り続け、身体が疲ひ労ろうしきっていた。虫憑きとしての能力を急激に使いすぎたせいで心を喰くわれ、精神力も限界だ。頭がぼうっとして、思考がうまくまとまらない。

　どうして俺は、こんな思いをして必死に戦っているんだろう──。

　そんな思いが、脳のう裏りをよぎる。

　傷を追い、夢を〝虫〟に喰われてまで仲間だったはずの虫憑きを倒たおし──彼らの夢を奪うばって、それでもなお戦っている。

　一体、何のために……？

「──じゃねえの？」

「ん？」

〝かっこう〟の呟つぶやきに、〝八角〟が聞き返す。

「バッカじゃねえの？　お前ら、全員……」

「なんだと？」

〝かっこう〟は顔を上げた。肩かたで息をしながら、笑う。

「俺たちが世界を変える？　俺たちを化け物あつかいしたヤツらを見返す？　……高鍬にそう言われたのかよ？」

「何がおかしい。支部長はオレたちには、それだけの力があると言ってくれた。オレたちのことを、誰だれもが羨うらやむ強力な力だと言ってくれたんだ。だから、オレたちは──」

「ははっ、バカみてえ……」

　笑い飛ばす彼に対し、〝八角〟が顔つきを変えた。八本の鋭い爪があっという間に彼を包囲し、今にも襲いかからんばかりに頭上を揺ゆらめく。

「俺たちは、化け物なんだよ」

　笑えみを浮かべ、〝かっこう〟は言う。

　青い髪の少年が絶句した。ピタリと八本の爪つめの動きが止まる。

「こんな力を持ってるヤツが、化け物じゃないわけがないだろうが。こんなやり方で世界を変えたところで、化け物じゃなくなるわけじゃない。それどころか、ますます──」

「なんだと……」

「高鍬だって、どうせそう思ってんだ。お前らは騙だまされてんだよ。都合良く使い捨てにされるのがオチだ。ははっ、バカじゃねえの」

「だったらなぜお前は、そこまで必死になってオレたちと戦う！　お前は……〝かっこう〟だな？　支部長補ほ佐さの秘蔵っ子と聞いてるが──お前の言う通りなら、土師圭吾と高鍬支部長の、どこが違うっていうんだ！　結局、オレたち虫憑つきを利用しているのは変わらないんじゃないか？」

「ああ、そうだよ。土師も同じだ。俺たちを化け物扱あつかいして、噓うそ吐つきで……」

　心から、そう思った。

　なぜ自分が高鍬ではなく、土師圭吾を選んだのか。

　その理由は、ちっぽけな違いでしかない。

「でもアイツは、少なくとも──オレを恐こわがらないからな……」

　土師圭吾という男との間に、信しん頼らい関係などあるはずがない。あの男は何を考えているのか分からず、噓吐きで、笑えないジョークが好きな趣しゆ味みの悪いヤツでしかない。

　だが土師圭吾は、〝かっこう〟に居場所を与あたえると言った。その言葉までも噓だった場合は、この手で殺してやるつもりだ。

　そのことが分かっているからこそ、土師圭吾は彼を怖おそれない。

　お互たがいに利用し合い、利用価値を失った時には捨てる──それだけの関係だ。

「くだらん。その程度の理由で、命をかけてオレたちと戦ってたのか」

　吐はき捨てるように言い放ち、〝八角〟が身構えた。

「戦う理由なら、ある……」

〝かっこう〟は片手に拳けん銃じゆうをぶら下げたまま、自らを取り囲む爪たちを見上げた。

「俺は虫憑きで、化け物だけど──」

　七本の爪が、いっせいに頭上から襲おそいかかった。

　前後左右から、〝八角〟の〝虫〟が彼の身体からだに鋭するどい爪を突つき立てた。

〝かっこう〟はポツリ、と呟く。

「それでも……夢を叶かなえたいんだ」

　ギリギリまで敵の攻こう撃げきを引きつけたことで、彼は急所を避よけていた。皮一枚、切り裂さかれた脚あしや肩、脇わき腹ばらや首元から真っ赤な鮮せん血けつがほとばしる。

　メキッ、と〝かっこう〟が抱かかえた爪の一つが、軋きしんだ。

「うっ──」

　動どう揺ようの呻うめき声を残し、〝八角〟の姿が忽こつ然ぜんと消えた。

「──ああああっ！」

　青い髪かみをした男の悲鳴は、足元から響ひびいた。

〝かっこう〟が渾こん身しんの力で抱えた爪を持ち上げ、敵の〝虫〟を地面から引っこ抜ぬいたのだ。

　クジラほどの巨きよ体たいをした〝虫〟が、アスファルトの中から姿を現した。背に乗せた〝八角〟ごと、周囲の電柱や看板、信号をなぎ払はらい、振ふり回されるようにして宙高く放ほうり出される。

　高層ビルの谷間に、巨きよ大だいな影かげが落ちた。影の中心で頭上に向かって拳銃を構える〝かっこう〟のゴーグルに、赤い光点が灯ともった。

「ま、待て！　オレたちは同じ虫憑き──」

　燃える銃口を向けた先で、〝八角〟が声を上げた。

〝かっこう〟は引き金にかけた指に、力を込こめる。──己おのれの〝虫〟と同化して圧あつ倒とう的な破は壊かい力を秘ひめた弾だん丸がんに、急速に夢を喰くわれていくのが分かった。頭が朦もう朧ろうとし、過去の記き憶おくが蘇よみがえっては消えていく。

「俺のこと、うらんでくれていいよ」

　怪かい物ぶつの顎あごと化した銃口が、業ごう火かを噴ふいた。

　砲ほう撃げき音が衝しよう撃げき波はとなり、周囲に立ち並ぶ建物の窓が、いっせいに割れる。自動車が横転し、〝かっこう〟が立つ地面が亀き裂れつとともに陥かん没ぼつした。

　宙に放り出された巨きよ軀くの〝虫〟は、断だん末まつ魔まを上げることさえ許されなかった。硬かたい甲こう殻かくに包まれた躰からだに、巨大な円形の穴が穿うがたれる。八本の脚を飛び散らせ、地面に落ちる寸前には、空気に溶とけ込むようにして消しよう滅めつしてしまう。

　どさり、と地面の上に〝八角〟が墜おちた。ゴーグルが外れ、感情を失った欠落者の双そう眸ぼうが、拳銃を握にぎりしめる彼を見つめる。

「──ちくしょう」

　毒づき、再びゴーグルを装着する。

　拳銃を握りしめ、〝かっこう〟は身を翻ひるがえした。

　遠巻きに化け物どうしの戦いを見ていた人々の悲鳴を聞きながら、ベンツの後を追ってまた道路を走り出す。

　間もなく桜架市から出ようかという地点で、虫憑きに守られたベンツを発見した。

　追走する〝かっこう〟に気づいた局員たちが、迎げい撃げきにかかる。

　彼はことごとく返り討うちにしていく。

　最後の一人を倒たおすのを待っていたように、一台の自動車が彼を追い抜いた。

　車体を黒く塗ぬった高級車だ。あっという間にベンツも抜き去り、その進路に割り込む。急ブレーキをかけ、黒塗りの車がメルセデスベンツの走行を妨ぼう害がいする。

　黒塗りの車と〝かっこう〟に前後を挟はさみこまれ、メルセデスベンツが急停車した。

　道路の中央に停とまったベンツのドアが開き、一人の中年男性が姿を現した。

　その男の鋭い目つきに、〝かっこう〟は教科書で見た鬼き神じん像を思い出した。男に動じている様子は微み塵じんもなく、見る者全すべてを吞のみ込まんばかりの威い圧あつ感を周囲に振りまいている。

「貴様は、何者だ？」

　高鍬雷の双眸が、ジロリと〝かっこう〟を睨にらんだ。

　鬼おにのような男の目を正面から見つめ返し、彼はポツリと答える。

「〝かっこう〟」

「覚えておこう」

　バタン、というドアを閉める音が響いた。ベンツの前方に停車した車から青年が姿を現す。

　土師圭吾だ。

「ここはもういいよ、〝かっこう〟。ご苦労様──といいたいところだけど、まだ最後の仕事が残ってるんだ」

　高鍬を一いち瞥べつしながら、土師がいつも通り軽い口調で言った。

「すぐに〝ふゆほたる〟の捕ほ獲かくに向かってくれ」

「……」

　しかし〝かっこう〟は、動かない。

「どうしたんだい、〝かっこう〟？　命令だよ、早く行かないと手て遅おくれになる」

「……いやだ」

「なんだって？」

　目を細める土師から、〝かっこう〟は顔をそむけた。拳銃を握る手には、何人もの夢を奪うばってきた時の感かん触しよくが、鮮せん明めいに残っている。

　やるべきことはやったはずだ。

「俺はもう、これ以上……」

　ここに来るまでにたくさん走ったし、たくさん怪け我がを負ったし、たくさん──虫憑つきたちの夢を奪った。戦っている最中は必死に自分に言い聞かせていたが、いざ土師圭吾を前にすると迷いが蘇っていた。

　自分のしていることは、本当に許されることなのだろうか？

　目の前の青年に、従うだけの価値があるのだろうか？

　そして──自らの夢を叶かなえるまで、この罪悪感に耐たえることができるのだろうか？

「もう、いやだ……」

　まだ十二歳の小学生にすぎない自分には、特とつ環かんの戦せん闘とう員という役割はあまりに辛つらすぎた。どれだけ強い能力を持っていても、心までは強くない。

　唇くちびるを嚙かんで俯うつむく〝かっこう〟を見て、土師圭吾が肩かたをすくめた。

「合同チームは、全ぜん滅めつしたよ」

　いつもと変わらない、軽い口調で言う。

「現時点をもって〝ふゆほたる〟が、暫ざん定てい的に異種一号に認定された。あれを捕とらえることができるのは、ボクが手塩にかけて育てたキミくらいのものだろう。ターゲットの位置は、すぐにキミのゴーグルにダウンロードされるはず──」

「いやだって言ってんだろっ！」

　とうとう堪こらえきれず、〝かっこう〟は叫さけんだ。緑色に輝かがやく模様を浮うかべた腕うでで、青年のスーツに摑つかみかかる。

「なんで他ほかのやつらの夢を奪わなきゃいけないんだ！　なんで、そんなことまでして生きなきゃいけないんだ！　お前にとっちゃ……普ふ通つうの奴やつらにしてみれば俺も〝ふゆほたる〟も、どうせ変わらないんだろ！　化け物が一人減るだけなんだからな！」

　土師は抵てい抗こうしなかった。ガクガクと細い身体からだを揺ゆさぶられながら、軽けい薄はくな薄うす笑わらいを浮かべて〝かっこう〟を見つめ返す。

「それなら──何もせずに、自分に〝虫〟に喰くい殺されるのを待つかい？」

「──」

　目を見開く〝かっこう〟。

「自分も含ふくめて誰だれもが傷つかないまま、生きていけるとでも思ってるのかい？　そんなのは、ただの傲ごう慢まんだよ。ボクら人間は、神さまじゃないんだ。どこに行ったって、何を目指したって、結局は何かを傷つけながら生きていくんだ」

　彼の手が、土師のスーツを放した。唇を嚙みしめる。

「何もせずに、何も叶えないまま死ぬか。それとも──何かを傷つけてでも、どうしても欲しいものを手に入れるか。ボクらが持っているのは、それを選ぶ権利だけだ」

　土師が襟えり元もとを正し、〝かっこう〟に背を向けた。呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす彼を置いて、高鍬のもとへ歩いていく。

「──〝ふゆほたる〟は暴走してる。いずれ夢を喰い尽くされ、死ぬだろう。道連れに何もかも破は壊かいし尽くして、ね」

「……」

「おぼえておけよ、〝かっこう〟。〝ふゆほたる〟と同じなんだ。何かを欲ほつした時点で、ボクらには、どこにも逃にげ場なんかない。生きるための方法を選ぶだけだ」

　自分が奥歯を嚙みしめる音が、はっきりと聞こえた。

　彼は虫憑きで、特別環かん境きよう保全事務局に逆らえば、反逆者として追われることになる。そうなれば〝ふゆほたる〟のように逃とう亡ぼうの果てに追いつめられ、殺されるだろう。

　いや──土師圭吾の言う通りならば、虫憑きでなくとも、結局は同じなのだろうかもしれない。何かを欲するかぎり、傷つき、傷つける覚かく悟ごからは逃げられない。

「そして、死んでしまえば……選ぶことさえ、できなくなる」

〝かっこう〟は押し黙だまったまま、ゆっくりと踵きびすを返した。

　重い足取りで、歩き出す。

「負けるなよ、〝かっこう〟」

〝ふゆほたる〟に対して、という意味だろうか。それとも別の何かだろうか。まだ幼いせいか、青年の静かな一言の意味するところは分からなかった。

　静かに離はなれゆく二人の頭上から、白い欠片かけらが降り注ぎつつあった。
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〝かっこう〟を送り出し、土師は眼前の鬼おにに向き直った。

「ご静せい聴ちよういただいたことに感謝します、高鍬支部長」

「──入局して間もない若造の貴様を、私の補ほ佐さに指名した理由が分かるか？」

　それまで黙っていた高鍬雷が、年季の入った低い声で言った。体格や雰ふん囲い気きだけでなく、その喉のどを震ふるわせる声こわ音ねまで、他人を圧あつ倒とうする威い圧あつ感に満ちている。

「大抜ばつ擢てきでしたね。まさに青天の霹へき靂れき。周りにはずいぶん妬ねたまれましたよ」

「貴様が私と同じ種類の人間だと、分かっていたからだ。やり方は違ちがうようだがな。こそこそと何やら動き回っているのは知っていたが、むしろその狡こう猾かつさを買っていた。──その恩を仇あだで返すか、土師圭吾」

「お互たがいに野心家というわけですね。そのことを知っていて味方に引き込もうとするところは、さすがに懐ふところが深い。しかし──がっかりしているのは、こちらも同じなんですよ、支部長」

　向かい合う二人の周囲は、静まりかえっていた。後手に回ってしまったものの、土師が特別環境保全事務局を通じて地元の各機関に戒かい厳げん令れいを敷しかせたのだ。すぐに半径数百メート以内の範はん囲いからは、誰一人として立ち入ることができないようになるだろう。

「──貴方あなたがやろうとしていたことは、失敗に終わります」

　土師の言葉に対し、高鍬は微み塵じんも表情を動かさない。

「特別環境保全事務局を乗っ取り、局員として登録されている虫憑つきたちを支配下に置く。そしてクーデターを起こして、虫憑きの力でこの国を変える──そう言って、東中央支部の局員たちを騙だましたんですね」

「……」

「でも貴方の本当の目的は、違っていた」

　ピクリ、とはじめて不動の男が眉まゆを動かした。

　その先は言わせないとばかりに、高鍬の目つきが険しくなった。大たい抵ていの人間ならばその視線だけで萎い縮しゆくし、動けなくなってしまうだろう。

　だが土師は薄笑いを浮かべ、彼の視線を受け流す。

「虫憑きの力でこの国そのものを混乱させ──他国による侵しん略りやくを受け入れるつもりだった」

　高鍬の沈ちん黙もくが、土師の言葉を肯こう定ていしていた。

「虫憑きという存在は、こうしている今も増え続けています。いずれ一いつ般ぱん市民に隠かくし通すことができなくなり、我が国は虫憑きという力を抑おさえきれなくなる──貴方は、そう考えた。だからあえて虫憑きの力で国全体を混乱に陥おとしいれ、他国の介かい入にゆうを招こうとした。我が国の資本を狙ねらっている国はいくらでもある。隙すきさえ見せれば、侵略は現実のものになっていたでしょう」

　土師は薄うす笑わらいを消した。眼前の男を睨にらむ。

「そして他国の圧倒的な軍事力で、〝虫〟を──虫憑きを根絶やしにしようと考えた」

「……」

「他ほかでもない、誰だれよりも貴方が、虫憑きという力を怖おそれていたんですね」

　己おのれの目的を見み抜ぬかれた男は、それでも毅き然ぜんとしていた。真っ向から土師と睨み合う。

「──この国は、腐くさりすぎたのだ」

　高鍬が土師から視線を外し、荒あれ果てた道路を見み渡わたす。

　静まりかえった街を覆おおい隠そうとするかのように、小こ粒つぶの雪が降り出していた。

「〝虫〟という存在は、あってはならないものだ。いずれこの国を滅ほろぼす毒となる。それなのに──今のこの国には、それを駆く除じよする力がない。束つかの間の平和に浮かれ、汚きたないものから目を背そむけ、怠たい惰だと快楽に溺おぼれすぎてしまった。手て遅おくれになる前に、根本から焼き払はらって浄じよう化かしなければ、腐ったこの国の傾かたむきはとまらない」

「……」

「見ろ、虫憑きを管理するために創つくられたはずの特別環境保全事務局でさえ、所しよ詮せんは張り子の虎とらだ。〝ふゆほたる〟のような異物が現れれば、たやすく崩ほう壊かいするのは目に見えていた。虫憑きという存在を一匹ぴき残らず抹まつ消しようし、一から国を造り直す。──それだけが、この国に残された唯ゆい一いつの救いの道なのだ」

　土師は、白い息を吐はく。

「貴方はご自分でこの国を守ることを、諦あきらめたのですね」

「この国自体にそれだけの力がないのだから、やむを得まい」

　悠ゆう然ぜんと語る男の口調は、この状じよう況きようにおいても迷いがなかった。土師はまた微び笑しようする。

「つい先ほど、我が国と他国の外交官による密約が成立しました」

「密約……？」

「虫憑きに関する、五年間の完全不ふ干かん渉しよう協定です」

　高鍬が目を見開いた。

「不干渉協定だと！　馬ば鹿かな！　いつの間に、そんなものを──」

「いやあ、根回しに時間がかかりました。苦労しましたよ、本当に……色々なことがあった」

「貴様、どうやって……！」

「特とつ環かんの中央本部を含ふくめ、いたるところに、虫憑きのことをまだ世間に隠しておきたい人たちがいるということです。協定を承しよう諾だくした国はまだ少ないし、協力してくれた勢力の思おも惑わくは様々でしょうが……とにかくこれで、猶ゆう予よができた。協定成立と引き替かえに他国に支し払はらった莫ばく大だいな見返りも、甲か斐いがあったというものです」

「猶予？　猶予だと？　たった数年間という時間を得たところで、この国がどう変わるというのだ！〝虫〟というあってはならない力にどう対たい抗こうできるというのだ！」

「貴方は先ほど、この国には虫憑きを抑えるだけの力がないと言いましたね。でもね、我々はその力を、ようやく手に入れることができた」

「力を……手に入れた？　そんなものが、どこにある！」

「貴方も、見たはずだ。ついさっき、ね」

　高鍬は思案を巡めぐらせるように沈黙した。やがて何かに気づいたように絶句し、力まかせに車のボンネットを叩たたく。

「あの子供か？」

　土師は薄く笑う。

「あんな、まだ何も理解していない虫憑きが、貴様の言う力だというのか？　はっ！　馬鹿馬鹿しいにも程ほどがある！　あの子供は、迷っていたではないか！　私の目には、今にも消えてなくなりそうに見えたぞ！　あれならまだ、私の娘むすめのほうがマシだ！　虫憑きだというだけで、最後には必ず排はい除じよしなければならないがな！」

「迷わなければ、強くなんてなれない。迷わない貴方には、一生わからないでしょうね」

「茶番だ！　やはり貴様らなどに、この国を任せられん！」

「ええ、貴方にとってはこの程度の失しつ脚きやくなど、小石につまずいたようなものでしょうね。これまで高鍬家が築いてきた権力を駆く使しすれば、前線に舞まい戻もどってくるのも時間の問題でしょう。……だけどね」

　圭吾が伸のばした腕うでが、高鍬のスーツを摑つかみ上げる。

「何度でも戻ってくるがいい」

　大きな声を上げたわけでも、腕に力をこめたわけでもない。

　だが彼の目を見て、それまで決して怯ひるむことのなかった鬼き神じんが動どう揺ようした。

「このボクが、そのたびに必ず打ちのめしてやる。虫憑つきだというだけで肉親を囮おとりに使うようなヤツに、この国を語る資格はない……！」
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　詩歌は、のろのろとした足取りで住宅街を彷徨さまよっていた。

　ゴーグルで顔を隠かくした虫憑きたちから逃にげ続け、心身ともに憔しよう悴すいしきっていた。真冬の冷風に吹ふかれただけで、倒たおれてしまいそうだった。

　ゆっくりと歩く詩歌の前方と背後では、見える光景がまったく異なっていた。

　光り輝かがやく吹雪ふぶきに包まれた詩歌が通った跡あとには、何も残らなかった。誰だれもいない民家の屋根が歪ゆがみ、電柱が押し潰つぶされ、アスファルトの地面がめくれ上がる。そこにある何もかもが音もなく、粉々になって中空に飛び散っていた。

「……」

　詩歌は手をこすり、白い吐と息いきをかける。襟えりに巻いたマフラーには、空から舞い降りる純白の雪が薄く積もっていた。

　いつからか詩歌を包む雪に混じって、本当の雪が降り出していた。

　そっと顔を上げると、すぐ頭上に白く輝くホタルが浮うかんでいた。自らが生みだした輝く雪と繊せん細さいな自然の雪に包まれ、煌こう々こうと輝き続けている。

「さむいね……」

　詩歌は弱々しくホタルに微笑みかける。

　すると何の前まえ触ぶれもなく、意識が闇やみに閉とざされた。

　ぐらり、と詩歌の身体からだが傾いた。

　詩歌が意識を取り戻したのは──轟ごう音おんが周囲を震ふるわせたからだ。

　自分が雪の上に倒れ伏ふしていることに気づくまで、時間がかかった。凍こおりついてしまったのではないかと思うくらい、全身が冷え切っていた。

　心臓に響ひびくような轟音が、再び住宅街を包み込んだ。周囲を吹き荒あれる吹雪が引き裂さかれ、風向きが変わる。

　何の音だろう──そんな疑問を抱いだくことさえ、出来なくなっていた。

　まるで大たい砲ほうを撃うっているかのような轟音が、少しずつ近づいていることだけが分かった。音が近づくたびに、詩歌を守る吹雪が剝はぎ取られていく。

「……」

　詩歌は、むくり、と立ち上がった。背中に積もっていた雪が落ちる。

　行くあてのない道程を、再び歩き出す。

　逃げなければならない。

　立ち止まってしまったら、そこで詩歌という存在が消えてしまう。

　根こん拠きよのない焦しよう燥そう感に背を押され、詩歌は足を前に踏ふみ出していく──。

「……どうして、こんなことになっちゃったのかな……」

　ぽつり、と独り言を呟つぶやいた。

「俺たちは、生きてるだけで周りの人間を傷つけていくからだよ」

　唐とう突とつに聞こえた声に、振ふり返る。

　その光景は、詩歌の網もう膜まくにはっきりと焼きついた。

　いつから、そこに居たのだろう。

　音もなく。

　ただ静かに。

　今にも消えてしまいそうなほど儚はかないようで、しかし誰よりも力強く。

　一人の黒い少年が、佇たたずんでいた。

　一いつ瞬しゆん、鏡に映った自分がそこに立っているのかと思った。

　だが、違ちがう。

　おそらく自分と同じ年とし頃ごろなのだろう。今となっては見慣れてしまったゴーグルで姿を隠した姿は、詩歌とは似ても似つかない。

　だが一目で、詩歌は目の前にいる少年が、自分と似ていると思った。

「……だれ？」

　恐きよう怖ふは、感じなかった。

　あれだけ自分を追い回していた人々と同じ格好をしているのに、詩歌の目には眼前の少年は怖こわいとは映らなかった。

　恐怖を感じることさえ、できなくなっていたのかもしれない。詩歌の思考はひどく希き薄はくになっていて、色々なことを忘れてしまったような気がする。

　少年が握にぎりしめた拳けん銃じゆうから、白い煙けむりが立ち上っていた。さっきの轟音の正体が彼の拳銃だとすると、眼前の少年がはじめて自力で詩歌のもとに辿たどり着いたということになる。

　誰もが怖おそれ、襲おそいかかり、逃げ惑まどい、倒れていった。

　そんな詩歌の前に、たった一人──自分と似ていると感じる眼前の少年だけが、歩み寄ってきてくれた。

「〝かっこう〟」

　少年が、そっけなく言い放った。

　詩歌と〝かっこう〟と名乗った少年がしばしの間、無言で見つめ合う。

　今こうしている間も、自分の胸の奥に空くう虚きよが拡ひろがりつつあったのが、分かった。

〝かっこう〟という少年は、何も言わない。何もしない。

　詩歌の目にはなぜか、傷だらけの少年が泣いているように見えた。

「……おまえの夢は、なんだ？」

　唐突に、〝かっこう〟が訊きいた。

　かき消える寸前だった詩歌の心が、少しだけ鮮せん明めいに蘇よみがえった。

　自分の、夢──。

　輪りん郭かくがぼやけた家族の姿が、思い浮かんだ。

　毎日通っていた学校が、思い浮かんだ。

　そして、自分の夢を認めてくれた、やはりゴーグルで顔を隠かくした少女が思い浮かんだ。

　それは、とても大切なものだ。

　ずっと前から、大事に心の内にしまっていた。

　ゴーグルの少女は、それを良い夢だと褒ほめてくれた。

　だから、それだけに今、白いホタルに──〝虫〟などという存在に食べられてしまうのが悔くやしく、悲しかった。

「わたしの夢は、わたしが居てもいい場所を見つけること……」

　拳銃を握る少年の手が、ピクリと反応した。

「俺の夢と、似てるな」

「そうなの？」

「ああ……」

　頷うなずく少年を見て、詩歌は嬉うれしさがこみ上げた。
















　自分と、同じ夢──。

　居場所が欲しい、という夢。それを今、目の前にいる少年も願い、守っている。

　詩歌は、白いホタルを見上げた。

　最後の詩歌の願いを、ホタルはおとなしく聞き入れた。ふわりと舞まい、純白のホタルが詩歌の胸に飛び込む。

　このまま、この〝虫〟に自分の夢を喰くい尽つくされるのは、あまりにも悲しすぎた。

　もう少し、あとほんの少しだけ早く、自分の〝虫〟と戦う覚かく悟ごができていれば、こんな結末にはならなかったかもしれない。だが今の詩歌には、もう力が残されていない。

　それならば、自分の夢を守ることを……〝虫〟と戦うことを、今まさに戦っている眼前の少年に託たくしたいと思った。

　自分と同じ夢を、いつかいっしょに叶かなえてほしいと願った。

「それなら、わたしの夢をあげるね」

　詩歌は小さな白いホタルを、少年に向かって差し出した。

〝かっこう〟が目を見開いた。予想外の彼女の行動に、戸と惑まどっているようだ。

「わたしの夢はもうなくなっちゃうから……だから、きみの夢のそばにわたしの夢も置いてあげて。いつかきみの夢が叶ったら、わたしの夢を思い出してあげて」

　詩歌の瞳ひとみから、涙なみだが溢あふれ出した。

　もうすでに感情とともに涸かれ果てたものと思っていた。

「だから、きみはぜったいに夢をあきらめないでね」

　涙を流す詩歌を、〝かっこう〟は無言で見つめ返していた。

　きっと彼自身、語り尽くせない想おもいを胸に秘ひめているのだろう。呆ぼう然ぜんと佇む姿は迷まい子ごになった子供のようで、どこへ行けば良いのか、どの道を選べば良いのか分からず、立ち尽くしているように見えた。

　少年が唇くちびるを嚙かみしめた。

　行き先を決めたように──新たな道を得たかのように、迷いの晴れた顔で頷く。

「わかった」

　少年がゆっくりと、拳銃を持ち上げた。銃口を白いホタルに定める。

　彼を包んでいた戸惑いや儚はかなさが、力強い意志へと変わっていくのが分かった。

「おれは絶対に諦あきらめない。約束だ。だから、お前もいつか……」

　引き金にかかった指に、力が込こめられるのが分かった。

「お前もいつか、自分の夢を思い出せよ」

「うん、約束」

　微笑ほほえむ詩歌と、唇を引き締しめた〝かっこう〟の視線が重なる。

　重い銃声が、雪降る住宅街に響ひびき渡わたった。

　音の余よ韻いんを聞きながら、詩歌は自分の夢が闇やみに沈しずんでいくのを感じた──。
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　同級生らとともに校門から出ると、歩道沿いに黒い車が停車していることに気づいた。

〝かっこう〟がそちらを向くと、車のドアが開いた。

　運転席から姿を現したのは、薄うすい笑えみを浮うかべた青年だった。高価そうなスーツはいつもと変わらないが、今日はグレーではなく紺こん色いろの上下で統一していた。

「ごめん、オレ、今日もやっぱり遊べないや。用事思い出した」

　愛あい想そ笑いを浮かべる〝かっこう〟の顔には、バンソウコウが何枚も貼はり付いていた。担任やクラスメートたちには、階段から落ちたと言ってごまかしてある。

「えー？　またかよ、お前のキャラ、どうすんだよー」

「ほんと、ゴメン。また木下、やっといて！」

　友人たちを置き去りにして、〝かっこう〟は青年のもとへ駆かけ寄っていく。まだ一連の戦せん闘とうの傷きず痕あとが癒いえてない身体からだが、それだけで悲鳴を上げた。

　土師圭吾がいつもの薄い笑みで、〝かっこう〟を出で迎むかえた。

「傷だらけの体で、よく学校に行こうだなんて思うね。一日くらい、休んだらどうだい」

「休もうとしたら、怪あやしまれるから学校に行けって追い出したのはお前だろうが……」

「そうだっけ？」

「……もういいから、何のようだよ。学校まで迎むかえに来んなってば」

「いやいや、キミが一刻も早く状じよう況きようを知りたがってると思ってね」

　押し黙だまる彼に向かって、青年が軽く両手を叩たたいた。パチパチと軽い音を立てる。

「まずは、おめでとう。キミはこのたび、めでたく火種一号に正式認にん定ていされたよ」

「うれしくねーよ、べつにそんなの」

「まあ、異種一号の虫憑つき〝ふゆほたる〟の捕ほ獲かくに成功したんだから、当然だけどね」

　土師の軽い言葉に、〝かっこう〟は唇を一文字に引き締める。

〝ふゆほたる〟──あの少女の最後の笑顔は、はっきりと思い出すことができる。きっと何年経たっても、忘れることはないだろう。

「〝ふゆほたる〟は建設中の欠落者用隔かく離り施設〝ＧＡＲＤＥＮ〟に収容されることになる。また異例だけど、欠落者になった彼女に監かん視し者がつくことにもなった。監視者として選ばれたのは、今回の任務失敗で火種三号から火種五号に格下げされた〝なみえ〟だ。彼女は自ら〝ふゆほたる〟の監視役に志願したらしい」

「……ふーん」

「そして今回の騒そう動どうを解決した立役者たるボクは、東中央支部の支部長の任をいただいたよ。これでボクたちは互たがいの居場所を手に入れたわけだ。暫ざん定てい的な居場所だけどね」

「……」

〝かっこう〟は何も言わず、東の空を眺ながめる。

　昨日の雪の名残なごりもなく、晴はれ渡った青い空が拡がっていた。〝かっこう〟の視線の先には、葉は芝しば市という隣となり町まちがある。

〝ＧＡＲＤＥＮ〟──特別環かん境きよう保全事務局の東中央支部が管理する、夢を失った欠落者たちを管理する隔離施設が、そこにある。

「どんなことをしてでも自分の夢を守る覚かく悟ごは、できたかい？」

　問いかける土師に、〝かっこう〟は言う。

「約束したんだ、〝ふゆほたる〟と……俺は、絶対に諦めないって。あいつだって、諦めたわけじゃない。いつか夢を思い出すって約束した。生きてさえいれば、きっといつかまた……」

　握にぎりしめた自分の拳こぶしを見つめる。

〝ふゆほたる〟の〝虫〟を撃うち抜ぬいた時に、決意した。

　たとえどんなに辛つらくとも、どんなに無様でも、誰だれに恨うらまれようとも、自分の夢を守り通してみせる。〝かっこう〟の中にはもう一人、自分と同じ夢を抱いだいていた少女の気持ちが込こめられているのだから──。

〝かっこう〟の横顔を見つめる土師が、薄い笑みを浮かべる。

「いつか夢を思い出す、か……欠落者になる直前に、そんなことが言えるなんてね。どうりで、キミみたいに強いはずだ」

　ガチャリ、という音に振ふり向くと、青年は運転席のドアを開けて車に乗り込もうとしていた。〝かっこう〟はもう一つ気になっていたことを訊たずねる。

「高鍬は、どうしたんだよ？　逮たい捕ほされたのか？」

「まだ尋じん問もん中だよ」

　ドアに手をかけたまま、土師が皮肉げに言う。

「おそらく、実じつ刑けいはないだろうね。虫憑きを使ってクーデターを起こそうとしただなんて世間に公表できるはずもないし、高鍬自身の権力は予想以上に大きい。だがしばらくは、身動きがとれないだろう。あの男に関しては、心配する必要はないよ。でも──」

「でも？」

「あの男がしでかしたことの影えい響きようは、計り知れない。あれだけ大勢の虫憑きを、一いつ般ぱん市民の目に晒さらしたんだ。虫憑きという存在は、これまでとは比べものにならないほど騒さわがれるようになるだろうね。──虫憑きそのものも、変わりつつある。数が増え続け、キミや〝ふゆほたる〟のような強力な虫憑きが現れ始めているんだ。この先、どうなるか……」

「関係ねーよ」

　彼は苦く笑しようし、言う。

「俺たちが生き抜いていくには、勝つしかない──そうだろ？」

「そう、ボクたちは負けられない。いつか夢を叶かなえる、その日までね」

　いつも通りの微び笑しようを残し、土師が車に乗り込んだ。

　軽いクラクションとともに去っていく自動車を見送り、〝かっこう〟は身を翻ひるがえした。

　歩道を歩く〝かっこう〟の表情は、ごく普ふ通つうの小学生のそれに豹ひよう変へんしていた。今までそうしてきたように、これからも自分が虫憑きだと悟さとられないよう、何の特とく徴ちようもない一般人を演じ続けなければならない。

「さて、と……今からでも間に合うかな？　木下のやつ、本気でゲーム下手だからなぁ」

　空から舞まい降りた緑色のかっこう虫が、歩調を速める少年のあとを追いかけた。
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「ん……」

　身み震ぶるいをして顔をしかめる杏あん本もと詩しい歌かの肩かたから、毛布が落ちた。

　ゆっくりと開くまぶたに、刺さすような痛みが走った。寝ね入いる直前まで泣き続けていた上に、眠ねむっている間も無意識に泣いていたのだろう。

　夢を、見た。

　四年前に、自分の身に起きた出来事だ。昨日の朝も、同じ夢を見た。

〝大おお喰ぐい〟という不可解な女によって虫憑つきにされ、暴走し──〝かっこう〟という少年によって〝虫〟を殺された時のことだ。

　詩歌は〝虫〟に夢を喰い尽つくされ、命を落としかけていた。

　だから自分と同じ夢を持つ、〝かっこう〟という虫憑きに己おのれの夢を預けた。

　そして、現在。

　詩歌は自らの夢を思い出し、生まれ故郷である桜おう架か市に戻もどってきた。特別環かん境きよう保全事務局に追われながらも、立たち花ばな利り菜なという少女のもとに身を寄せている。

「……利菜？」

　ぽつり、と詩歌は声を漏もらした。ベッドの横に敷しいた布ふ団とんが、もぬけの空になっていることに気がついたのだ。

　十二月の夜は、寒かった。

　詩歌は毛布の上にかけておいたカーディガンを羽織り、ベッドから降りる。

　ほう、と白い息を吐はき、部屋の扉とびらに向かって歩き出す。

「はあ──やっぱり気づいてなかったのね──あたしたちは、つくづく──」

　廊ろう下かから、声が聞こえた。利菜の声だ。

　詩歌はクスリと笑った。

　昨日もそうだった。詩歌が眠りから覚めると、利菜が電話で話していたのだ。

　寝しん室しつから出ると、廊下に座って携けい帯たい電話を畳たたむ利菜の姿があった。少女の存在感と美び貌ぼうは、明かりがなくても眩まぶしく目に映る。

「利菜」

　立花利菜という少女は、不思議な人物だった。

　特別環境保全事務局に対たい抗こうするレジスタンス、〝むしばね〟のリーダーという立場でありながら、気さくで、優やさしい。詩歌と似た夢を持つ虫憑きの少女は、出会ったばかりとはいえ詩歌にとってかけがえのない存在になっている。

　利菜が詩歌を一いち瞥べつし、悪戯いたずらっぽく笑った。

「……忘れ物をね、思い出しちゃったから。取りに行くには遅おそいし、遠すぎるから……自分の足で来るよう仕向けてやったわ」

「忘れ物が……自分の足で来るの？」

「押しても引いても動きそうにないんだもの。──ゴメンね、うるさかった？」

　詩歌は首を横に振ふり、利菜のとなりに座った。利菜が気き遣づかうように微び笑しようする。

「昨日、カレシの前であたしを助けたこと、後こう悔かいしてる？」

　詩歌はまた、無言で首を振った。

　詩歌と友達になりたいと言ってくれた少年、薬くすり屋や大だい助すけと遊園地を訪おとずれたのは昨日のことだ。詩歌たちはそこで特環と戦う利菜と偶ぐう然ぜんに遭そう遇ぐうしてしまい、詩歌が彼女を助けたことで、大助に虫憑きであることが知られてしまった。

　大助は、虫憑きが怖こわいと言っていた。きっと詩歌のことも、恐きよう怖ふしているに違ちがいない。

　だからといって、後悔はしていない。利菜を助けられたのだから、後悔するはずがない。

　だが──悲しくないと言ったら、噓うそになる。

「詩歌は、優しいね」

　詩歌はまた、首を振る。

　優しいのは利菜のほうだ。何の見返りもなく助けてくれる利菜がいなければ、詩歌はとっくに特環に追いつめられていただろう。そう、四年前のように。

　利菜のことをレイディー・バードと呼んで慕したう〝むしばね〟も同じだ。彼らや詩歌のように、彼女の強さと優しさに救われてきた人々は、これまでにも数多くいたに違いない。

「ダイジョーブ！　あたしがきっと、なんとかしてあげるから」

　利菜が、力強く笑った。その声は自信と明るさに満ちていて、凍こごえそうな詩歌の心が少しずつ温かさで満たされていくのが分かった。

「利菜は──」

「ん？」

「利菜は、どうやって虫憑きになったの？」

　詩歌の瞳ひとみに映る少女の顔が、わずかに強こわばった。

　利菜が虫憑きになった時に実父を傷つけたという話は、すでに聞いていた。その時に彼女は泣いていたのに、また思い出させるのは残ざん酷こくだと思う。だから、すぐに顔を伏ふせた。

「……ごめん」

　利菜が噴ふき出した。

「なんで詩歌が謝るのよ。カレシのことで落ち込んでるのに、詩歌が〝ふゆほたる〟だってことを聞き出したのはこっちでしょ？　それに〝かっこう〟に欠落者にされたことまで……」

「……」

「今度はこっちの番よね」

　どうして利菜は、こんなに強いんだろう──。

　明るく笑う少女を見て、詩歌は心から疑問に思った。

　彼女の強さの原点が、知りたかった。〝むしばね〟という多くの虫憑つきを背負い、特とつ環かんという強大な敵に立ち向かい、自らの〝虫ムシ〟という恐怖に苛さいなまれながらも、利菜は笑う。

　彼女の強さの理由を知れば、もしかしたら自分も強くなれるのかもしれない。

　そう、目の前にいる立花利菜という少女のように──。

「あたしの場合は、うーん……何がきっかけだったのか、今でもよく分からないのよね。確かに色々あった気がするけど、どれが特別ってわけでもないし」

　利菜が困った顔で言いながら、指先で髪かみを耳にかけた。そんな小さな動作でさえ魅み力りよくに溢あふれた少女は、否いや応おうなく詩歌の目を惹ひきつける。

「あの時に出会った三人の虫憑きも……言い方は悪いけど、普ふ通つうの虫憑きだったしね。〝むしばね〟にいる人たちと、変わらないもん」

「三人の虫憑き？」

「ええ。あたしはたぶん、あの人たちを助けてあげたんだと思う。その途と中ちゆうで、いつの間にか虫憑きになってた感じかな」

「……」

「うっ、そんなにジッと見ないでよ、ちゃんと話すから。──ごちゃ混ぜに話すより、一人ずつ話したほうがいーかな？　助けたっていっても、大したことをしたわけじゃないし」

「どうやって、助けてあげたの？」

「家出」

　首を傾かしげる詩歌の鼻先を、おかしそうに笑った利菜が指で軽く突つついた。

「きっかけなんてないけど……うん、ひょっとしたら、あの家出が、あたしの夢の始まりだったのかもね」

　夜明け前の薄うす暗ぐらい廊ろう下かで、少女が語り出した過去の出来事。

　それはかつて利菜が過ごした──セピア色の物語だった。
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　住宅街の中心に建てられた、ブロックを積み上げたような三階建ての住宅。

　その三階の角部屋が、立花利菜を閉じこめる鳥とり籠かごだった。

　狭せまい部屋にテレビはなく、最小限の家具しかない。小学校高学年の女の子の部屋らしいものといえば、ベッドに置かれた熊くまのぬいぐるみくらいだ。誕生日に母がくれたそれは、利菜よりも母自身の趣しゆ味みのようなものだった。

　時計の針が時を刻む音が、静まりかえった部屋に響ひびいていた。

　利菜は勉強机に向かい、開いた学習用ノートに風景画を描えがいていた。

　ふと。

　ドスン、という音が階下から聞こえた。

「……」

　エンピツを握にぎる手に、無意識に力が入った。「──と言っただろう」という父の怒ど鳴なり声と、母の「──んなさい……」というか細い声が聞こえた。

　緊きん張ちようとわずかな恐きよう怖ふ──そして確かな怒いかりに、利菜は顔を歪ゆがめる。

　この、くそ親父おやじ──。

　利菜は心中で毒づく。まだ子供の利菜にとって、それがせめてもの反はん抗こうだった。

　いや、あの父の理り不ふ尽じんな行動を止めることは、誰だれもできないに違ちがいない。大人たちは皆みな、父の言いなりだ。たとえ警察であっても、それは変わらない。

「また絵を描かいているのですか。出した問題は、もう解いたのですか？」

　横から手が伸のび、机の上からノートがひったくられた。

　狭い部屋に、利菜は一人でいるのではなかった。彼女の背後には、まるで見張り番のように細身の女性が立っていた。

　利菜の家庭教師、三みヶか島じま万よろずである。なんでも付近にある高等学校の中でも、一番の進学校を首席で卒業したばかりの大学生らしい。眼鏡めがねが似合う美人だが、刺ささりそうなほどに毛先が尖とがった髪かみ形がたと鋭するどすぎる目つきが、彼女から美び貌ぼうという言葉を奪うばっている。

「……」

　なんだかなあ、と利菜は頰ほお杖づえをついた。

　顔を傾かたむけ、たった一つしかない窓の外を見る。

　小学生って、もっと開放的で、自由にさせるもんなんじゃないの？　どいつもこいつも、あたしの小さな身体からだに何を詰つめ込もうとしてんだか。

　窓の外には、利菜がノートに描いていたものと全く同じ光景が拡ひろがっていた。

　そこから見える景色が、利菜は好きだった。

　特にこの時間帯、夕方になると、大きくて真っ赤な夕日が街を照らすのだ。その鮮あざやかすぎる橙だいだい色いろは、ともすれば利菜の心を濁にごそうとする黒い感情を優やさしく洗い流してくれる。

　夕焼けに染まる、赤あか牧まき市の住宅街。

　はるか遠方に見える小さなトゲは、赤牧スカイピアという建設中の展望台だ。利菜にとってその建物は嫌けん悪おの対象でしかないが、夕日はそれすらもただの影かげにしてくれる。

「全問正解です！」

　やにわに、三ヶ島が大声を上げた。

「うっ──」

　家庭教師にジロリと睨にらまれ、利菜は頰ほおを引きつらせた。

　とっさに防ぼう御ぎよ態勢をとるが、時すでに遅おそし。

「よく教えられました！　頭を撫なでてください！」

　何歳も年上の女性が、利菜の前に跪ひざまずいた。椅い子すに座る利菜のふとももに頭を乗せ、何かを待つようにじっと動かなくなる。

「さあ！　早く！」

「……」

　本当に、なんだかなあ──。

　利菜は顔をしかめながらも、適当に三ヶ島の頭を撫でてやる。

「ああ、利菜さま……貴女あなたは完かん璧ぺきです」

　うっとりと恍こう惚こつの表情を浮うかべる三ヶ島を見下ろし、嘆たん息そくする。

　幼いとはいえ小学校高学年にもなると、利菜は自分自身についてあることに気づいていた。

　自分にはどうやら──ある種の魅み力りよくがあるらしい。

　頭を撫でてやっている女性は異常だとしても、利菜はよく人に頼たよられた。小学校の同級生はもちろん、教師から真しん剣けんな相談を受けたこともある。それも子供に聞かせて良いのかと疑うくらい生々しい内容だったりするのだ。

「妖よう精せいを従え鹿しかを狩かる女め神がみも、幾いく星せい霜そうも海底で清められた芸術も、あなたの前では恥はじらうことでしょう」

「……」

　何度も言うが、三ヶ島万は特とく殊しゆなケースだが、とにかく自分は人に好かれる。

　その理由というか、原因みたいなものは、自分でもよく分からない。

　でも、もしかしたら──。

「はあ……」

　ひたすらに三ヶ島の頭を撫でてやりながら、窓の外の街並みを眺ながめる。

　周囲の住宅よりも背の高い位置から見る光景は、毎日少しずつ変化していた。新しい建物が建ったり、木々の葉が色を変えていくだけではない。

　行き交かう人々も、変化していく。服装を変え、髪形を変え、成長し、入れ替かわっていく。

　最近の利菜のお気に入りは、ある公園の観察だった。

　そこには数日前から、今時では珍めずらしい大道芸人が居着いていた。オーバーオールを着た身体つきや白粉おしろいを塗ぬった顔からすると、まだ少女のようだ。カクカクと人形のような動きで踊おどり、玉乗りをし、ジャグリングをこなす。保育園の向かいということもあり、親に連れられて見物にやってきた子供たちが、手を叩たたいて芸に見入っているのが微笑ほほえましかった。

「……」

　今日は、他ほかに何か変わったことがないだろうか？　利菜は公園から遠方へ視線を移す。

　すると、路地で立ち尽つくしている人ひと影かげが気になった。風に揺ゆらぐ木々や、自宅へと帰る途と中ちゆうの通行人でいっぱいの街並みでただ一人、時間が停止したかのようにじっとしている。

　遠くて、顔はよく見えなかった。

「ねえ、三ヶ島」

「はい、利菜さま」

「今日もあの芸人さんに、差し入れをあげてきてよ。なんだか、おなかが空すいてるみたい」

「お断りします。なぜ私が、卑いやしい芸人ごときに」

「あと、もうひとり。三丁目に、男の人がいるんだけど……どうかしたのかな？　ちょっと声をかけてきて」

「まっぴらゴメンです。なぜ私が、行きずりの男ごときに」

「いいじゃない、ケチ！　言うこときかないと、頭をなでてあげないわよ」

「……」

「ホラ、はやく！　知ってるでしょ？　あたしはここから出られないんだから！」

　三ヶ島が嫌いや々いや、立ち上がった。気乗りしない様子で、部屋を出て行こうとする。

「あ、待って！」

「慈じ悲ひをくれるのですか？　やはり行かなくても良いと」

「ひとり、追加！」

「ああ、神さま……」

　利菜は窓に飛びつき、身を乗り出した。

　旅芸人の少女と、立ち尽くす人影──。

　そのどちらとも離はなれた場所に、利菜は気になる姿を見つけていた。人目を忍しのぶように、電柱から電柱、路地から路地へと注意深く移動している。遠目に見ても小さな体つきからすると、まだ子供のようだ。利菜と同じくらいの年ねん齢れいに見える。

　隠かくれんぼをしているのだろうか？　それとも、会ったら嫌いやな相手でもいるのだろうか？

　違ちがう。

「あの子も、たすけてあげて」

　利菜が人に慕したわれる、本当の理由。

「あの子もきっと、こまってるわ」

　利菜には──救いを求めている人間が分かってしまうのだ。

　心の中で悲鳴を上げている人々を見ると、自分の胸が痛むのだ。

　まるで、聞こえない悲鳴が聞こえるかのように。

　まるで、利菜の心と共鳴しているかのように。

　利菜には、救いを求める人々が分かる──。

「いい？　芸人さんと、男の人と……あの子よ。分かった？」

　夕日に染められた街並みに、正三角形を描えがくようにバラバラに散らばった三人の人物。

　それは利菜がある一つの夢を抱いだいた時に、たまたま街を通りがかった異い邦ほう人じんたちだった。

　同時に──。

　利菜がはじめて出会った、虫憑つきという存在でもあった。
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　利菜の通う小学校は、保育園も運営している私立校だ。

　近辺では珍しい制服指定の学校で、ブラウスとチェックのスカート、それに黒のソックスの着用が義務づけられている。場所は離れているが、同じ赤牧市内にあるホルス聖城学園という名門校への入学者が輩はい出しゆつしていることでも知られている。

　送そう迎げいの車を降りて登校した利菜を、すぐに大勢の笑え顔がおが出で迎むかえた。

「おはよー、利菜」

「おはー、利菜ちゃん」

「ねえねえ、昨日のテレビ見た？」

「このまえ話したアレ、どうなったと思う？」

　利菜は校門をくぐり、敷しき地ちを通り抜ぬける。校舎に入り、クラシックな造りの廊ろう下かを歩く。

　自分の教室に向かう間に一人、また一人と、利菜の周りに人が増えていく。

　クラスメートであったり、別のクラスの生徒もいる。学年の違う相手まで、利菜を振ふり返って声をかけてくる者もいた。

「うっす。おはよー。おはおはー」

　利菜は一人一人に対し、気軽に挨あい拶さつを返していく。学校にいる間は父親の厳しい目も、家庭教師の監かん視しの目もないため、上品ぶる必要がなかった。

　通りがかった担任の女性教師が、満面の笑みで声をかけてきた。

「おはよう、立花さん」

　周りには他ほかの生徒もいるのに、名指しで利菜だけに挨拶するのはどうなのだろう。そんなことを考えつつも、「おはようございます」と笑顔を返しておく。

　教育に疲つかれてノイローゼ気味だった彼女の相談に乗ったのは、学年の中心人物である利菜だった。以来、彼女は何かと利菜を頼たよりきっている。利菜が卒業した後はどうするのか、それだけが心配だった。

　同級生たちといっしょに教室に入ると、口論する声が聞こえた。

　女子と男子が真っ二つに分かれ、言い合いをしていた。「なんでウソつくの？」「知らねーって言ってんだろ！」と互たがいに声を荒あららげている。

「ねえ、どーしたの？」

　声をかけると、女子たちがいっせいに利菜の背後に回り込んだ。先に利菜を味方に取り込まれ、男子たちが怯ひるむ。

「昨日、アイツがあたしたちのこと、ムシしたのよ！　ぜったい、駅にいたのに！」

「信じるなよな、立花！　コイツ、昨日は俺たちと学校でサッカーしてたんだから！」

　話を聞くと、クラスメートの男子生徒を街で見かけた女子たちが声をかけたのに、無視をされたということだった。

「人ちがいじゃないの？」

　利菜が首を傾かしげると、たちまち「そうだ」「違ちがう、本人だった」という言い合いに戻もどってしまった。利菜がどちらの側に立ったところで、気が収まることはなさそうだ。

「ナルホド。いないはずの人が街にいたということは、よーするに」

　全員の視線が、利菜に集まった。

「──コレね」

　利菜は胸の前で、両手をぶらぶらと揺ゆらしてみせる。同級生たちがいっせいに青ざめた。

「こわいこわい。あたしはもう、オバケの話なんかしたくないなー」

　言いながら利菜がその場を去ると、女子たちが悲鳴を上げて抱き合った。男子も怯おびえた顔で、解散する。

　利菜は一人取り残された件くだんの男子生徒に近づき、「ウソだからね？」とこっそり人差し指を口にあてておく。幽ゆう霊れいが本当にいるのかどうか知らないが、こう言っておけばどちらも二度とそのことに触ふれようとしないだろう。真相はやはり、ただの人違いだったのだろうと思う。

　男子がホッと胸をなで下ろすのを見届け、利菜は自分の机に鞄かばんを置いた。

　まだざわついている教室内を、きょろきょろと見回す。

「また、アイツは……」

「どうしたの、利菜？」

「逃とう亡ぼう犯をつかまえに行ってくるであります！」

　怪け訝げんそうな同級生らを置いて、利菜は教室を飛び出した。

　朝のホームルームが始まるまで、あとわずかだ。

　誰だれもが自分の教室へ向かう廊下を、利菜はたった一人、逆走する。

　階段を駆かけ上ってやって来たのは、屋上だった。扉とびらを開け、屋上に出る。煉れん瓦がを敷しき詰つめた地面を踏ふみしめ、花のない花か壇だんの横に座った男の子を見下ろす。

「……？」

　黒いシャツの上にニットのベストを着た、男子生徒だ。利菜は少年の前に拳こぶしを突つき出す。

　ピン、と弾はじいた利菜の人差し指が、男の子がくわえていた煙草たばこを弾き飛ばした。

「ホームルーム、はじまっちゃうぞ」

「サボる」

　地面に落ちた煙草を踏みながら、男の子があっさりと言った。城しろ谷たに怜れい司じという利菜のクラスメートで、保育園から同じクラスになることが多い腐くされ縁えんの少年だ。

　利菜は怜司の横に座り、膝ひざを抱かかえる。

「またこまってる人、見つけちゃった。しかもいっぺんに三人！」

「どーせ、オマエに関係ないヤツなんだろ？　ほっとけばいいんだよ」

「ほっとけるはずないじゃん。こまってる人をたすけるのって、フツーでしょ？」

「どーせ、俺はフツーじゃねーよ」

「どうせ、どうせ、ってそればっかり！　レージはいいのよ。不良なんだから」

「なんだよ、それ」

　城谷怜司は不良だが、利菜と同じくらいに成績は良い。利菜と同じくらい運動神経もある。だが他者とのコミュニケーション能力は、対照的だった。誰とでも関かかわろうとする利菜に対し、眼前の男の子は決して他人に興味を示さない。

　両親の期待、家庭教師による偏へん愛あい、他者からの羨せん望ぼうや好意に満ちた眼まな差ざし──。

　視線の海で溺おぼれそうな利菜は、たまに彼のそばで息いき継つぎをするのだ。誰もいないところに行けば簡単なのに、それができない利菜にとって怜司のそばは気が楽だった。

　どんなに疲つかれても、一人にならない。

　独りになれない。

　それがいかにも、自分らしい──そう思うようになったのは、利菜がもう少し歳としを重ねてからのことだ。

「てつだってやろうか？」

「ううん、へいき」

　完かん璧ぺきなまでに無関心な顔で訊きかれたのが癪しやくで、利菜は突っぱねた。

　ホームルーム開始の予よ鈴れいが鳴り響ひびいた。

「やばっ！　チコクになっちゃう！」

　利菜は立ち上がり、怜司の腕うでを引っ張って立たせる。

　これまで皆かい勤きん賞だっただけに、遅ち刻こくしようものなら大失態だ。何かあったのかと慌あわてた担任教師が、万が一にでも家に連れん絡らくをとったら、父の怒いかりを買うのは間違いない。怒りの矛ほこ先さきは、きっと、母に向けられる──。

　利菜は唇くちびるを嚙かみ、走り出す。

「俺はサボるっつったろ」

「聞こえナイ！　ほら、はやく！」

　出入り口の前にやって来たところで、利菜はピタリと足を止めた。

「どーした？」

　ダメだ。朝のこの時間帯、二階の渡わたり廊ろう下かは封ふう鎖さされている。となりの教室棟とうに向かうには一階まで下りるしかなかった。それでは──間に合わない。

「近道！」

「あん？　おい、どっちに向かって──」

　怜司から手を離はなし、利菜は出入り口を背にして駆け出した。給水塔とうのポンプ小屋にかけられたハシゴに飛びつく。

　小屋の屋根にのぼるなり、利菜は屋上の端はしに向かって走る。

「おい……おい！　まて、バカっ！　なにする気だよ！」

　珍めずらしく慌てた怜司の声がおかしくて、口元に笑えみが浮うかんだ。長い髪かみをなびかせ、利菜は全身のバネを使って、柵さくの外に向かって跳ちよう躍やくした。

「利──」

　怜司の声が、風を切り裂さく音でかき消された。

　戻もどれとでも言うように、突とつ風ぷうが利菜の全身を押し返そうとした。だが利菜の小さな身体からだは真っ正面からそれに抵てい抗こうし、数十メートルという高さから地上に向かって吸い込まれる。

　平へい衡こう感覚も音も何もかもが消え去り、心地ここちよい落下感が利菜を包み込んだ。

　重力という鎖くさりからの解放感に浸ひたって、利菜は笑っていた。

　この勢いのまま、どこか遠くへ飛んでいけそうだ。

　そう──家と学校という、二つの鳥とり籠かごからも解き放たれる。

　誰にだって救いを差し伸のべることができる利菜ならば、自分自身のことも、きっと。

　いつの日か──。

「利菜っ！」

　怜司が柵に飛びついた時には、利菜は硬かたい感かん触しよくを両りよう脚あしで踏ふみしめていた。ゴロゴロと硬い何かの上を転がり、やっとのことで止まる。

　利菜が顔を上げたのは、屋上と地上の中間地点。渡り廊下の屋根の上だった。

「……ぷはっ」

　一いつ瞬しゆんの幻げん想そうから現実へと引き戻され、渡り廊下の屋根の先、教室棟の三階の窓を見る。

　束つかの間の解放感から、現実に引き戻され、利菜は苦く笑しようした。

　どんなに高く跳躍しようと、どこまでも飛ぼうとしても──結局、利菜は鳥籠の中で足あ搔がいているだけにすぎない。

「レージも！　さあ！」

　振ふり返って屋上を見上げると、怜司が呆あきれ顔をしていた。そんな彼の表情も珍しい。

「じょーだんじゃねえよ。死ぬ気か？」

「アンタなら、できるでしょ！　さあ、跳とんで！」

　迷いのない笑顔で、利菜は腐くされ縁えんの幼なじみに向かって手をさしのべた。

　怜司は一瞬──そんな利菜の笑顔に、目を奪うばわれていた。

「……はあ、やってられねえ」

　我に返るなり、彼はそう言って柵の前から去っていった。

　利菜は笑顔のまま、その場に佇たたずむ。

　すると、次の瞬しゆん間かん──。

　給水塔の小屋から、小さな人ひと影かげが空に向かって飛びだした。

　長い滞たい空くう時間を経て、利菜の眼前、渡り廊下の屋根の上に着地する。ゴロゴロと転がってくる城谷怜司を、利菜は両手で受け止めた。

「カッコつけちゃって。どうせ、アンタも飛びたかったくせに」

「……はっ」

　起き上がり、これまた珍しい一瞬の笑みを見せる怜司の腕を、再び摑つかむ。

「どうでもいーけど、教室棟の窓──あいてないぞ」

「ウソ……あけてもらわなきゃ！　ねえ！　おーい！」

　渡り廊下の屋根を走りながら、利菜は窓の向こうを歩く同級生に向かって手を振った。







　下校時間。

　校門を出るといつも通り、黒い高級車が利菜を待っていた。

「バイバイ、また明日」

　同級生らに軽く手を振り、車に乗り込む。後部座席に座ると、運転手が「お帰りなさいませ、お嬢じよう様さま」と機械的に言った。

「……」

　自宅と学校以外に、利菜には自由な行動範はん囲いが与あたえられていない。黙だまって鞄かばんをとなりのシートに降ろすと、静かに車が発進した。

　窓の外を流れていく景色は、魅み力りよくにあふれていた。談笑するカップル、買い食いをする同世代の男の子や女の子、のびのびと散歩をするペット連れの老夫婦。

　ありふれた、しかし利菜は一度も味わったことのない、シアワセそうな光景。

　閉へい塞そく感に息が詰つまりそうになり、利菜は少しだけパワーウィンドウを開く。軽かろやかな風が、利菜の陰いん鬱うつな感情をちょっぴり紛まぎらわしてくれた。

「断るなら、普ふ通つうに断ればいいだろ！　誘さそわれてないなんて、そんな噓うそをついてまで……俺が嫌きらいなら、そう言ってくれよ！」

「わ、私、本当にそんな誘い、受けてません。招待状なんてもらってもいないし……それに私、昨日は出張で遠くにいたのに──」

　交差点で停車すると、会社員風の男女の口論が聞こえた。かなりの大声で、周囲の通行人が振り返っている。

　そういえば学校でも、同じようなケンカしてたっけ。ひとちがいが、流行はやってるのかな？

　再び車が発進すると同時に、利菜は通行人の中に見覚えのある人影を発見した。

　長身の少年だ。小こ綺ぎ麗れいなシャツとスラックスという格好をしているが、頭の上にちょこんと、小さなシルクハットのアクセサリを載のっけている。アフロヘアに近い髪かみ形がたをした頭が、そんな小さな帽ぼう子しに入るわけがない。

　昨日、利菜が自室の窓から見つけた、三人のうちの一人だ。少年は昨日と同じように、誰だれもが自分の足で歩いている歩道で一人、ぽつんと微び動どうだにせず佇んでいた。その存在感は希き薄はくで、通行人は誰一人として気にしたふうもなく、彼を追い抜ぬいていく。

「あっ……」

　思わず声をかけようとするも、利菜の乗る車はすぐに彼の横を通り過ぎてしまった。

　運転手が「なにか？」と訊きいたが、利菜は「……なんでもない」と答えた。彼のことは後で三ヶ島に訊くことにしよう。

　車が自宅の近くにやってきたところで、利菜は運転手に告げた。

「あ、そこでとめて。ちょっとだけでいいから」

　運転手が、聞こえないフリをした。利菜の周りにいる大人は、父の言うことしか聞かない。

「とめろ！」

　利菜は眉まゆを吊つり上げ、鋭するどく言い放った。

　運転手はビクリとしてブレーキを踏ふんだ。バックミラーに映った、父とそっくりな利菜の目つきに怯ひるんだのかもしれない。

　ふんっ、と利菜は唇くちびるを尖とがらせる。どうせ後で父に告げ口されるだろうが、どうしてもそこで見たいものがあったのだ。父からの平手の一発くらい、黙って受けてやる。

　車が停止したのは、自宅近くにある公園の前だった。

　パワーウィンドウを全開にすると、オルゴールの音色が聞こえた。

　公園のブランコの前に、人だかりができていた。幼い子供を伴ともなった親子連れが多いが、テレビ局の取材班らしき人々もいた。カメラマンが人だかりの中心を撮さつ影えいしている。

　観衆の向こうに、オーバーオールを着た奇き妙みような人影があった。ストライプのシャツと大きな白い手て袋ぶくろ、毛先をカールさせた髪かみ、白粉おしろいを塗ぬった白い顔に、口の端はしから顎あごにかけて描えがいた二本の黒い線──まるで玩具おもちやの人形をそのまま大きくしたような人物だ。

　いつからか公園に居着いたその人物は、珍めずらしくも大道芸人のようだった。よく付近の子供を楽しませていたが、ついにテレビ局の耳にも入ったのだろう。ブランコにはいくつものオルゴールの箱が置かれており、その中の一つが開いて軽やかな音色を奏かなでていた。

　ジャグリングや風船を用いたバルーン芸が、子供たちに歓かん声せいを上げさせた。大きな玉の上に逆立ちをした時には、盛り上がりもピークになった。まだ若い少女のようだが手足が長く、どれも様になっている。

　オルゴールの音色が変わった。

　締しめの戯ぎ曲きよくに入ったようだ。利菜のお気に入りのパントマイム──否いな、ダンスである。

　不気味な音色にのって、不気味な人形マツド・パペツトがぎこちない動きで踊おどる。全身の関節を折り曲げ、操あやつり人形のように不自然な動きで踊る。

「子供タチハ皆みな、ワタシノエサ──ヒトリ残ラズ食ベツクス──バクバクト音ヲ立テテ、頭カラカジッテヤル──サア、モットコッチヘ──」

　びっくりした。いつもは遠くの窓から見ていたために、パペットの声を聞くのは初めてだった。オルゴールの音にのって踊りながら、パペットが歌っていた。蜘蛛くものような四つんばいで急に子供に近寄って、カタカタと音が鳴りそうな口の動きで嗤わらう。
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　子供が怯おびえて泣きそうな顔をするが、パペットの頭がカクリと落ちた。首が外れたという設定らしい。両手で必死に自分の頭を元に戻もどそうとするコミカルな動きを見て、泣き出しそうだった子供たちがいっせいに笑い声を上げた。

　操り人形の糸に引っ張られるようにして元の場所に戻ったパペットが、顔を上げた。

　利菜と目が合った。

「……？」

　パペットが一いつ瞬しゆん、にいっ、と目を細めた。他ほかの誰でもない、利菜を見て、はじめて人間のように嗤う。その邪じや悪あくな笑えみに、利菜の背筋に一瞬、寒気が込こみ上げた。

「行って」

　パペットの少女から目をそらし、利菜は言った。車が発進する。

「……ただいま」

　自宅に着き、利菜は玄げん関かんを抜け、リビングに入る。

　するといきなり、パンッという乾かわいた音が響ひびいた。利菜はビクリと肩かたをすくめる。

　高級なスーツを着た父と、床ゆかに倒たおれこんだ母がこちらを振ふり向いた。父、立花槭樹かえでは大おお柄がらで、頭とう髪はつに白はく髪はつが交じっているとはいえ、風格と威い圧あつ感を漂ただよわせている。赤牧市の市政を司つかさどる一員であり、その権力と行動力に逆らえる者はこの街に存在しない。悪性のカリスマ性を持つ彼の周りには、薄うす汚ぎたない仲間がいくらでもいるのだ。

　床に倒れ、頰ほおを押さえているのは母、立花紅こう葉ようである。線の細い美人だが、身体からだが弱く、父とは対照的に儚はかない印象しかない。

　成り上がりで名家の血を欲した槭樹と、没ぼつ落らくした家の復興のために差し出された生け贄にえともいうべき紅葉。利菜はそんな二人の間で、それぞれの長所を受け継ついで生まれた。

「……」

　利菜は倒れた母を見て、ゆっくりと顔を上げた。自分よりもずっと背の高い父を見み据すえる。

「なんだ、その目は。親に向かって──」

「や、やめてください。利菜にだけは──」

　こちらに向かって歩み寄る父と、引き止める母。

　利菜は暗い瞳ひとみで、父を見つめ続ける。

　見慣れてしまった光景だ。理由もなく暴力を繰くり返す父と、黙だまってそれに耐たえる母。

　あまりに見慣れすぎて──最近では、何も感じなくなっていた。恐きよう怖ふも怒いかりもない。まるで遠くの光景を眺ながめているかのように、冷めきった心でその光景を見つめるだけだ。

　ただ、暗く、どす黒い衝しよう動どうが、少しずつ心に溜たまっていく。

　さらさらと、砂時計のように、利菜の中に残った何かが、ゆっくりとすり減っていく──。

　父が「ふん」と母を振り払はらい、リビングを出て行った。

「……もうだいじょうぶだから。ごめんね、利菜」

　母が震ふるえる腕うでで利菜を抱だきしめた。利菜は母の胸に顔を埋うずめ、機械的に抱き返す。

　優やさしい母は大好きだが、彼女がなぜ謝るのか、利菜には分からなかった。家のために父と結けつ婚こんし、今も別れずにいるのは、母だ。もしそのことを謝っているというのなら──利菜を産んだことさえも、否定することになる……。

「へいきよ、お母さん」

　利菜にもできることがある。かわいそうな母を救うことができる。

「あたしは、へいき」

　屈くつ託たくなく笑うことができる。

　利菜の笑顔を見て、母がホッとした顔をした。救われた様子で、利菜を強く抱きしめる。

　まだ、へいきだ。

　利菜の砂時計には、まだ少しだけ──砂が残っているから。

「──お帰りなさいませ、利菜さま」

　自室に入ると、家庭教師の三ヶ島万が振り向いた。

「三ヶ島……あたしの服をだきしめて待ってるのは、やめてよ」

　自分の着き替がえを抱きしめて恍こう惚こつの表情を浮うかべた大学生の姿は、トラウマになりそうだ。

　なんだかなあ、と顔を引きつらせつつ、利菜は服を奪うばい返す。

「寂さびしかったので、ついでにお着替えを温めておきました。さあ、褒ほめてください」

「うわ、なまあたたかい。……キモチワルイ……」

「ありがとうございます」

　ほめてないから、と突つっ込むのもバカらしくなり、利菜は私服に着替えた。もちろん着替えている間も、三ヶ島は彼女を凝ぎよう視しし続けていた。

「……いつもウチで待ってるけど、三ヶ島はちゃんとがっこうに行ってるの？」

「人生の目的だった完かん璧ぺきな美を見つけ出した私に、大学など何の意味があるでしょう。千里の道程を過ぎた旅人の知ち恵えや、茨いばらの谷も超こえた冒ぼう険けん者の勇気や、百年の苦行で積み重ねた高こう僧そうの徳、そのどれにも勝まさる至宝を私は手に入れたのに」

「なに言ってるのかさっぱりだけど……家族とか友達だって、しんぱいしてるんじゃない？」

「そんなもの、利菜さまに比べれば道みち端ばたに転がる小石でしかありません」

「家族も友達も、たいせつにしないとダメなのよ」

　ベッドに寝ねていた熊くまのぬいぐるみを、三ヶ島に投げつける。

「そんなことはちっとも思っていない貴女あなたも、とても美しい」

　キャッチしたぬいぐるみを、三ヶ島が出窓に座らせる。

「しかし貴女がそう命令するなら、これからは大切にしましょう」

「……」

　ちっともそう思っていないわけではない。よく分からないだけだ。

　利菜は暴君のような父と、耐え続ける母しか、家族というものを知らない。果たしてそれが、大切にすべきものなのだろうか？

　それに利菜には──友達と呼べる相手が、一人もいない。いるのは自分を頼たよってくれる同級生や、腐くされ縁えんともいうべき幼なじみだけだ。誰だれを大切にすべきかと問われると、思い浮かぶのは彼ら全員で、真っ先に誰かの顔が浮かんだりはしなかった。

「ねえ、それよりも昨日は、ちゃんとあの人たちをたすけてあげたんでしょうね？」

「はあ……気が進みませんでしたが、言いつけ通りにしたためご心配なく」

「どんなかんじだった？」

「薄うす汚ぎたなない芸人は、礼も言わずに踊おどり続けました。背の高い少年の行方ゆくえは、摑つかめませんでした。どこにもそれらしい人物は見あたりません。街にいる形けい跡せきもない」

「……？　そんなはずないわ。だって今日の帰り道に見かけたもん」

「さすが利菜さま。しかし言われた場所に向かっても、誰もいませんでした。特とく徴ちようを頼りに周囲を捜さがしたものの、どこにもいません。この私が見つけられない以上、その時、彼はどこにも存在しなかったということです」

「そんなワケないと思うけど。……あれ？　なんか今日はそんなことばっかりのような──」

「三人目の男の子とやらは、ある場所に保護したのでご心配なく。ただの家出少年かと思われます。利菜さまが気にとめる理由は何一つありません」

　勉強机に向かおうとして、利菜は振ふり向いた。三ヶ島をジロリと睨にらむ。

「その言いかた。なんか、かくしてない？」

「いえ、まったく」

「しょうじきに言わないと、もう頭なでてあげないわよ」

「……あの子供のことは、お忘れください。決して関かかわってはいけません」

　強ごう情じように言い張る三ヶ島を、利菜は視線で責める。

　しばしの沈ちん黙もくの後、家庭教師が観念した様子で嘆たん息そくした。指先で眼鏡めがねのズレを直す。

「あの男の子は──虫憑つきです」
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〝虫〟──。

　数年ほど前にこの国に現れた超ちよう常じようの存在は、そう呼ばれていた。

　姿形が昆こん虫ちゆうに似たそれは、思春期の少年や少女に取り憑き、寄生した者の夢や希望を喰くらって成長する。〝虫〟に取り憑かれた人々──虫憑きは、〝虫〟を殺されて感情を失った生ける屍しかばねになるか、〝虫〟に夢を食い尽つくされて死ぬという運命を背負うことになる。

　そういう、噂うわさだった。

　だが人々の間では、その目もく撃げき証言や遭そう遇ぐうしたという体験談が絶えない。特につい最近では、桜架市というところで虫憑きの大行進があったという話も聞く。

　そのような状じよう況きようにあるとはいえ、政府はその存在を認めていない。〝虫〟という存在を隠かくすために、秘密組織を創つくって情報操作をしているという噂もあった。

　利菜は昆虫が苦手なほうではない。だから〝虫〟の噂を聞いて、もし本当にそれが存在していたとしても、小さくて可愛かわいらしいものを想像していた。

　実際に──〝虫〟というものを、この目で見るまでは。

「よいしょっと」

　自室の窓から、利菜は身を乗り出した。自宅の壁かべにあるわずかな突とつ起きの上に立ち、長い髪かみを夜風に揺ゆらしながら、壁を伝う。

「わっ、あぶっ、あぶな──」

　バランスを崩くずしながらも、なんとか雨水を排はい水すいする金属管に辿たどり着く。

　赤牧市の夜景は、どこも明かりに満ちていた。

　宝石のように煌きらめく光景の中でも目立つのが、昼間はただのトゲでしかなかった建設物だ。

　緑色のライトに照らされたそれは──赤牧スカイピアという名の展望台だ。全方位をハーフミラーで囲まれた塔とうの最上階には、空中庭園が設計されているらしい。

「すこし、荷物がおおすぎたかなっ、と……」

　気分は泥どろ棒ぼうか、スパイだ。動きやすいシャツとハーフパンツ、あらかじめ隠しておいたスニーカー、背中には大きなバッグと、準備もぬかりない。

　金属管を伝って地上まで降り、足音を殺して庭を通り抜ぬける。監かん視しカメラを含ふくむ警備システムの死角は確かく認にん済みだ。

「──ヨシ」

　鳥とり籠かごからの脱だつ出しゆつルートは、ずっと以前から模も索さくしていた。

　だがそこから抜け出しても、父の手から本当に逃にげきれるはずもない。そのことを思い出すたびに虚むなしくなり、脱出計画はただの妄もう想そうで終わった。

　利菜は家の敷しき地ちから脱出すると、静まりかえった真夜中の住宅街を走り出した。

　今日は、ある目的のための脱だつ走そうだ。その目的を果たせば、すぐに戻もどってくるつもりだった。

「えっ」

　保育園そばの公園に通りかかったところで、思わず立ち止まる。

　誰もいない公園の真ん中に、ピクリとも動かない人ひと影かげが佇たたずんでいた。点てん滅めつする電灯の下で、不自然な姿勢のまま凍こおりついている。

「こんな時間まで……」

　無意識に、利菜は公園に足を踏ふみ込んだ。目的地は別にあるのだが、吸い寄せられるようにして、奇き妙みような人影に近づいていく。

　真夜中に迷い込んだ一人きりの観客に気づいたのか、オルゴールの音色が響ひびいた。ギシッ、ギシッ、と軋きしむ音が聞こえそうな動きで、人影もまた利菜に近づく。

　大道芸人の少女だ。昼間とまったく変わらない姿で、一歩ずつ利菜に近づく。

「子供タチハ皆みな、ワタシノエサ──ヒトリ残ラズ食ベツクス──バクバクト音ヲ立テテ、頭カラカジッテヤル──サア、モットコッチヘ──」

　オルゴールの悲しい音色、ひび割れた歌声、不気味な動き。

　利菜は思わず恐きよう怖ふに竦すくみ、その場に立ち止まった。目の前に迫せまったパペットの少女が彼女を見下ろし、カパッと口を大きく開いた時は、喰われるかと思った。

　じっと自分を見つめるパペットの目に怯ひるみながらも、利菜は勇気を出して声をかける。

「こ、こんな夜まで、お客さんを待ってるの？」

　ピタリとパペットが動きを止め、カクリと首をもたげた。頷うなずいたらしい。

「たいくつじゃないの？　ずっとそうしていて、つかれない？」

　パペットがゆっくりと、首を左右に水平移動させた。否定したらしい。

　質問には、ちゃんと答えてくれるようだ。少しだけ恐怖が遠のき、利菜は質問を続ける。

「いつ、どこで寝ねてるの？　身体からだをこわしてない？　おなかは、空すかないの？」

「──ヘイキ」

　カパッと口を開き、パペットが言った。まるで腹話術の人形である。

「ロッコ、子供ヲタベルカラ」

「ロッコ？　それが人形さんの名前なの？　こ、子供をたべるって……？」

「バクバク、子供ヲ頭カラカジル」

「う、うそばっかり。三ヶ島の差し入れを食べてくれてるんでしょ？」

「キミハ、トテモ、オイシソウ」

「え……」

　カタカタと口を動かして笑い、ロッコが身を翻ひるがえした。ぎこちない動きで元の場所に戻り、片手を持ち上げて、ある場所を指さす。

　利菜の部屋だ。

「あたしのこと、知ってたの？」

「イチバン、オイシソウナコドモ。イツカ、タベテヤル」

「あたしのことを食べれば──ロッコは、救われるの？」

「……！」

　ロッコが演技ではなく、人間らしい戸と惑まどいの表情を浮うかべたのを利菜は見み逃のがさなかった。

「三ヶ島にいくら差し入れさせても、ずっとお腹なかが空いた顔をしてるんだもん」

「……」

「ずっと、たすけてほしそうな顔をしてたわ」

　オルゴールの音色が、止まった。

　ピクリとも動かなくなったロッコに背を向ける。

「いつかたすけてあげるけど、もうちょっと待ってね」

　今夜の目的は、ある人物のもとへ行くことだ。薄うす暗ぐらい公園に立ち尽つくすロッコを残し、利菜は再び住宅街を走り出す。

　息を切らせて駆かけていくと、また珍ちん客きやくと遭そう遇ぐうした。

　頭の上に、ちょこんと小さな帽ぼう子しのアクセサリを載のせた少年だ。小こ綺ぎ麗れいなシャツとネクタイに長身を包んだ姿は、舞ぶ台たいに立つマジシャンのようだ。上品な顔立ちや雰ふん囲い気きとは裏腹に、首にかけた機械的なバイザーのようなものだけが浮いている。

「……こんばんは」

　利菜は少年の前で、立ち止まった。

「こんばんは、美しいお嬢じようさん」

　ぼんやりと宙を見つめて立ち尽くしていた少年が、利菜を見下ろした。優やさしく微笑ほほえむ。

「今すぐにつま先を返して、お家うちにお帰りなさい」

　夜の静せい寂じやくを壊こわさない、穏おだやかな声こわ音ねで言う。

「真夜中の散歩はとても危険です。見知らぬ相手に声をかけるなど、もっての外。人形のフリをした怪かい物ぶつにバクバクと頭をかじられてしまう前に帰りなさい。迷まい子ごなら、私が手をとってお家まで送っていってあげましょう」

「行きたいところがあるから、まだ帰らないわ」

「そうですか。それなら、他ほかには目もくれず、そこへ向かいなさい」

「あなたは、だれ？　あなたも迷子なの？」

　ピクリ、と少年の片方の眉まゆが跳はねた。微笑み、首を傾かたむける。

「なぜ、迷子だと？」

「何日も前から、街を行ったり来たりしてるでしょ。それに──」

　迷子だと思った理由を告げると、少年はびっくりしたようだった。

　利菜はその後、少年と少しだけ、話をした。

　利菜が彼に対してそうだったように、彼もまた利菜に興味を持ったようだ。街灯に照らされた夜の住宅街で、身長差の激しい二人組が語り、笑い合う。

　不思議な雰囲気を漂ただよわせた少年は、自らを〝帽ボウ子シ屋や〟と名乗った。

「おやすみなさい、〝帽子屋〟さん」

「ええ、さようなら」

　小さく手を振ふる〝帽子屋〟を残し、利菜は今度こそ目的地を目指した。

　走っていくうちに、周囲の光景が変化していく。高級住宅街から、背の低い住宅が並ぶ路地へ入り、やがて木造のあばら家が多い地域に入った。赤牧市の中心街から離はなれていくほどに、街灯の数が減っていく。

「ここらへんだって聞いたけど……アレかな？」

　下町の外れで、大きな建物を見つけた。敷しき地ちは剝むき出しの土が見えており、ただの箱のような長方形の建物に明かりは灯ともっていない。加工した木材の倉庫だったのだろう。わずかに開いた扉とびらの横に、雨風にさらされて黒く変色した角材が転がっていた。

　利菜は周囲を気にしながら、敷地に足を踏ふみ入れた。どう見ても廃はい墟きよでしかない倉庫の内部に入るなり、静かな息づかいを感じる。

「こんばんは。どう？　げんき？」

　一条の月明かりが、隅すみにうずくまっていた人ひと影かげを照らしていた。

　利菜と同じくらいの年ねん齢れいの男の子だ。両りよう膝ひざを腕うでで抱かかえ、じっと上うわ目め遣づかいで突とつ然ぜんの侵しん入にゆう者を睨にらんでいる。身なりは汚きたなく、周囲にはコンビニエンスストアのビニル袋ぶくろが散らかっていた。

「あたしは、立花利菜。あなたをここにかくまった女の人がいたでしょ？　あの人は三ヶ島万っていって、あたしの家庭教師なの」

「……」

「あなたの名前は、なんていうの？　どこからきたの？

　利菜が無造作に近づくと、男の子が身を竦すくませた。目つきを鋭するどくし、敵意を露あらわにジリジリと後退しようとする。

「こわがらないで。部屋の窓からあなたを見つけて、こまってるみたいだったから、あたしに何かできないかなって思ったの」

「……くるな」

「なにもしないってば。なにをそんなに怖こわがってるの？」

　壁かべ際ぎわに追い込まれた男の子が、立ち上がった。

「そうだ。あなたって──虫憑つきなんでしょ？　ホントなの？」

　虫憑き──。

　その言葉を聞いた男の子の肩かたに、小さなムカデが這はい上がった。素す早ばやい動きで背中に回り込んだかと思った直後、ドシン、という震しん動どうが倉庫を揺ゆらす。

　男の子の背後から、光り輝かがやく一対の複眼が現れた。ズルズルと音をたて、巨きよ大だいな影かげが姿を現す。いくつもの節に分かれた躰からだに、数え切れないほどの脚あしが蠢うごめいていた。頭部には触しよつ角かくが生え、鋭い牙きばがギチギチと気味の悪い音を立てている。

「こ、これが〝虫〟……？」

　自分の何倍も大きい怪物を見上げ、利菜は思わず掠かすれた声を上げた。

　三ヶ島から話を聞いた時も、利菜は〝虫〟というものに対して恐きよう怖ふは感じなかった。どうせ小さい昆こん虫ちゆうのようなものだろう、という認にん識しきが変わらなかったからだ。

「ち、ちかづくな……！」

　震ふるえる声で言う男の子と同調するように、ムカデが利菜を威い嚇かくする。十メートル以上はありそうな躰を揺らす節足動物が、鋭い牙を合わせる音が倉庫内に響ひびいた。

「うっ──」

　昆虫だなんて、考えが甘すぎた。目の前にいるのは、そんな可愛かわいいものではない。

　怪物だ。

　生まれてはじめて見た異形の存在を前にして、脚が竦んだ。

「お、おまえも、虫憑きなんだろ！　おれを追いかけてきたんだな？　トッカンとかいうヤツらの仲間に決まってる！」

　男の子の反応は、三ヶ島に聞いた通りだった。

　三ヶ島が捜さがし出した時も、彼はずっと怯おびえていたそうだ。三ヶ島は彼に倉庫の位置を教え、食料や金をそこへ置いておいたとだけ伝えて帰ってきたと言っていた。

　利菜は唇くちびるを嚙かみ、震える脚に力を込こめた。

「トッカン？　そんなの、しらないわ」

　ムカデに守られた男の子に向かって、ゆっくりと歩き出す。

「それにあたし、虫憑きなんかじゃないわよ」

「ちかづくなって言ってるだろ！」

　利菜に、ムカデの巨きよ体たいが迫せまった。長い躰でなぎ払はらわれ、横に弾はじき飛ばされる。

「っ……！」

　肩から壁かべに激げき突とつし、地面に投げ出される。全身の骨が砕くだけたかのような衝しよう撃げきに一いつ瞬しゆん、息が詰つまった。体当たりを受けた腰こしと、壁に叩たたきつけられた肩や額に走った鈍どん痛つうに身み悶もだえし、地面の砂じや利りを握にぎりしめる。口の中に鉄の味が拡がった。

「こ──の──」

　ジンジンと痛む頭に、血が昇のぼるのが分かった。

　──利菜だけは……！

　怒いかりに顔を歪ゆがめる利菜の脳のう裏りに、父にすがりつく母の姿が蘇よみがえった。

　痛いのはキライだ。利菜にとっての痛みは、父親に殴なぐられた記き憶おくと、彼女以上に殴られ続けている母の姿を思い出させる。

「あたしは、虫憑きじゃないって言ってるでしょ！」

　怒ど鳴なり、男の子に向かって再び歩き出す。頭を切ったのか、こめかみから喉のどにかけて、温かい血の感かん触しよくが伝っていた。

「こ、こっちくるな！」

「虫憑きでもない、ただの女の子が怖いの？　この臆おく病びようモノ！」

　ムカデが再び、利菜に向かって頭をもたげた。

「やれるものなら、やってみろ！　人殺しになりたいならね！」

　男の子が顔を歪めた。ピタリ、とムカデの動きが止まる。

　硬こう直ちよくするムカデの牙をくぐり抜ぬけ、利菜は男の子のもとまで一気に近づいた。近づくなり、平手で男の子の頰ほおをひっぱたく。

「うっ……！」

「気に入らないことがあるなら、その口で言いなさいよ！」

　さらに胸むなぐらを摑つかみ、男の子を壁に叩きつける。

「なぐりたいなら、その手でなぐれ！〝虫〟なんか使って、卑ひ怯きようモノ！」

「う……う……」

「こっちに来るな？　近づくな！　うそつき！　本当はそんなこと、思ってないクセに！　三ヶ島に言われた場所にいるのが、その証しよう拠こじゃない！」

「うう──」

「ホントは、どうしてほしいの？　その口で、ちゃんと言ってみなさいよ！」

　なぐられた頰を押さえた男の子の顔が、たちまち歪んでいく。

「た──」

　利菜を見つめ返す男の子の瞳ひとみから、大おお粒つぶの涙なみだが溢あふれ出した。

「たすけて……」

「──ヨシ」

　利菜は頷うなずいた。男の子の胸から手を離はなし、にっこりと微笑ほほえむ。

「あたしが、あなたをたすけてあげる」

　心から、噓うそ偽いつわりなく、そのつもりで笑ってみせる。

　運命という言葉の意味は、知らない。

　でも利菜には、それに近いものがあるのだろう。

　たとえ人形の真似まねをしていても。街角に突つっ立っているだけでも。そして──怯えた目で来るな、と言われても。

　救いを求めている人が、分かってしまう。そういう人々と出会ってしまう。

　分かってしまう以上、見過ごすことなどできるはずがなかった。そういう性格に生まれたのだし、それができるだけの才能も少しはあると思う。

　これまでも利菜は、自分にできることをしてきた。

　きっと──死ぬまで、そうするだろう。

　そう思っていたから、利菜は迷わなかった。

「──」

　利菜の笑え顔がおにみとれていた、男の子の瞳から。

　涙の糸が──途と切ぎれた。







　利菜と男の子は、二人で肩かたを並べて両りよう膝ひざを抱かかえて地面に座っていた。

「トクベツ……カンキョウホジムキョキョ？」

「……特別環かん境きよう保全事務局」

「わ、わかってたってば！」

　利菜がはじめて出会った虫憑つきの男の子は、日ひ比び野の一かず房ふさと名乗った。特別環境保全事務局という、虫憑きを捕ほ獲かくするためにある機関に追われているのだと言う。

「ゆるせないわ。虫憑きだっていうだけで、捕つかまえようとするなんて」

　頰を膨ふくらませる利菜は、額に大きなガーゼを貼はっていた。一房のムカデによってつけられた傷は浅く、三ヶ島が適当に買い込んだらしい救急セットの処置で事足りた。

「そいつらも……虫憑きなんだ」

「え？」

「きっともう、すぐそこまできてる……こんどこそ、やられちゃうんだ」

　一房が両膝に顎あごを埋うずめ、暗い眼まな差ざしで前方を見つめていた。

　ここに来るまでに、よほど酷ひどい目に遭あったのだろう。恐きよう怖ふでまともに眠ねむることもできなかったのか、目の下には大きな隈くまが浮ういている。

「……」

　疲つかれ果てた一房の横顔を、利菜はじっと見つめる。

　迫せまり来る恐怖に怯おびえ、暗くら闇やみで震ふるえる男の子。

　逆らうこともできない大きな力に打ちのめされ、逃にげ出す勇気さえ失った姿だ。

「もう、おわりなんだ……おれをたすけてくれるなんて、ムリだよ……」

「──そうね」

　あっさりと頷き、利菜は立ち上がった。

　一房の〝虫〟にさえ歯が立たない利菜では、彼を狙ねらっている敵を倒たおすことなど不可能だ。

　倉庫の中を歩き、振ふり返る。

「……」

　一房が、上うわ目め遣づかいに利菜を睨にらんでいた。

　助けると言った約束を破って、利菜が逃げ出そうとしていると思ったのだろう。彼女を睨む男の子の双そう眸ぼうは、骸がい骨こつの眼がん窩かのように暗かった。

　そう、利菜は逃げ出す。

　一房と話をしたらすぐに帰るつもりだったが、気が変わった。

　もしかしたら──今まで出来なかったことも、二人でなら出来るかもしれない。

　彼に勇気を出させるために、自分も今この瞬しゆん間かん、勇気を出そう。

「逃げよう、カズフサ！」

　身体からだを丸めてうずくまる男の子を誘さそうように、利菜は片手を差し伸のべた。

　一房が目を丸くした。

「どこまでも、逃げよう！　追っかけてくるヤツらが、あきらめるまで！」

「で、でも、おれはもう……」

「二人なら、どう？」

　眉まゆをひそめる一房に向かって、利菜は屈くつ託たくなく笑った。

「あたしがいっしょに、逃げてあげる」

　一房は呆ほうけた顔をしたまま、動かない。業ごうを煮にやし、利菜は男の子のもとまで戻もどって、彼の手を摑つかむ。

「あたしたち二人ならきっと、どこまでも逃げられるわ！」

　倉庫の扉とびらから、目ま映ばゆい朝日が射さし込んだ。

　純白の斜しや光こうを背負った利菜の手が、彼女の笑顔に見とれる虫憑きを立ち上がらせた。
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　一房が隠かくれていた倉庫が街外れにあったため、桜架市から脱だつ出しゆつするのは簡単だった。

　明確な目的地など、ない。

　利菜と一房はできるだけ人目を避さけ、小道を選んで歩いていく。利菜のバッグに、三ヶ島が倉庫に置いた食料や救急セットを詰つめ込み、交こう替たいで背負いながら歩き続ける。

　何時間も歩いていると、小川に辿たどり着いた。

　二人の小学生の長い影かげが、川沿いの土手に伸びていた。たまに散歩中の老人や、学校帰りの学生らとすれ違ちがう。

「多めにお金を持ってきておいて、よかったわ。とうぶんは食べ物にこまらないもんね」

　半日以上も歩き続けたとはいえ、利菜は元気だった。意気揚よう々ようと手足を振り、軽い足取りで雑草の生えた道を進んでいく。

「……」

　一方、日比野一房は、不安そうだ。ビクビクと周りを気にしており、誰だれかとすれ違うたびに震えながら顔を伏ふせている。

「今夜は、どこでねよっか？　ファミレスだと、警察にツウホウされて輔ほ導どうされちゃうよね」

「……」

「カズフサは赤牧市にくるまで、どんなところでねてたの？」

「……あんまり、ねてない」

　一房は無口だったが、ここに来るまでに、ぽつりぽつりと己おのれの身上を語ってくれた。

　彼の両親は、派は遣けん団に所属する医者なんだそうだ。両親について海外の途と上じよう国や貧困地区をまわっているうちに、彼らを助けたいと思い描えがくようになったという。

　国外の貧しい人々や、子供たちを救いたい──。

　豊かなこの国に帰ってくるたびに思い続け、それが彼の夢になった。

　そうして彼は、虫憑つきになったのだという。

「じゃあ今夜は、ちゃんとねなくちゃね。交替で見張りをすれば、ぐっすりねむれるわ！」

「……」

　一房に取り憑いたムカデが暴れ、人目についたせいで、得体の知れない追っ手に追われるようになったそうだ。

　──特別環かん境きよう保全事務局です。あなたの〝虫〟は不安定なため、排はい除じよさせていただきます。

　一房の前に現れた人物は、そう言ったという。

　一度は逃にげ出したものの、見つかるたびにまったく同じ台詞せりふを言われ、襲おそいかかられる。その繰くり返しで、彼の心身は衰すい弱じやくしきっていた。

「雨がふったらタイヘンだし、屋根があるところじゃないとダメよね。どこにしよっかな」

　土手の先に、真っ赤な夕日が落ちようとしていた。

　昨日までは、部屋の小さな窓からそれを見て、絵に描いていた。

　誰かに絵を習ったわけではない。もし習いたいと言っても、帝てい王おう学に関係のない芸術を学ぶことを父が許さなかっただろう。

　自宅の外で夕暮れ時を迎むかえるのは、久しぶりだった。どこまでも続く空を真っ赤に照らす自由な夕焼けを、網もう膜まくに焼きつける。

「ねえ、どこがいいと思う？」

「……」

　今いま頃ごろ、利菜のいない赤牧市は、どうなっているだろう？

　無断欠席をした学校では、担任の教師が慌あわてているかもしれない。クラスの中心人物である利菜を欠いた同級生らは、どんな話題で盛り上がったのだろう。

　父は、どうだろうか？　あんな人間でも動どう揺ようし、行方ゆくえ不明になった一人ひとり娘むすめを心配しているかもしれない。利菜を溺でき愛あいしている三ヶ島に至っては、人生に絶望しているかもしれなかった。

　ちょっとくらい、心配させてやったほうがいいのだ。

　いつまでも利菜を鳥とり籠かごに閉じこめようとするほうが、間違っている。

「その前に、今夜のごはんを買わなきゃね。なにがいい？　コンビニいこっか」

「……おい」

「おい、ってナニよ。利菜だってば」

「帰れよ、おまえ」

　唯ゆい一いつの気がかりは、母のことだ。

　父が心配しているかもしれないと思ったが──そんなことが、有り得るはずがなかった。あの糞くそ親父おやじは利菜の身勝手な行動に、怒いかり狂くるっていることだろう。その怒りの矛ほこ先さきが母に向かっていないはずがなかった。

　だが心の底では──母に今一度、考え直して欲しいと思っているのも確かだ。

　家のためだけに、あんな最低の男のそばに居続けるのは間違っている。これを機に、あんな男と別れてしまったほうがいいのだ。

　母は、優やさしすぎる。

　その優しさがもどかしいと感じるのは、父の血のせいだろうか？　そう考えると、この場で全身から血を抜ぬいてやりたい衝しよう動どうにかられるのだ。だがそんなことをしても意味はなく──真っ赤に染まる夕日を自らの血と重ね、利菜は衝動を抑おさえる。

「なによ、帰れって」

　利菜はクルリとその場で反転し、腰こしに手を当てた。

「どうせ、逃げられっこないんだ……それに、おまえは虫憑きじゃないのに……」

　一房が隈くまを浮うかべた目で、夕日を反射して赤く染まった川を見下ろした。

　──逃げられっこない。

　その言葉に、利菜の胸が締しめつけられる。

　その通りかもしれない。だがそれは利菜にかぎってのことで、一房は決して不可能ではないと思っている。

「また、それ？　──じゃあきくけど、どうして逃げられないってわかるの？」

「だって、おれは何度もみつかったし……たぶん、すぐにまた……」

「みつかって、そのたびに逃げられたんでしょ？　じゃあいつか、ほんとうに逃げられるかもしれないじゃない」

「こんどは殺されるかもしれない……いっしょにいたら、おまえだって……」

　ぼそぼそと呟つぶやく一房に、利菜は歩み寄った。人差し指で少年の汚よごれた額を突つつく。

「今まで、ホンキで逃げてたの？」

「え……」

「おれはホンキのホンキで、死ぬ気で、ぜぇぇぇったいに逃げてみせるぞぉぉっ！」

　真っ赤な空に向かって絶ぜつ叫きようする利菜を見て、一房が慌てた。

「バカ、お、おまえ、そんなにおおきな声だしたら──」

「──って、堂々と胸をはって叫さけべるくらい必死に逃げたこと、ある？」

　顔を近づけて訊たずねると、一房がビックリしたように顔を赤くした。目を逸そらす。

「ほーら、ホンキで逃げたことなんて、ないんじゃない！　だから今度こそ、ホンキで逃げるの！　一人じゃ怖こわくてダメなら、あたしと二人で！　ホンキのホンキの超ちようホンキで！」

「ホンキで……」

「そう！　もう、追いかけてくるヤツが呆あきれるくらい、どこまでも逃げてやるのよ！」

　利菜は拳こぶしを振ふり上げて宣言する利菜に対し、一房が呆れ顔になった。

「バ……バカだろ、おまえ」

「バカじゃないわ。ホンキよ」

　にっこりと笑い、またクルリと身体からだの向きを変え、川沿いの土手を歩き出す。

　虫憑つきの少年の気配は、その場から動かなかった。だがすぐに、小走りで彼女を追いかける足音が背後から聞こえる。

「……ははっ」

　それがはじめて聞く、日比野一房の笑い声だった。

「ホンキでバカだな、おまえ」

「バカじゃないってば。学校じゃ成績も一番だったもん」

　利菜と一房は、薄うす暗ぐらくなっていく土手の上を歩いていく。

　どこまでも。
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　どこまでも。

　どこへ繫つながっているかも分からない道を、歩いていく。

　一歩、一歩、足を前に踏ふみ出すたびに、利菜の胸は躍おどっていた。

　もしかしたら──本当に、もしかしたら。

　このままどこまでも逃にげ続ければ、いつか本当にあの狭せまい鳥籠から逃げ出すことができるかもしれない。

　窮きゆう屈くつで、嫌いやな音と嫌な声が響ひびく、あの家とは別の居場所に辿たどり着くかもしれない──。

「あ、いいこと考えた。カズフサの〝虫〟に乗れば、ラクに逃げられるんじゃない？」

「そんなことしたら一発で見つかるだろ。逃げてるイミないじゃんか、バカ」

　それはあまりに子供じみた発想で始まった逃とう避ひ行こうだった。

　だが川沿いを歩く家出少女と虫憑きの男の子は、笑い合い──。

　その小さな胸には、確かな希望を抱いだいていた。







　桜架市を飛び出して、はじめて迎むかえた夜は、埃ほこりと錆さびの匂においが充じゆう満まんした小屋で過ごした。

　土手にぽつんと建てられた、小さなポンプ小屋だ。ヒビ割れた鉄筋コンクリートで囲まれた内部は、利菜の部屋と同じくらいの広さしかなかった。

　近くに農地が多いらしく、ポンプ小屋は一定の距きよ離りごとに見かけた。

　二日目も二人は同じような小屋を見つけ出し、こっそりと内部に潜もぐり込んで睡すい眠みんをとった。

「おはよう、カズフサ」

　朝になり、利菜は虫憑きの男の子の身体を揺ゆり動かした。

　顔をしかめ、「んー……」と唸うなる一房の顔には、疲ひ労ろうの色がありありと浮かんでいた。夜中でも轟ごう音おんをたてるポンプのそばで寝ねていたのだから、疲つかれがとれるはずもない。

「ホラ、はやく起きてってば。今日もはりきって逃げるわよ！」

　努めて明るい笑え顔がおを浮かべるものの、利菜の身体もずっしりと重かった。同級生の中でも体力はあるほうだが、一日中歩きづめの逃避行はさすがにこたえていた。

　二人はずっと川沿いを歩いていたが、それだけではなかった。コンビニエンスストアで食料を仕入れ、下町で見つけた時じ代だい後おくれの銭湯で身体も洗った。洋服屋のチェーン店で着き替がえを買ったりもした。

「そうだ、利菜。朝、どこに行ってたんだよ？」

「え？」

「すこし前に目が覚めたとき、小屋の中にいなかった気がしたから……」

「そ、そんなの、きかないでよ。トイレにきまってるじゃない」

「あ、ああ、ゴメン」

　とりとめのないことを話しながら、ポンプ小屋を出て、また土手を歩き出す。

　一房の精神状態も、だいぶ落ち着いてきているようだった。昨日は利菜ともよく話し、前に通っていた学校での出来事などを話してくれた。

　だがその日は、昨日よりも口数が少なかった。

　利菜も同じだ。元気を装よそおうものの、意識して大声を出しているのが自分でも分かる。

　たった、三日。

　ほんのそれだけの道のりが、二人の子供から著いちじるしく気力と体力を奪うばっていた。

　特に一房の疲労が激しかった。赤牧市にやって来るまでに相当の体力を消しよう耗もうしていたのだろう。夜に眠ねむれるようになったとはいえ、利菜の目には彼の限界が近いように見えた。

　だがそれでも、利菜と一房は歩き続ける。

　恐おそろしい敵が、追いかけてくるのだ。逃げないかぎり、二人が救われることはない。

「……」

　利菜が振ふり返ると、一房の息が上がっていた。顔を上げるのも辛つらそうだ。

　だが、弱音は吐はかない。

「だいじょうぶ？　すこし、休もっか」

「へいきさ」

　ハッとして顔を上げ、一房がぎこちない笑みを浮うかべた。

「もっと、逃げないと……今度は、ホンキで逃げるんだ」

　びっくりして、利菜は目を見開いた。むしょうに嬉うれしくなり、つられて笑う。

　一人じゃなくて、良かった。

　一房だけではない。自分もきっと、一人では一生、家出などできなかっただろう。

　もう少ししたら、自分の家の事情も彼に話してみようと思った。自分のことで精せい一いつ杯ぱいだった昨日までの彼ならともかく、今なら利菜が家出をした理由を聞いてもらえるかもしれない。

「よく言った！　カッコいいぞ、カズフサ！」

「お、おれは、べつにカッコよくなんて……利菜がいっしょだから……」

「え？　なんか言った？」

「な、なんでもない」

「そう？　えっと、それじゃあ──じゃあ、アソコ！　アソコまでいったら休きゆう憩けいだかんね！」

　利菜が指さしたのは、小さな水門だった。

　農作業の時期に合わせ、田畑へ送る水を確保するためのものだろう。土が剝むき出しになっていた土手が水門の周囲だけ整備され、アスファルトで舗ほ装そうされている。水門自体は十メートルほどの高さがあり、金属製のハシゴや水門を閉じるためのバルブが見えた。

　利菜と一房は、デコボコに造られた斜しや面めんを下り、水門の前にやって来る。

「カズフサも、水のむ？」

　荷物を降ろし、利菜は一房を振り返った。

　虫憑つきの男の子が、蒼そう白はくな顔で呆ぼう然ぜんとしていた。

「……？　どうかしたの？」

「あ──あ──」

　ある方角を凝ぎよう視ししながら、一房がじりじりと後あと退ずさる。

「あいつだ……」

　利菜は彼の視線を追いかけて、眉まゆをひそめた。

　たった今、利菜たちがやって来た方向から、一人の人ひと影かげが近づいてくるのが見えた。まるで散歩の途と中ちゆうのような自然な足取りだったため、警けい戒かいするのが遅おくれた。

　小さな帽ぼう子しのアクセサリを頭に載のせた少年だ。足取りはともかく、小こ綺ぎ麗れいなシャツとネクタイは、こんな川かわ端ばたを歩くには不似合いである。

「あなたは……？」

「と、特別環かん境きよう保全事務局──」

　一房の呻うめき声と、轟ごう音おんが重なった。さらに衝しよう撃げきが利菜の髪かみをあおり、突とつ風ぷうが吹ふき荒あれる。

「なっ……」

　利菜は絶句した。

　彼女たちが立っている真横の地面に、ぽっかりと大穴が開いていた。アスファルトが砕くだけ、粉々になった砂じや利りが周囲に飛び散っている。

　何が起こったのだろうか？

　目の前に現れた少年が、何かしたというのだろうか？

　突とつ然ぜんの出来事に立ち尽つくす利菜と、恐きよう怖ふに顔を歪ゆがめる一房に向かって──。

「私は、特別環境保全事務局です。不安定なあなたの〝虫〟を、排はい除じよさせていただきます」

　穏おだやかな笑えみを浮かべた〝帽子屋〟が、深々と一礼した。
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　人の夢を喰くらう〝虫〟という存在を、政府は隠かくしたがっている。

　常識にあてはまらない〝虫〟を隠すために創つくられたのが、特別環境保全事務局という機関だという。通常の兵器では対応が困難な虫憑きに対し、訓練を施ほどこした虫憑きを統制して捕ほ獲かく任務にあてるための組織だ。

　今、利菜の前に、自ら特別環境保全事務局と名乗る少年が現れていた。

　物もの腰ごしが穏やかな〝帽子屋〟という少年である。

「うう──ああ──」

　一房が青ざめ、硬こう直ちよくしていた。

「追いかけっこにも疲つかれたので、そろそろケリをつけましょう」

　微笑ほほえむ少年の頭から、シルクハットのアクセサリが飛び上がった。ツルリとした表面が生き物のように蠢うごめき、亀き裂れつが生まれる。生じた割れ目から現れたのは、無数の小さな複眼だった。また下部に開いた空くう洞どうからは、鋭するどい無数の牙きばが生える。

「そちらのお嬢さんは、はじめまして。私は火か種六号局員〝帽子屋〟といいます。しばらくの間、彼が一人になる機会をうかがっていたのですが……どうにも貴女あなたが離はなれてくれない様子なので、まとめて排除させていただきます。目もく撃げき者を残すわけにはいきません」

　異形の帽子がゴムのように伸のび、大きくなった。大きな口を開け、嚙かみつくようにして少年の顔面に鋭い牙を突つき立てる。

　見た目には黒いシルクハットを、口元まで深くかぶっているようにしか見えない。自ら視界を塞ふさいだ少年の眼めの代わりに、帽子の表面に浮うかび上がった無数の複眼が利菜たちを見た。

「うあああっ！」

　一房が悲鳴を上げ、身を翻ひるがえした。

「追いかけっこは終わりと言ったでしょう」

　帽子のつばから見える少年の口元に、笑みが浮かんだ。足元の小石をいくつか拾い、手の上で弄もてあそぶようにして宙に放ほうり投げてはキャッチする。少年の手、皮ひ膚ふの下で無数の黒い影かげ──線形動物のシー・エレガンスが浮かび上がり、指先から小石へ移動する。

「逃にがしませんよ」

　黒い線虫が伝染した小石を、逃げる一房の向こう側へ投げつける。

　利菜や一房の視界を、大爆ばく発はつが埋うめ尽くした。小石が落ちた地面が消失し、深い堀ほりになる。

　口から上を帽子で隠した怪かい人じんが、ゆっくりと歩み寄る。

「そろそろ観念したらどうですか？　見苦しいですよ」

「うあ……ああああ──」

「カズフサ！」

　利菜は一房の手を引き、走り出した。水門に向かって駆かけていく。

　たちまち小石が飛び、走る利菜たちの周囲を爆発が襲おそう。

「わあ！　ひっ！　も、もうダメだ……逃げられないよ……！」

「バカ！　ここまで逃げてきたのに、諦あきらめるの？〝虫〟をだして！」

「う、うう──」

「このままじゃ、あたしたち二人とも殺されちゃうわ！　さあ、はやく！」

「うあああ！」

　ヤケになって叫さけぶ一房の肩かたから、一匹ぴきの小さなムカデが地面に落ちた。見る間に風船のように躰からだを膨ふくらませ、足元をすくうようにして一房と利菜を背に乗せる。

　二人の子供を乗せた巨きよ大だいなムカデが、素す早ばやい動きで爆発をかいくぐった。しかし巻き起こる爆ばく風ふうやアスファルトの破は片へんは避よけられず、利菜と一房の身体からだに裂れつ傷しようが刻まれる。

「うわあ！　うっ……！」

「聞いて、カズフサ！　逃げられないなら、たたかうしかないわ！」

「た、たたかう？　そ、そんなの──」

　ムリに決まってる！

　そう言おうとした男の子の頰ほおを、利菜は両手で挟はさみこむようにして叩たたいた。

　一房のびっくりした顔を、利菜は強い眼まな差ざしで見み据すえた。

「やられっぱなしでいいの？　それとも虫憑つきでもないか弱い女の子には立ち向かえても、強い虫憑き相手にはできないっていうの？　アンタの夢で生まれたこのムカデは──そんなことしかできない、ただの弱虫だったの？」

「……！」

「アンタの夢は、こんなところで終わるために思い描えがいたんじゃないんでしょ？」

　見つめ合う二人の前に、〝帽子屋〟が回り込んだ。

「ここで終わってもらわないと、困ります」

　帽子で顔を隠した少年が、片手を勢いよく地面に叩きつけた。皮膚の下から黒い線虫が飛び出し、アスファルトの表面に伝染していく。

　直後、目の前の地面が膨らみ──大爆発を巻き起こした。

　利菜は堅かたく両目を閉とざすが、予想した衝しよう撃げきはやって来なかった。

　一房と利菜を守るように、巨大なムカデがとぐろを巻いていた。分厚い体たい殻かくにアスファルトの破片が弾はじき飛ばされ、爆風が分散される。

「カズフサ……！」

「いやだ──」

　一房が奥歯を嚙みしめていた。頭上から襲いかかった小石を避けるため、ムカデが再び利菜たちを乗せて走り出す。

「こんなところで、やられたくない……！」

　一房の表情が必死になったのを見て、利菜は微笑ほほえんだ。

「で、でも、こんなヤツとどうやってたたかえばいいのか……」

「聞いて。サクセンを考えたの。まずあっちの水門へ──」

「うん、うん……ええっ？　そ、そんなの、ダメだ！　利菜は虫憑きじゃないのに……！」

「関係ナイ！」

　躊躇ためらう一房に向かって、利菜は気き丈じように笑ってみせる。

「ホンキで戦うのに、虫憑きとかそうじゃないとか、関係ナイでしょ！　それとも──あたしのことが、信じられない？」

「……」

「あたしはカズフサのこと、信じてる！」

　一房が唇くちびるを嚙んだ。頷うなずき、視線を水門へ向ける。

「信じるにきまってるだろ！」

　爆発を避よけながら、ムカデが加速した。数え切れないほどの脚あしを蠢うごめかし、〝帽子屋〟とは正反対の方角──川をまたぐ水門に向かって滑すべるように走っていく。

「また逃げるつもりですか」

　呆あきれた様子で嘆たん息そくし、〝帽子屋〟がムカデを追走する。

　爆風に煽あおられながらも、ムカデが水門に辿たどり着いた。背中にしがみつく二人の子供もろとも、垂直にそそり立つ壁かべをのぼっていく。

　重力に抵てい抗こうして壁をのぼりきったムカデが、柵さくをなぎ倒たおしながら、屋上に躍おどり出た。

　旧型の水門の屋上は、長年の雨風によって老ろう朽きゆう化していた。ムカデが倒したばかりの柵は錆さびつき、足元の地面には染しみのように苔こけが生えていた。電気盤ばんと水量計が設置された通路は、大人二人が並べるかどうかというくらい細い。

　ハシゴを伝って現れた〝帽子屋〟に、ムカデが襲いかかる。

「待ち伏ぶせて、不意打ちですか。子供らしい発想ですね」

　頭を嚙かみ砕くだこうとしたムカデを──〝帽子屋〟が、こともなげに手で振ふり払はらった。何かの能力を使われたらしい。ゴムに弾はじかれたように、ムカデの巨きよ体たいが撥はね返されてしまう。

　だが──。

「いまだ、利菜！」

　一房の声を合図に、利菜は身を隠かくしていた電気盤から飛び出した。ムカデに意識が向いていた〝帽子屋〟の脚にタックルをかける。

「なっ──」

〝帽子屋〟の愕がく然ぜんとした声が、風にかき消された。

　ほんの少しの躊ちゆう躇ちよもなく、利菜は我が身もろとも〝帽子屋〟とともに宙に身を躍らせた。

　ムカデに破は壊かいされた柵を越こえ、利菜と〝帽子屋〟が地上に向かって吸い込まれていく。

「──」

　吹ふきつける風と、重力に身をまかせる感覚。

　空を駆かけながら、利菜は何日も前に感じた感覚を思い出した。幼なじみの同級生と屋上から飛び降りた時に、今とまったく同じ、無音の快感に包まれた。

　あの時に、思ったのだ。

　しがらみを振り切り、どこまでも飛んでいってしまえば──自由になれると思った。

　どこまでも、どこまでも、遠くまでいけば──。

　いつか、きっと──。

「っ……！」

　落下感に包まれていた利菜の身体からだが、ガクンと空中で急停止した。

　ムカデが、利菜の身体に巻きついていた。水門の壁にしがみつき、ブリッジをするように長い躰からだを曲げたムカデが、ギリギリのところで彼女の落下を食い止める。

「うあああっ！」

　一方、〝帽子屋〟は川に吸い込まれていった。閉じた水門によって水流を制限された川は、コンクリートで固められた川底を剝むき出しにしていた。

　利菜と一房は、同時に顔を歪ゆがめた。〝帽子屋〟が川底に激げき突とつしたのだ。

　特別環かん境きよう保全事務局からの刺し客かくは、それきりピクリとも動かなくなった。少ない水流に身を任せ、ゴロゴロと川底を転がっていく。

「や、やっつけた……？」

　利菜が再び屋上に降り立つと、一房が信じられないという様子で立ち尽つくしていた。彼の視線の先では、〝帽子屋〟が川の本流に投げ出され下流へ流れていくところだった。

「ほ、ほんとうに、おれたちが……勝った……？」

「そうよ！　やったわ！」

　利菜が満面の笑えみを見せたことで、ようやく一房も安心したようだ。

「は、ははっ！　やった！　勝ったんだ！」

「だから、言ったでしょ！　あたしたちならできるって！」

「うん……うん！」

　偉い大だいな勝利に浮うかれ、二人はしばらくの間、水門の屋上ではしゃぎ続けた。

　笑い合うことに疲つかれると、二人は背中を合わせ、座り込んだ。そよ風に吹かれながら、心地ここちよい余よ韻いんに酔よう。

「──なんだか、まだ信じられないや。あんなに怖こわいヤツに勝てたなんて……」

「これからも、どんな敵が現れたって、また勝てるわ！　あたしたちは、強いもん」

「……うん」

「あたしたち、まだ子供だもんね。これからもっと……大人になって、どんどん強くなるわ」

「うん……うん」

　嬉うれしそうな声を背中に感じながら、利菜は地上を見下ろす。

　胸が締しめつけられるように、痛んだ。

「もう──一人で逃にげられるよね？」

　爆ばく発はつによって荒あらされた地上に、数台の車が集まってくるのが見えた。

「え？　……な、なんだ、あの車。また特環か！」

「ううん、あたしを迎むかえに来たみたい」

　利菜は、下した唇くちびるを嚙む。

　どこまでも。

　どこまでも、逃げ続ける。

　そう言った利菜の気持ちに、偽いつわりはなかった。

　だが──それが不可能だということも、知っていた。

　この国で父の目から逃のがれる術すべはない。警察はもちろんのこと、国家機関であるかぎり、特別環境保全事務局という組織にも彼の影えい響きようがあることは予想済みだ。

　いや、そんなことよりも、利菜には逃げられない理由があった。

　母親の存在だ。

「あたし、家に帰らなきゃ」

　利菜は立ち上がり、腰こしについた砂を振ふり払はらう。

　一房もまた立ち上がり、利菜を見つめた。何かを言いたそうに、口ごもる。

「待ってる人がいるの。その人を置いてはいけないわ」

　母を残してはいけない──そんなこと、最初から分かりきっていた。

　せめて利菜のいない数日間で、母が父と決別する決意をしてくれていることを願う。

　屈くつ託たくなく笑う利菜を見て、一房が名残なごり惜おしそうに唇を嚙かんだ。だが決意を固めた様子で顔を上げ、笑う。

「ありがとう、利菜……利菜がいてくれたから、おれ……」

「また会えるかどうか分からないけど、がんばってね！　負けないで！」

「……うん！」

　利菜によって救われた虫憑つきの男の子が、晴れやかに笑った。







　利菜が車内に乗り込むと、ドアが閉まる音が鼓こ膜まくを揺ゆらした。

　彼女を乗せた高級車が、静かに水門を後にする。

「……」

　振り向いて水門を見ると、屋上で一人の男の子がこちらを見送っていた。話がややこしくなるため、彼にはそこで隠かくれているように頼たのんである。

　別れを告げた時、日比野一房は笑っていた。怯おびえきっていた時の姿が噓うそのようだ。

　こうして利菜はまた一人、救うことができた。

　今回は、虫憑きだった。

　それも──一度に二人も、救い出した。

　達成感と満足感で、胸がいっぱいだった。

　自由を手に入れた彼らは、これからも逃げ続けることだろう。

　どこまでも。

　どこまでも。

　そのことが嬉しくて、たまらない。

「お父様が仕事を切り上げ、お家うちに戻もどっておられます」

　運転手の言葉を聞いても、利菜は微笑ほほえみを崩くずさない。

　一房たちを救うことができたのだから、そんなことは関係なかった。

　ただ、怒いかり狂くるっているであろう父のもとへ向かう帰り道、利菜はひそかに拳こぶしを握にぎりしめた。

　何もかも、覚かく悟ごの上で家出をしたはずだ。

　それなのに利菜の心は沈しずみ、黒く淀よどんでいく。

「……」

　利菜は仮面のような微笑みとともに、再び鳥とり籠かごへと戻っていった。
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　赤牧市の街にそびえ立つ展望台は、赤牧スカイピアという名前らしい。

　よく前を通るが、つい先日、工事が終わったようだ。代わりに物々しいライトの取付け作業が始まったのは、開場までのイベントのためという。作業員に声をかけてみて知ったが、開場まで数日間、日ごとに違ちがう色の照明でタワーをライトアップするそうだ。

　成り行きでやって来たのだが、〝帽子屋〟は赤牧市が気に入っていた。

　国内でも有数の大都市だけあって、色んなもので溢あふれている。人や建物が詰つめ込まれた街は、毎日が変化に富んでいた。目立つことが嫌きらいな彼が溶とけ込むには、最高の環かん境きようである。

　趣しゆ味みの散歩をするにも、飽あきずに良い。

　赤牧駅の手前、大きな交差点を股またにかけた通路に、彼はぼんやりと佇たたずんでいた。

「おーい！」

　離はなれた場所で、小学生くらいの女子の集団が手を振っていた。

「ガッコでサッカーするんじゃなかったの？」

　知り合いに向かって声をかけているようだ。だが〝帽子屋〟の周りで呼びかけに答える者は、誰だれ一人としていない。「なによ！　ムシして」と女子たちが怒おこった顔をしていた。

　彼はぼんやりと佇んだまま、行き交かう通行人の顔を眺ながめ続ける。

「適度に追い回して任務を長引かせているうちに、中央本部の管かん轄かつにやって来てしまった時は失敗したと思ったが……ここは良いな。彼はしばらく、ここに留とどまってくれないだろうか」

　独り言は、彼のクセだった。

　人間観察に飽きた〝帽子屋〟は、ふらりと駅前から離れた。

「しかし気が弱そうな子だったから、そろそろ参ってしまいそうだな。どうしたものか」

　歩道橋を下り、歩道を歩く通行人の中に紛まぎれる。

　ビルの窓ガラスに映った自分の姿を見て、頭に載のせたアクセサリがズレていることに気づいた。帽子の形をしたそれを直し、ついでにシャツの襟えり元もとを正す。我ながら十七歳というわりには大人びた顔と喋しやべり方だと思うが、こればっかりはどうしようもない。

　喉のどが渇かわいたので、近くの喫きつ茶さ店てんに入ろうと思った。

「しばらく、放ほっておこうか。だが別の局員に見つかっても、面めん倒どうだなあ。それも中央本部に見つかってしまったら、彼などあっという間にやられてしまう。そうなると任務完かん了りようで西中央支部に戻らざるを得なくなってしまうし……難しいところだ」

　ぶつぶつと呟つぶやきながら、喫茶店を探す。

「いっそ中央本部に移い籍せきしたら、ずっとこの街にいられるんだろうか。しかし中央はなんとなくキナ臭くさいイメージがあるし、躊ちゆう躇ちよしてしまう。この手のぼくの直感は当たるんだ」

「お帰りなさいませ、お嬢じよう様さま！」

　……入る店をほんの少し、間違えてしまったようだ。

　いや、合っているのか。女の子ばかりの店員が皆みな、アニメのコスチュームに身を包んでいるが、いちおう喫茶店ではあるらしい。

「お一人様でよろしいですか？」

「はい」

　他人との会話だと言こと葉ば遣づかいが丁てい寧ねいになってしまうのも、彼の癖くせの一つだった。

　席に案内され、注文を済ませる。

「そうだな。中央本部は……西中央支部が……あれ？　何を考えていたんだっけ。──まあ、どうでもいいか」

　露ろ出しゆつ度どの高い店員のコスチュームを見て、思わず顔がニコニコとしてしまう。

　間違えて入った店だが、こういう嗜し好こうは嫌いではない。むしろ大好きだ。仲間に「見た目と話し方の割に、すこぶる俗ぞくっぽい」と言われる所以ゆえんは、こういったところにあるのだろう。

　少ない注文で三時間ほど粘ねばった後、彼は満足顔で会計を済ませた。

「皆さん、とても可愛かわいらしいですね」

「え？　あ、ありがとうございます」

　彼の言葉に、支し払はらいを受けた店員が頰ほおをひきつらせた。

　しまった。思わず声に出してしまったが、キモチワルかっただろうか？　気まずさをおぼえ、彼はさっさと店を出ることにした。「貴女あなたのほうが、綺き麗れいなんですけど……」と、店の中で先ほどの店員が誰かに言っていた。

　彼はまた、しばらくの間、散歩に興じることにした。

「しまったな。観ようと思っていた映画は、昨日までだったのか。失敗したな」

　映画館のタイムスケジュールを貼はったガラスに、がっかりした自分の顔が映った。うなだれた拍ひよう子しにズレてしまった頭のアクセサリを直し、ついでにネクタイも直す。

「仕方ない。別の映画にするか……いや、本屋に寄って雑誌で内容を確かめてからにしよう。ただでさえ本命を見み逃のがしてしまったのに、この上ハズレだったら目もあてられない」

　もし興味をひく映画がなかったら、ゲームセンターにでも行こうか。

　バーで一いつ杯ぱいやるのも良いかもしれない。車を借りてドライブでもしようか。赤牧市にやって来た時から気になっていた観覧車が、まだ完成していないのが残念だ。

「本屋、本屋……」

　赤牧市にやって来てからというものの、〝帽子屋〟はずっとこんな調子だった。

　独り遊びが大好きなのだ。

　他ほかの誰も気にすることなく、気にされることなく、自由気ままにやりたいことをやる。

　それができる今の自分は、誰よりも幸福だと思う。

「やあ！」

　歩道を歩いていると、スーツを着た見知らぬ男性に声をかけられた。

「家に帰るとこ？　もしかして、これからヒマだったりする？」

　なにげなく周囲を見回すと、何人かキャッチセールスが走り回っているのが分かった。人の多い交差点だから、その手の勧かん誘ゆうが多いのだろう。彼はやんわりと頭を下げる。

「すみません、今、急いでますから」

「そ、そっか。あ……あのさ、こういうの、興味ある？　良かったら、どうかな？」

「はあ、こういうのは好きです。良いんですか？」

「あ、ああ！　明日の夜だから！」

「ありがとうございます」

　受け取ったのは、立食パーティの招待券だった。ラッキーな贈おくり物に機き嫌げんを良くしたものの、男女のペア専用の券だと分かってがっかりする。あくまで〝独り遊び〟が好きでパートナーがいるはずもない〝帽子屋〟は、ポケットの中で券を握にぎりつぶす。

　まったく、この街は最高だ。

　独り遊びに退たい屈くつすることがない。

　標的の動向を把は握あくしているかぎり、彼はいつまでも気ままに遊んでいられる。

　たった一つだけ心配事があるとすれば、この街にはある〝恐おそろしい敵〟が潜ひそんでいるということだけだ。

　だが彼にはそんなこと、ちっとも関係がない。本来、赤牧市の中央本部の管かん轄かつだ。西中央支部に所属する自分がわざわざ対処するまでもない。

「ええと……ぼくは何をしようとしていたのだったか」

　特別環かん境きよう保全事務局、西中央支部所属、火種六号局員〝帽子屋〟。

　彼の本来の任務は、新たに発見された虫憑つきの捕ほ獲かく──もしくは危険と判断した場合、その虫憑きを殲せん滅めつすることである。

　現在も任務は続行中で、逃とう亡ぼうした虫憑きを追って、はるばる赤牧市へとやって来たのだ。

「そうそう、本屋だった。本屋はどこだろうか」

　標的の名前は、日比野一房。

　不安定なムカデに憑かれた、小学生の男の子だった。







　2. 01　The others




　独り遊びに浮うかれる〝帽子屋〟だったが、自らの任務を忘れたわけではなかった。

「……しばらくは、あの倉庫に引きこもっていてくれそうだな」

　夜の住宅街に、彼は佇たたずんでいた。

　感覚を研とぎ澄すませ、周辺に〝虫〟の存在を示す反応がないことを確かめる。

「ずっと、そうしておいて欲しいものだ。その間、ぼくは独り遊びを続けていられる」

　昨夜のことだ。

〝虫〟の反応を感じて駆かけつけると、彼のターゲットである日比野一房が、一人の女性を相手にムカデを出しているところだった。

　──ち、ちかづくな……！

　──なんと醜みにくい。ご心配なく、私は虫憑きなど、これっぽちも興味がないので。

　冷たく言い放ち、女は街外れにある倉庫を一房に紹しよう介かいした。会話を聞いていると、困っている一房を見つけて救いの手を差し伸のべるために現れたらしい。──その割に女の言動は、ずいぶんと気の進まない様子だったが。

　女はすぐにその場を去り、一房は半信半疑ながらも倉庫に向かった。そこで食料や生活用品を手に入れると、それきり引きこもってしまったというわけである。

「ムカデの子を助けた女の人は……気にしなくても良いだろうな。無関係の人間が彼に善意を送るという状じよう況きようは、想定の範はん囲い内だ。むしろぼくにとっては、お礼を言いたいくらいだな」

　あの倉庫は人目につかず、安全だ。一房はできるかぎり、そこに留とどまるだろう。

　標的にトドメを刺さしたりはしない。逃にがしもしない。行方ゆくえを把握しているだけで良い。

　そうしていれば、特別環境保全事務局から新たな任務を受けることもない。彼は標的を追つい跡せきするという名目で、その間は一つの街に留まっていられる。

「また当分の間は、この街で遊んでいられる。なんという幸福だろう」

　気き兼がねなく独り遊びができれば、彼はそれで良いのだ。特別環境保全事務局などという組織に、忠誠心など抱いだいているはずがない。

　少し前に桜架市で〝ふゆほたる〟という怪かい物ぶつが発生した時も、そうだった。

　彼はその時も今のように、ささやかな任務をわざと引き延ばしていた。そうでもなければ、〝ふゆほたる〟殲滅のための合同チームに召しよう還かんされ──全滅の巻き添ぞえをくっていただろう。異種一号の認定を受けた天変地異のような怪物に、自分ごときが敵かなうはずもない。

　現在の特別環境保全事務局は、〝ふゆほたる〟事件の後こう遺い症しようによって号指定の局員が著いちじるしく激減していた。新たな虫憑きの抑よく制せいが利きかなくなったことで、これからはある種の過か渡と期──虫憑きの大量発生が引き起こされることだろう。

　そもそも局員の手が足りない状況だからこそ、日比野一房のような弱い虫憑きが、いつまでも〝帽子屋〟以外の局員に見つからずに済んでいるといえる。

「もう一つの心配事も、動きはないようだな」

　彼のたった一つの気がかりである〝恐ろしい敵〟は、あいかわらずじっとしている。たまに様子を見に行っているが、動き出す気配はまだなさそうだ。早いところ中央本部が発見して、殲滅してほしいものである。

「ああ、いっそのこと、特環がぼくのことを忘れ去ってくれないだろうか」

　有り得ないことを呟つぶやき、〝帽子屋〟はこちらに向かって駆けてくる女の子に気づいた。

　綺き麗れいな顔立ちをした女の子は、彼の前で立ち止まった。

「……こんばんは」

「こんばんは、美しいお嬢じようさん。今すぐにつま先を返して、お家うちにお帰りなさい」

　彼はいつも通り、丁てい寧ねいな言こと葉ば遣づかいで言う。女の子が立ち去る素そ振ぶりがないため、忠告する。

「真夜中の散歩はとても危険です。見知らぬ相手に声をかけるなど、もっての外。人形のフリをした怪物にバクバクと頭をかじられてしまう前に帰りなさい。迷まい子ごなら、私が手をとってお家まで送っていってあげましょう」

「行きたいところがあるから、まだ帰らないわ」

「そうですか。それなら、他ほかには目もくれず、そこへ向かいなさい」

「あなたは、だれ？　あなたも迷子なの？」

　ピクリ、と彼は片方の眉まゆを持ち上げた。

「なぜ、迷子だと？」

「何日も前から、街を行ったり来たりしてるでしょ」

　しまった。

　彼には特別環かん境きよう保全事務局にも秘密にしている能力が、いくつかあった。〝虫〟の居場所を感知できる能力もそうだし、なるべく人に存在を気づかれないための能力もある。もしそれらの能力を知られたら、かなり高位の号指定を受け、困難な任務につかされてしまうだろう。

　なるべく自分の存在を人に憶おぼえられないよう、頻ひん繁ぱんに能力を使うようにしていた。

　だがその甲か斐いなく、目の前の女の子には、顔を憶えられてしまっていたようだ。

「それに──助けてほしそうな顔をしてるわ」

「っ……！」

〝帽子屋〟は目を剝むいた。

　顔を憶えられていたと知った時よりも、何倍も驚おどろいた。心臓が飛び出すかと思ったほどだ。

　それほどまでに驚きよう愕がくしたのは──彼女の言葉が、事実だからだろう。

　自分は、幸福だ──。

　そう思い込むことで、ずっと自分を騙だまし続けていた。

「そうですか。私は、そんな顔をしていましたか」

　あんまりといえばあんまりな不意打ちに、彼は泣きそうな顔をした。

　なぜ、見み抜ぬかれたのだろう？

　今まで誰だれ一人、彼の苦しみに気づいた者はいなかった。特別環境保全事務局にさえ、彼の心の悲鳴は悟さとられてはいない。

　二人はそれから、少しだけ話をした。

「どうして、分かったのですか？」

「なんとなく、わかるの。──あたしは、立花利菜」

「〝帽子屋〟といいます」

「かわいい名前ね。ねえ、どうしてそんなに悲しそうな顔をしてるの？」

「どうしても、願いが叶かなわないのです」

「願い？」

「私は、独りになりたいのです」

「ひとりぽっちじゃ、さみしくない？」

「私にとって、独りとは自由なのです。他人とは束そく縛ばくなのです。この束縛が頑がん丈じようで、なかなか逃げられない……私は自由に、気ままに、どんな存在にも囚とらわれることなく、この世界を闊かつ歩ぽしたいのです。ある組織に縛しばられている今の私は、首輪をつけたまま自由なフリをする滑こつ稽けいな飼い犬なのです」

「……」

「……」

「なんとか、できないの？」

「これが、なかなか難しいのです。矛む盾じゆんするようですが、独りの力では、なんとも……」

「じゃあ、あたしがてつだってあげる」

「……え？」

「今は、べつの用事があるの。それがおわったら、てつだってあげるわ」

　にっこりと笑う利菜につられ、〝帽子屋〟も微笑ほほえんだ。

　二度と会うこともないだろう。そう思って、自らの胸中を語った。

　こんな小さな女の子に何ができるとも思わなかったが──少し、救われた。

　ただの慰なぐさめとはいえ、助けてくれるという少女の言葉も嬉うれしかった。

「おやすみなさい、〝帽子屋〟さん」

「ええ、さようなら」

　女の子と別れた後も、〝帽子屋〟はその場に佇たたずんでいた。

　ただの通りすがりだからこそ、ただの幼い女の子だからこそ、鬱うつ積せきしていた胸の内を吐と露ろした。意外にもその効果は大きく、気分が晴れていた。

「不思議な子だったな。ぼくらしくもなく、愚ぐ痴ちってしまった。──むっ」

　しばらく余よ韻いんに浸ひたった後、ねぐらに戻もどろうとして、顔を上げた。

「この〝歪ゆがみ〟は……ムカデくんだな。何か起こったか」

〝虫〟の存在を感じ取り、彼はすぐさま倉庫に向かった。

　あっという間に街外れまで駆かけつけ、向かいの建物の上から倉庫内の様子を観察する。

「──どういうことだ」

　倉庫内に日比野一房がいるのは昨日と変わらずだが、もう一人の人ひと影かげがあった。

　先ほど道みち端ばたで会ったばかりの女の子、利菜だ。

「なぜ彼女が、日比野一房と……」

　状じよう況きようを冷静に分ぶん析せきしているヒマはなかった。

　一房がムカデを消し、利菜とともに倉庫を出たのだ。意気揚よう々ようと歩き出す女の子の後ろを、虫憑つきの男の子が躊躇ためらいながらもついていく。

「なんだ？　何が起こった？　どうなっているんだ？」

　何がなんだか理解できず、彼はぶつぶつと呟つぶやき続けた。

　たった一つだけ、分かったこともある。

　それは〝帽子屋〟がもう──この街で独り遊びができなくなったということだった。







　日比野一房と立花利菜はその日のうちに、赤牧市を脱だつ出しゆつした。

　あの二人がなぜ合流し、ともに旅立ったのか。

　その理由が分からないまま、〝帽子屋〟は彼らの跡を尾び行こうする羽目になった。小学生の歩ほ幅はばによる逃とう亡ぼうを監かん視しするのは至し極ごく容易だったが、疑問を解決できずにいるのは苦痛だった。

　何よりもお気に入りの街から、こんなにも早く引き離はなされたことにがっかりしていた。

　唯ゆい一いつの慰めは、赤牧市に潜ひそんでいたあの〝恐おそろしい敵〟に二度と近づかずに済むということだけだ。だがそれにしても──標的の唐とう突とつな行動が、不可解すぎる。

「乗り物を使う気は、ないのだな。まるでお嬢じようさんまで、何かから逃にげているみたいだ」

　二人の子供は、川沿いの土手を延々と歩いていく。

　その足取りは遅ち々ちとして、尾行しているはずの〝帽子屋〟がうっかり追い越こしてしまいそうなくらいだ。疲ひ労ろうしきった一房の歩行速度に合わせているため、なおさら遅おそい。

　一定の距きよ離りを保ち、〝帽子屋〟は尾行を続けた。

　そして、三日目の明け方。

　ポンプ小屋から、こっそりと姿を現す小さな人影に気づいた。利菜だ。

　利菜が朝あさ靄もやに包まれた川沿いを歩き、土手を降りる。一房はまだ小屋に残っているはずだ。

「……？」

　一体、どこへ行くのだろう──その疑問は、すぐに解けた。

　利菜が目指しているのは、川のそばにある住宅地だったからだ。しかも、まっすぐにこちらに向かってやって来る。

「特別環かん境きよう保全事務局さん？　ちかくにいるんでしょ？」

　さて、どうするべきか。

　ある民家の茂しげみの中で仮か眠みんをとっていた〝帽子屋〟は、とるべき行動を考える。

　答えは、すぐに出た。

「特環、という略りやく称しようがあります。その長ったらしい呼び方は面めん倒どうでしょう」

　茂みの中から姿を現した彼を見て、利菜が目を見開いた。だがすぐに微笑む。

「〝帽子屋〟さんだったのね」

「驚おどろきましたか。いいえ、あまり驚いてはいないようですね」

「だってカズフサと〝帽子屋〟を見つけたのが、同じ頃ころだったもの。なっとくがいったわ」

「尾行に気づいていたのですか」

「あたし、するどいの」

「そのようですね。驚かされたのは、こちらのほうです」

　たかが小学生に尾行を悟さとられたことを、己おのれのミスだとは思わなかった。それほどまで目の前にいる立花利菜は、聡そう明めいさに溢あふれていた。よほどの英才教育を受けて育ったのだろう。

〝帽子屋〟が姿を現したのも、それが理由だった。

　まだ若いとはいえ、利菜は賢かしこい。身を隠かくして尾行を続けるよりも、警告をして立ち去ってもらったほうが手っ取り早いと考えたのだ。

　朝靄が立ちこめた住宅街の角で、〝帽子屋〟と利菜が向かい合う。

「私は、特別環境保全事務局です。日比野一房に憑ついた不安定な〝虫〟を殲せん滅めつするのが、私の使命です」

「〝虫〟をころされたら、感情も記き憶おくもない欠落者になるって噂うわさできいたわ」

「その通りです。──貴女あなたはどうして、日比野一房のそばにいるのですか？」

「困ってるみたいだったから、たすけてあげるの」

「……なんというか、その、もっと複雑な事情があるのかと悩なやんでいました。まさか、そんなたった一言で解決してしまうような理由だったと知って驚きを隠せません」

「えっ、おどろいてるの？　ホントに？」

「これでも本当に驚いています。──どうやら思い違ちがいだったようですね。貴女はもっと賢い子供だと思っていました。行きずりの虫憑きを助けようだなんて、なんて命知らずな」

「カズフサにも、バカって言われたわ。──でもいつまでたっても追いかけてくる人が襲おそいかかってこないから、コウショウのヨチはあると思ってたわ」

　胸を張る利菜に対し、〝帽子屋〟はギクリとした。

　眼前の少女は、敵と交こう渉しようしようとしていたらしい。自分が思い違いをしていたというのなら、利菜は想像以上に抜ぬけ目のない相手だったようだ。

「警告します。今すぐに一人でお家うちに帰りなさい。さもないと──」

「カズフサを使って、〝自由なフリ〟をしてたのね？」

〝帽子屋〟は、絶句した。

　先制攻こう撃げきを試みて、カウンターパンチを喰くらってしまった。それも華か麗れいで鋭するどい一撃だ。不覚にも以前に彼女に語ってしまった〝弱点〟を、ものの見事に貫つらぬかれた。

「最初から、ふしぎに思ってたの。だってカズフサは敵のことをすごく強いって言ってたのに、そんなに強い相手から何度も逃げてきてるんだもの。そんなの、ムジュンしてるわ」

「……」

「あなたが言ってた首輪って、特環のことだったのね。あなたは特環から自由になりたがってるんだわ」

「……」

　真実を確実に抉えぐっていく利菜に対し、〝帽子屋〟はある種の恐きよう怖ふを感じていた。

　ゆっくりと持ち上げた右手に、彼の〝虫〟であるシー・エレガンスが生まれた。皮ひ膚ふの下を蠢うごめく黒い線虫を、眼前の少女に向かって近づける。

　この女の子は、危険だ。

　何がどう危険なのかは、分からない。だがこれまでに何度も死線をくぐり抜けていた彼は、危険に対して敏びん感かんだ。

　今はまだ普ふ通つうの人間で、幼い子供にすぎない。

　だが立花利菜が成長した時──彼女のことはきっと、誰だれにも止められなくなる。

　そう、彼女自身で自じ滅めつでもしないかぎり、決して誰にも──。

「よかった」

　にっこりと微笑ほほえむ利菜を見て、〝帽子屋〟は凍こおりつき、動きを止めた。

　独りになることを望み、他者による干かん渉しようを受けることが大だい嫌きらいなはずの自分が、信じられないことに──その美しい笑え顔がおに見とれてしまっていた。

「これであなたを、たすけられるわね」

「……？」

　利菜が語ったのは、ある〝サクセン〟だった。

　金かな縛しばりにあったように身動きもせずに、〝帽子屋〟はその話を聞き届け──。

「ね？　これなら、イケるでしょ？」

　なんという、子供じみた考え。

　なんという、浅はかな計画。

　だが、そんな子供だましのような〝作戦〟が、彼を救ってしまった。

「は、はは……」

　乾かわいた笑い声が、喉のどの奥から漏もれた。

「私は……ぼくは……これで、独りになれるのか……」

　潤うるんだ瞳ひとみで見つめる〝帽子屋〟に対して──。

「いけるわ！　あたしたちなら、できる！」

　利菜が堂々と、Ｖサインを突つきつけた。







　利菜の考えた〝サクセン〟は、そのようにして実行された。

「──うあああっ！」

　少女に水門から突き落とされ、〝帽子屋〟は地上に向かって落下していた。

　間かん一いつ髪ぱつ、ムカデに救われた利菜が、手元でこっそりとＶサインを作っていた。

　──さよなら、〝帽子屋〟さん。

　口だけを動かし、そう言っているのが分かった。

　地面に落下する直前、〝帽子屋〟もまたこっそりと笑みを浮うかべていた。

「ぐあっ！」

　水流が制限された川底に激げき突とつする。だがとっさに能力を使い、衝しよう撃げきを完全に殺していた。彼の能力は本来、こういった場合にこそ真価を発揮する。

　彼は気絶したフリをして、水流の少ない地面をゴロゴロと転がっていく。

「……」

　こっそりとまぶたを開いて頭上を見ると、利菜と一房が手を取り合って喜んでいた。

　利菜が考えた作戦は、呆あきれるほど単純明快なものだった。

　彼、〝帽子屋〟が一房を襲おそい、倒たおされたフリをする──たった、それだけだ。

　遠方に見える水門で、利菜が彼を突き落とすというシナリオだ。

〝帽子屋〟は虫憑つきの捕ほ獲かくに乗り出したものの、返り討うちに遭あい死亡した。特別環かん境きよう保全事務局に、そう思わせるのである。たとえ不ふ審しんに思って刺し客かくを送られたとしても、特環に捕つかまった当時ならともかく、訓練を積んだ今の自分なら、当分は逃にげることができる。

　その間に一房が別の局員に捕まれば、幸運だ。一房は彼を倒したと思い込んでいるため、その証言が彼の〝死〟を特環に信じ込ませてくれる。

　もっとも利菜は、一房が捕まらないことに賭かけていた。あの弱気な虫憑きに自信をつけさせるのが目的なのだろう。

　もし〝帽子屋〟が直接、一房に狂きよう言げんを申し出たとしても、うまくはいかなかったろう。弱気なままの一房はすぐに別の局員に捕獲され、尋じん問もんの末に彼の死が偽いつわりであることを明かされていたに違ちがいない。そうすれば彼は永遠に特環の追っ手に悩なやまされることになる。

「ふふ……は、はは……」

　はるか下流に流されたところで、堪こらえきれずに笑みがこぼれた。

　川岸で身を起こし、土手に立つ。

　水を滴したたらせて顔を上げて見た世界は、昨日までとはまるで違って見えた。

「自由……自由なんだ……ぼくは……本当に……」

　こんな子供だましで、本当に自由への扉とびらを潜くぐり抜ぬけてしまった。実は一房と戦っている間も、緊きん張ちようと高こう揚よう感で下手くそな演技しかできなかった。

「ありがとう……ありがとう……」

　立花利菜という小さな女の子に、心から礼を言う。

　生まれてはじめての感動に嗚お咽えつが漏れ、涙なみだが溢あふれ出した。

「ぼくはやっと、自由を……」

　夕焼けに照らされ、とめどなく涙を流す〝帽子屋〟の耳に、小さな音色が聞こえた。

　かすかな、オルゴールの音色だ。

〝帽子屋〟は両目を見開き、勢いよく振ふり返る。

「……！」

　大きな夕日を背に、こちらに向かって近づいてくる影かげがあった。

　ぎこちなく、不自然な動きで──しかし、もの凄すごい速度で近づいてくる。

「ど、どうして──」

　歓かん喜きの余よ韻いんのせいで、気持ちを切り替かえるのが遅おくれた。

　愕がく然ぜんと佇たたずむ〝帽子屋〟の視界に映ったのは、オーバーオールに身を包んだ小こ柄がらな人形。

　空中に浮ふ遊ゆうした棒のようなもの──細長い〝虫〟から伸のびた糸によって吊つるされた、白い顔のパペットだった。

　子供たちがその不気味な操あやつり人形を、ロッコと呼んでいることを彼は知っていた。

　なぜなら彼は、〝恐おそろしい敵〟であるそれを、ずっと気にかけていたのだから。

「まさか、ずっとぼくのあとを尾つけて──」

　オルゴールの音色に乗って、操り人形が猛もう然ぜんと迫せまり来る。

　とっさに彼は両手に黒い線虫を生み出すが、間に合わなかった。高々と跳ちよう躍やくして急接近したロッコの手が、彼の腕うでを弾はじき飛ばす。

「っ──」

　カクリ、と。

　ぎこちなく首を傾かしげる人形の腕が、束つかの間の自由に心踊おどらせた〝帽子屋〟の胸を貫つらぬいた。
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　数日ぶりに家に帰った直後のことは、はっきりとは憶おぼえていない。

　怒ど鳴なる父と、泣きながら利菜に抱だきつく母。あんまり大きな声なので父が何を怒鳴り散らしているのか、よく分からなかった。母もろとも殴なぐられ、蹴けられた。

　母が必死に利菜をかばってくれたが、咳せきをして、なかなか起き上がらなかったのが気になった。どこか身体からだの調子が悪いのだろうか？

　しつこく父が何かを訊きいてきたが、利菜は黙だまって彼を睨にらみ続けて答えなかった。何度か殴られたが、取り巻きや警察関係者に止められ、ようやく気が鎮しずまった様子だった。

　父は警察関係者らしき中年男たちといっしょに、どこかへ行った。警察以外にも、目つきの鋭するどいスーツ姿の人々もいた。もしかしたら特別環境保全事務局の関係者かもしれない。一人ひとり娘むすめの家出という事件は、父のイメージに関かかわるスキャンダルだ。金と権力を使って、全力で隠いん蔽ぺい工作を行うことだろう。

「お母さん、だいじょうぶ？」

　利菜が母に呼びかけると、彼女は殴られた場所ではなく、胸を押さえながら身を起こした。

「利菜は……大だい丈じよう夫ぶなの？　本当に、心配したわ」

　こんな時でさえ母は我が身ではなく、利菜の心配をしていた。

「あなたがいなくなったら、どうしようかと……私には、あなたしか……」

　利菜にすがりつく母を見下ろして、理解する。

　いや──本当はずっと前から、分かっていた。

　母もまた、利菜に救いを求めているのだ。自らの境きよう遇ぐうから救い出してくれるのが利菜しかいないことを知っているからこそ、利菜を守ってくれている。

「あたしは、へいき。ごめんね、お母さん」

　利菜の屈くつ託たくのない笑えみを見て、母は安心したようだった。やっぱり身体の調子が悪い様子の母を寝しん室しつに送ってから、利菜は自分の部屋に戻もどった。

「……」

　自室に戻るなり、ベッドに倒たおれ込む。母からもらった熊くまのぬいぐるみに、顔を埋うずめる。

　母が父と別れる決意をしていなかったことに、落らく胆たんしていた。利菜が帰ってこなくても、ずっと彼女の帰りを待ち続けていたかもしれない。

　何も変わらない。

　家出をする前と、利菜の鳥とり籠かごは何も変わっていなかった──。

　ぼんやりとした頭をはっきりさせるのに、しばらくかかった。

　ようやく冷静な思考能力が戻ってきた頃ころ、ドアが開いた。

「利菜さま」

　三ヶ島万の声だ。

「あれほど虫憑つきなどと関わらないでくださいと言ったのに、どうして──」

　利菜が身を起こして振り返ると、家庭教師の大学生が顔面を蒼そう白はくにさせた。

「あ、あああ……な、なんということ……」

　全身、傷だらけ、泥どろだらけの利菜を見て、家庭教師がぶるぶると震ふるえた。

「ああ、これ？　名めい誉よのクンショーよ。あの糞くそ親父おやじに殴られたところもあるけど」

「信じられない……あ、あれほど美しかった利菜さまが……」

「ねえ、きいて！　あたし、虫憑きをたすけてあげたのよ！　それも、一度に二人も！」

「ち、近づかないでください！」

「なによ、そんな顔することないじゃない。ねえ、きいてってば！」

「ひいっ！　や、やめてください！　ああ、なんと惨むごい……私が何をしたというのですか……天使も恥はじらう利菜さまの面おも影かげもない……私から利菜さまを取り上げるだなんて、神さまはなんと無む慈じ悲ひなのでしょう」

「利菜ならここにいるわよ、ホラ。ちゃんとこっちを見て」

「私の目を腐くさらせる罠わななのでしょう、この薄うす汚ぎたない悪あく魔まめ……美しい利菜さまを返してください」

　部屋の隅すみっこで身体を丸めてすすり泣く三ヶ島を見て、利菜は嘆たん息そくした。

　小さな窓を振ふり返ると、真っ赤な夕焼けが空に浮うかんでいた。

　昨日までは、どこまでも続く空に浮かぶそれを見ていた。

「あ、ロッコだわ。どこからか戻ってきたみたいだけど……三ヶ島、彼女はずっと公園にいなかったの？」

「さあ……いたような、いなかったような……どうでもいいですよ、そんなこと……」

　投げやりに答え、三ヶ島がふらりと立ち上がった。

「私はお暇いとまを頂こうと思います。二度と会うこともないでしょう。ごきげんよう」

「ねえ、三ヶ島。ロッコがおなか空すいてそうよ。差し入れを持っていってあげて」

「自分で持ってったらどうです？」

　冷めきった顔で言い放つ三ヶ島の袖そでを摑つかみ、引き止める。

「ねえ、それならこれで最後！　ね？」

「あなたは一体──何をしているのです？」

　三ヶ島が振り向き、顔をしかめた。

「自らの身を削けずり、自ら苦難に飛び込み、美しい姿を失ってまで、なぜ赤の他人を救おうとするのです？」

　その問いかけに、利菜は顔を強こわばらせた。

　救いを求めている人が分かるから、それを助ける。それは人として当然の行こう為いだ。

　なぜ救いを求めている人の気持ちが、分かるのか──。

　その理由に、利菜は薄うす々うすと気づき始めていた。

「おねがい、三ヶ島」

　にっこりと笑い、懇こん願がんする。三ヶ島が嘆息した。

「まあ、いいですよ。どうせ、これが最後の仕事ですから」

　嫌いやそうに眉まゆ根ねを寄せながら言い、家庭教師が部屋から出て行った。

　利菜が窓の外を見ると、人気のない公園でロッコが踊おどっていた。近くにいけばオルゴールの音色が聞こえることだろう。

　顔を上げて遠方を見ると、利菜が一房とともに歩いた川沿いの土手が見えた。

　川の上流は、どこまでも先へ延のびている。

　どこまでも。

　どこまでも。

　そう思ってずっと遠くへ逃にげたつもりだったのに、利菜を乗せた車はたった数時間で、家まで辿たどり着いてしまった。

　利菜は唇くちびるを嚙かむ。

　日比野一房と〝帽子屋〟は、自由を手に入れた。

　利菜が、彼らを救ったのだ。

　だが、利菜自身は──この堅かたくて狭せまい檻おりから、逃のがれられない。

「……」

　部屋から見える夕日を、忘れまいと思い、ノートを取り出す。

　エンピツを走らせ、目に見える光景を描えがいていく。

　小さな窓から見える真っ赤な太陽は、利菜の心を揺ゆり動かす。

　いつか。

　いつか、きっと──。

　そう強く願い続けているかぎり、利菜は誰だれだって救うことができる。

　救いを求める人の心の悲鳴を、聞くことができる。

　利菜の中にある、本当の、自分自身の心の悲鳴と共鳴することで、はっきりと感じることができる。

「いつか、あたしも……」

　窓から見える景色を切り取って写す手が、ぎゅっと力を込こめて握にぎりしめられた。













　3. 00　A PUPPETEER




　赤牧市の住宅街にある公園で、ロッコは踊り続けていた。

〝邪じや魔ま者〟は、排はい除じよした。

　街で見かけた時から、あの小こ綺ぎ麗れいな格好をした優やさ男おとこを目め障ざわりに思っていたのだ。

　あの男はロッコのことを、早い段階で危険な人物であると判断したようだ。頻ひん繁ぱんに彼女の行動を監かん視ししていたようだが、ロッコのほうもいつ彼を殺してやろうかと機を窺うかがっていた。

　特別環かん境きよう保全事務局という組織のことは、以前から知っていた。その中でもあの男は抜ぬけ目なく、隙すきを見つけるのが難しかったのだが──なぜだか馬ば鹿かみたいに泣きながら笑っているところに、不意打ちをかけることができた。今いま頃ごろは地じ獄ごくで思う存分、笑い続けているだろう。

「ママー、お人形さんー」

「あらあ、いなくなっちゃったと思ってたのに、戻もどってきたのねえ」

　オルゴールの音色にのって、ロッコは踊り続ける。

　昼も夜も、寝ねる間を惜おしんで踊り続ける。

　観客は大勢いた。通りすがりの住民はもちろん、すぐ近くの保育園からは、保育士や親に連れられた子供たちがよく見学にやって来る。

　ジャグリングや玉乗りは、子供たちの大好物だ。鋭するどいナイフを放ほうり、大きな玉の上で逆立ちをすると、子供たちは目を輝かがやかせて笑った。

「子供タチハ皆みな、ワタシノエサ──ヒトリ残ラズ食ベツクス──バクバクト音ヲ立テテ、頭カラカジッテヤル──サア、モットコッチヘ──」

　ただし歌を歌いながらのアニメーションダンスは、不評だった。ぎこちない動きで歩み寄ると、大たい抵てい一人くらいは子供が泣きそうな顔をしてしまう。操あやつり人形を真似まねた踊りは、ロッコの最も得意とする芸なのに、残念だ。

　テレビ局の取材がやって来たこともあった。カップルや夫ふう婦ふが足を止め、仲なか睦むつまじく身を寄せ合いながらロッコを見ることもある。大人たちは気前よく、無造作に置いた缶かんに見物料を払はらっていってくれた。

　だがやっぱり、子供が一番だ。

　彼らは、ロッコの餌えさだから。子供だけが彼女の空腹を満たしてくれる。

「子供タチハ皆、ワタシノエサ──ヒトリ残ラズ食ベツクス──」

　踊り続けるロッコの前を、人々が通り過ぎる。たまに何人かが足を止めて彼女の芸に拍はく手しゆし、いくばくかの小銭を缶に放り込む。

　夜になると、遠くに見えるタワーが鮮あざやかにライトアップされた。子供連れの母親たちの会話からすると、じきに開場されるらしい。逆立ちもできないようなライバルに客をとられぬよう、ますます芸を磨みがかなければ、とロッコは思った。

　スカイピアは綺き麗れいだが、夜の住宅街は寂さびしいものだ。

　人通りもなくなり、ロッコは一人で踊り続ける。

「バクバクト音ヲ立テテ、頭カラカジッテヤル──サア、モットコッチヘ──」

　だが、まったく観客がいないわけではない。

　すぐ近くにある三階建ての建物から、いつも女の子が一人、ロッコを見下ろしていた。

　その女の子の家庭教師という女が、たまにロッコのもとへ食料を持ってきてくれる。

「よくもまあ、そんなくだらないことを続けていられますね」

　その日もやってきた家庭教師は、不ふ機き嫌げんだった。何か嫌いやなことでもあったのか、放り投げるようにして食料をロッコにぶつける。

「恵めぐんでやるのは、これで最後です。ああ、お礼はけっこうですよ。不本意ながらやっているだけにすぎないので」

　ロッコはオルゴールの音色に乗せ、踊り続ける。

「はあ、しかし家庭教師をやめるとなると、生活費が……大学の授業料も……俗ぞく世せはなんとわずらわしいんでしょう……利菜さまさえいてくれれば、他ほかには何もいらなかったのに……」

　自殺でもしかねない顔色でブツブツと呟つぶやきながら、家庭教師が去っていこうとした。

　後ろからボールを投げつけてやる。見事に後頭部にヒットし、女が転てん倒とうした。

「こ、このっ……！　卑いやしい芸人ふぜいが……地獄に墜おちなさい！」

　捨て台詞ぜりふを残して去っていく女を、カタカタと口を動かして笑い飛ばす。

　顔を上げると、いつもの窓から、利菜というらしい女の子が感心した様子で手を叩たたいていた。

　違ちがう、そんな顔ではないのだ。

　いつもそこにいる小窓の令れい嬢じようは、ロッコにとって極ごく上じようの獲え物ものだった。彼女が齧かじりつきたいのは、そんな顔をした女の子ではない。

　いつか、喰くらってやる──。

　心中でほくそ笑えみながら、ロッコは踊り続ける。

　夜が明け、朝になり、太陽が傾かたむいていき、やがて夕焼けが街を染める。

「こんにちは、ロッコさん」

　一人の小さな女の子が、ロッコのもとへやって来た。

　ロッコが一番目をつけている女の子、利菜だ。

「家を抜け出してきちゃった。しばらく外出禁止なんだけど、家の人もきっと、こんな時間に抜け出すとは思ってないはずだから。糞くそ親父おやじもスカイピアに首ったけで家にいないし」

　勝手に自らの事情を語り、利菜はロッコの踊りを眺ながめる。

　チャンスだ──。

　今、公園に他の観客はいない。ロッコと利菜の二人きりである。

　その時に備え、まずはジャグリングで様子を見た。次に玉乗りをしてみせる。

　だが利菜はじっとロッコを見つめるだけで、表情を動かさなかった。

「子供タチハ皆、ワタシノエサ──ヒトリ残ラズ食ベツクス──」

　アニメーションダンスに移り、ロッコは操り人形のような動きで、ゆっくりと利菜のもとへ近づいていく。

「バクバクト音ヲ立テテ、頭カラカジッテヤル──サア、モットコッチヘ──」

　歌いながら接近する。そして──。

「キミハ、トテモ、オイシソウ」

　利菜の間近に迫せまったところで、カパッ、とロッコは大口を開けた。

「──あたしを食べるの？」

　ロッコは動きを止めた。オルゴールの音色だけが、変わらず響ひびき続ける。

「いつかたすけてあげるって、約束したよね」

「……」

「ロッコ、まだたすけてほしそうな顔をしてる。あたしに、どうして欲しいの？」

　おとなしく、喰われてしまえ。

　そうすれば、ロッコは救われる。やっと満腹になることができる。

「タベテヤル──タベテヤル──」

　歌いながら、ロッコが再び動き出そうとした時だった。

「利菜さま」

　家庭教師の女が、公園に姿を現した。家庭教師をやめるとか言っていたが結局、続けているのだろうか。

「お家うちにお戻もどりください」

「だいじょうぶよ、三ヶ島。もうちょっとなら、バレないわ」

　利菜に歩み寄り、三ヶ島が小声で何かを告げた。

「お母さんが……？」

　目を見開き、利菜が身を翻ひるがえした。ロッコには目もくれず、自宅に向かって走り出す。三ヶ島もロッコを一ひと睨にらみしてから、去っていった。

　オルゴールの音色が、寂さびしく公園に響いていた。

　救急車のサイレンが近づき、ちょうど利菜の家があるあたりで音が止まった。

「タベテヤル……タベテヤル……」

　せっかくの好機を逃のがしてしまったロッコは独り、踊り続ける。獲物を取り逃がしたせいで、ますます空腹が辛つらくなってきた。

　あとどれくらい、踊っていられるだろう？

　踊おどり続けるロッコの頭の上を月が流れ、太陽が浮うかんでは沈しずんでいく。

　遠方にそびえるスカイピアが、赤、青、黄色と夜ごとに色を変えて光り輝かがやいていた。

「お人形さん、かわいー」

「えー、きもちわるいよ」

「立花先生の奥様のお葬そう式しき、今日だったんでしょう？　まだ若いのにかわいそうに……」

「旦だん那な様はまだ、式に来られてないそうよ？　ほら、もうすぐスカイピアの開場だから──」

　オルゴールの音色にのって踊るロッコを、保育園の帰りに立ち寄った親子が囲んでいた。

　今日はやけに、黒い自動車が通る日だった。公園の前を走っていく自動車に乗った人々は皆みな、喪も服ふくに身を包んでいた。

　ジャグリングをしながら、ロッコは顔を上げた。

　いつもそこからロッコを見ていたはずの、小窓の令嬢が姿を消していた。ここ数日、ちっとも窓の外に顔を出していない。

　お目当ての餌えさが姿を消してしまったせいで、ロッコの空腹は進むばかりだ。

　夕日の色が濃こくなった頃ころ、親子連れが次々と去っていった。手を振ふる子供たちに向かって、ロッコは機械的な動きで両手を振り返す。

「……？」

　最後に残ったのは、小さな女の子だった。

　親らしき人物はない。女の子はロッコと二人きりになると、ニコニコしながらこちらへ歩み寄ってきた。無造作に、小さな手を差し出してくる。

「タベテヤル──タベテヤル──」

　何かくれるのだろうか？　ロッコは身を屈かがめて女の子の顔を覗のぞき込み──。

「タベ──」

　女の子の髪かみから飛び出した、小さな帽ぼう子しのアクセサリに気づいた時には遅おそかった。

　小さな手に隠かくし持っていたナイフが、ロッコの腹に突つき刺ささっていた。

「っ……！」

　痛みと脱だつ力りよく感に襲おそわれ、ロッコはがくりと膝ひざをつく。

　ニコニコと笑う女の子の頭から、帽子のアクセサリが舞まい上がった。空中で風船のように膨ふくらみ、すっぽりと女の子を覆おおい隠してしまう。無数の複眼が浮かび上がった巨きよ大だいなシルクハットの表面が、ぼこっ、ぼこっ、と不気味に蠢うごめく。

　そして再びシルクハットが飛び上がり、元の大きさに戻ると──。

「安心しました。油断を知らない本当の人形だったら、どうしようかと思っていたのです」

　震ふるえる顔を持ち上げたロッコの前に現れたのは、小こ綺ぎ麗れいなシャツに身を包んだ少年。

　特別環かん境きよう保全事務局、〝帽子屋〟だった。







　3. 01　The others




　なぜだ？

　確かに、殺したはずだ。

　この手で彼の身体からだを貫つらぬいたのだから、間ま違ちがいない。

　ロッコは信じられない思いで、眼前に立ちはだかる〝帽子屋〟を見上げた。

「人形でも、驚おどろくのですね。ご覧の通り、残念ながら私は死んでいません。なにしろ──」

　少年が言い、自らの胸に黒い線虫を浮かべた手をあてる。

　ぐにゃり、と──〝帽子屋〟の胸が、洋服ごと手に引っ張られて穴が開いた。

「私の能力は物質操作系で、あらゆるものを軟なん化かさせることができるのです。縮めたり伸のばしたり──極限まで凝ぎよう縮しゆくしてエネルギーを一点に集めることで、爆ばく発はつさせることもできる。それに加えて、ある程度の分断と結合もできるのです」

　胸を元に戻もどし、〝帽子屋〟が苦く笑しようした。

「とはいえ、危なかった。貴女あなたに貫かれた胸を結合するには時間がかかりましたから。──虫憑つきを殺すつもりなら宿主を狙ねらうほうが確実ですが……私にかぎっては、〝虫〟のほうを狙うべきだったのですよ、ロッコさん」

　ロッコは唇くちびるを嚙かみ、腹に突き刺さったナイフを摑つかんだ。

「やめたほうがいいですよ。傷は内臓まで達してます。引き抜ぬいたらショックで死ぬのを早めるだけです」

「……！」

「貴女は〝恐おそろしい敵〟でした。私の変身能力を見み抜ぬいたのは、貴女が初めてなんです。特環にも秘密にしてあるのに」

　ロッコは冷たい汗あせで濡ぬれた顔で、〝帽子屋〟を睨にらみつけた。

　見抜けないはずがない。

　ロッコは誰だれよりも、子供たちの顔を見てきた。彼らは純じゆん粋すいで、無む垢くだった。

　それなのに──この街に来てから、ごくたまに子供の中に〝怪かい物ぶつ〟が潜ひそんでいたのだ。そいつは子供の形をしていたが、目つきが全く違っていた。他ほかの子供たちに紛まぎれ、底知れない暗い双そう眸ぼうでロッコを監かん視ししていたのだから。

　ある時、こっそりとその〝子供もどき〟を追いかけると、今の姿である少年に変身したことで、ロッコはそいつが危険な存在であると判断した。

「──私は、独り遊びが大好きなんです」

　世間話をするかのような軽い口調で言い、〝帽子屋〟が目を細めた。

　自分を見つめる双眸を見返し、ロッコの背筋が凍こおった。

　優やさしげな目つきとは裏腹に、その瞳ひとみはどす黒く、欲望にまみれていた。純粋な子供たちの目とは正反対の、邪じや悪あく極きわまりない目だった。

「あの子、立花利菜のおかげで、特別環境保全事務局からは逃のがれることができました。あの子は、素す晴ばらしい。本当に救われた気分です」

　立花利菜。ロッコが目をつけていた女の子、利菜のフルネームだろう。

「だから……この私、〝帽子屋〟の存在を認にん識しきしているのは、あと二人だけでした。そのうちの一人が貴女なのです」

「──」

「二人にこの世から消えていただけば、一安心です。でも、まだ完かん璧ぺきじゃない。──人と人とのつながりは面めん倒どうなもので、誰もが何かしら他者とのつながりを持っている。家族や友人、学校や会社、ただのご近所さんに至るまでネットワークというものがある。そんなものがあると、どこにも所属していない私は逆に、目立ってしまう……それではいけない」

　奥歯を嚙みしめるロッコの口の中に、血の味が滲にじんだ。

「やっと自由になれたことで、それを始める決意ができました。いえ、日ひ頃ごろから誰かに化けて行動していたのは、自らの存在を隠すためではなく……無意識に、その〝準備〟をしていたのかもしれません」

「──」

「私が完全に独りになるには、人と人のつながりというものを断ち切るしかない。私があらゆる人に化け、あらゆる存在になりすましたらどうでしょうか？　人々は疑ぎ心しん暗あん鬼きになり、目の前にいる人間が本当に、自分の記き憶おくにある人間と同一人物なのか分からなくなる。そうすれば──人と人のつながりなど、消えてなくなるでしょう」

「コロス──コロス──」

　ロッコは掠かすれた声で、繰くり返す。

「貴女は私のやろうとしていたことに気づいていた。だから私を殺そうとしたのでしょう？」

　そう、ロッコは気づいていた。

　子供に化ける〝怪物〟が現れて以来、人々の表情が暗くなっていたからだ。公園を訪おとずれる人々だけでも、人違い、記き憶おく違い、そんな単語を使って口論する人々が増ぞう殖しよくしていた。

　ロッコを見に来る子供たちの中にも、不安そうな顔をする子がいた。

　全すべて、〝帽子屋〟の仕し業わざだったのだ。

　彼は街のいたるところで住人に化け、実験をしているのだと思った。ロッコは恐ろしい野望を防ぐために、彼を殺すしかないと考えた。

　世界中の誰もが疑心暗鬼に陥おちいるなど、起こってはならない。もしそんな野望が実現してしまえば、この世界がどうなってしまうか、想像もつかなかった。

「私は、人と人のつながりなど、必要ない。独りになりたい──それが私の夢です」

「──」

「貴女あなたはきっと、私とは対照的な夢を持っているのでしょうね」

〝帽子屋〟が、嗤わらった。

　ロッコの、夢──。

　幼い頃ころに外国のフェスティバルで迷まい子ごになり、ある大道芸人に助けられた。言葉が通じずにパニックになる彼女に向かって、その芸人は言ったのだ。

　スマイル──笑って、と。

　言葉は違ちがえども、笑顔は世界のどこに行っても変わらない──。

「子供タチハ皆みな、ワタシノエサ──ヒトリ残ラズ食ベツクス──」

　痛みと出血で、意識が朦もう朧ろうとした。譫うわ言ごとのように繰り返す。

「子供タチノ笑え顔がおヲ、タベテヤル──ヒトリ残ラズ、子供ノ笑顔ヲ──」

　子供の笑顔は、どこの国でも変わらない。一つ笑顔が生まれれば、もう一つ、また一つ、別の場所で笑顔が増えていく。

　世界中の子供を、一人残らず笑わせる。

　それが、ロッコの夢だった。

「私たちは、天敵だったのですね」

　笑顔は世界共通だ。どんな人と人だって、繫つなぎ合わせることができる。

　一方、〝帽子屋〟は──その繫がりを、断ち切ろうとしている。

　まさに彼の言う通りなのだろう。

　ロッコと〝帽子屋〟は、抱いだいた夢からして天敵以外の何物でもなかった。

「さようなら、ロッコさん」

　言い放ち、〝帽子屋〟が颯さつ爽そうと身を翻ひるがえそうとした。だが急に立ち止まり、顔を上げる。

「おっと、この〝歪ゆがみ〟は……この近くで、新たな虫憑つきが生まれたようですね。まあ、もう特別環かん境きよう保全事務局ではない私には、関係のないことですけれど」

　独り言を呟つぶやきながら、今度こそ〝帽子屋〟が公園から去っていった。

　直後、ロッコの腹に突つき刺ささったナイフが、ひとりでに動いた。

「っ……！」

　ナイフの内部で、黒い線虫が蠢うごめいていた。

　──縮めたり伸のばしたり、爆ばく発はつさせることができる。

〝帽子屋〟の言葉が脳のう裏りに蘇よみがえった。

　引き抜ぬいたら大量出血し、そのままでも爆発で確実にトドメを刺す。最初からそのつもりで、〝帽子屋〟はナイフを使ったようだ。

「クッ……！」

　ロッコは迷うことなく、ナイフを一気に引き抜いた。血が迸ほとばしり、激痛で意識を失いそうになったが、かろうじてナイフを空高く放ほうり投げることができた。

　空中でナイフが急激に縮んでいき──大爆発を起こした。

　爆ばく風ふうで鉄棒に叩たたきつけられながら、白い手て袋ぶくろをはめた手を掲かかげる。

　腹から血を流すロッコの眼前に、一メートルほどの長さの棒が浮うかび上がった。それはよく見るとただの棒ではなく、何節にも躰からだが分かれた異形のトゲナナフシだった。トゲナナフシが躰から透とう明めいの糸を伸ばし、生き物のように動いてロッコの腹に突き刺さる。

　糸を操あやつり、内臓の損傷部分や皮ひ膚ふを、瞬しゆん時じに縫ほう合ごうする。

「ハア……ハア……」

　ショック状態に陥る寸前で、なんとか出血を止めることができた。しかし一気に血を流しすぎたせいで意識が朦朧とし、身体からだに力が入らない。

　こうしてはいられない。

〝帽子屋〟は、邪じや魔ま者が二人いると言っていた。彼の存在を認識している人物がロッコ以外にいるとすれば、それはおそらく、彼を救ったという女の子──。

　立花利菜。

　あの子を殺すなど、許せない。

　思えば、真夜中に利菜がロッコのもとへ訪おとずれた時も──大切な子供を無事に送り届けるつもりで、こっそり跡を追いかけたのだ。利菜がその後、〝帽子屋〟と出会ったことで、尾び行こうの相手が変わってしまったが。

「アノ子供ハ、ワタシノエサ──」

　跳はね上がるようにして、ロッコの身体が高々と宙を舞まった。

　ダンッ！　と勢いよく、民家の屋根の上に着地し、顔を上げる。両手を拡ひろげて首を傾かたむけるロッコの頭上に、己おのれの〝虫〟であるトゲナナフシが浮かんでいた。ナナフシから伸びた糸が彼女の身体に巻きつき、操り人形のように吊つり下げる。

　身体に力が入らずとも、ロッコには関係がない。彼女の〝虫〟は糸で吊り下ろした人間の能力を強化し、操ることができる。

「ワタシガ、タベテヤル──」

　先ほどまでロッコがいた公園は、先ほどの爆発のせいで野次馬が駆かけつけていた。ロッコは屋根を蹴けり、次々と別の民家の屋根を跳とび移っていく。

　利菜がいつも窓から顔を出していた家には、あっという間に到とう着ちやくした。屋根の上から見下ろすと、立花家は葬そう儀ぎの最中のようだった。

「利菜お嬢じよう様さまは、どこにいるの？」

「先ほど、お父様の居場所を訊きいてらしたけど、まさか」

「スカイピアに……？」

　受付係と関係者らしき人物の会話を盗ぬすみ聞き、ロッコは顔を上げた。

　住宅街の屋根という屋根を跳んで渡わたり、猛もうスピードで街へと急ぐ。〝帽子屋〟の能力が変へん幻げん自在とはいえ、身体能力までは変わらないはずだ。移動速度に勝まさるロッコが急げば、今からでも間に合うはずである。

　大きな夕日を背にした塔とうに向かって、ロッコは一直線に赤牧市を駆け抜ける。

　街に近づくにつれ、道路が大きくなり、背の高い建物が増えつつあった。だがロッコはお構いなしで、建物の屋根を渡って突き進む。

「ワ、ワタシノエサ……」

　身体能力は〝虫〟の力で補えるが、意識までそうはいかなかった。出血した量が多い上に、動くたびに傷口から血が滲にじんでいた。

　だが、まだ止まるわけにはいかない。

　ずっと探し求めていた、最高の餌えさを食べていないのだ。

　いつも窓の外を眺ながめていた、女の子。

　立花利菜はこの街にいる他ほかの子供の、誰だれよりも──。

「ハア……ハア……」

　ロッコは、タワーの正面にあるビルの屋上へ降り立った。

　三百六十度を強化ガラスに覆おおわれた赤牧スカイピアは、堂々と街の中心から空に向かってそびえ立っていた。夕日が落ちた後には、またライトアップされるのだろう。地上には大たい砲ほうのように大きな照明が設置されている。

　急がなければ、手て遅おくれになる。

　ロッコは勢いよく、ビルの屋上から跳ちよう躍やくした。

　真っ白な顔をした操り人形が、赤牧市の上空を舞う。眼下には大勢の通行人がひしめいていたが、空を駆ける虫憑つきの存在に気づく者はいなかった。

「っ……！」

　ガラスを打ち破り、ロッコはスカイピアの内部に転がり込んだ。強化した脚きやく力りよくで届いたのは、ちょうど地上と屋上にある展望台の中間地点だ。

「クゥッ……！」

　傷口から血を噴ふき出しつつ、ロッコは受け身を取って立ち上がった。

　会場前のタワー内部は、静まりかえっていた。

　本当に、ここに利菜がいるのだろうか？　いるとしたら、ここよりも上か下か──。

「！」

　頭の上から、振しん動どう音が響ひびいた。かなり上のほうだ。

　上階で何かが起きたようだ。とっさに二機のエレベータを見るが、壊こわれているのか、階数を示すランプは消えていた。

　ロッコはフロアを仕切る金属製の壁かべに向かい、そこにある扉とびらを強ごう引いんに開く。

　やはり、あった。一いつ般ぱん客はエレベータでしか移動できないようだが、従業員や整備員が使うのだろう非常階段があった。

　ロッコは階段を駆け上り、一階ごとにフロアに飛び出し、利菜の姿を捜さがす。

　非常階段とフロアの往復を数回、繰くり返した頃ころだった。

「──ロッコ？」

　レストラン街が立ち並ぶフロアで、小さな女の子が振ふり返った。

　利菜だ。

　ロッコは、カパッ、と口を開けて笑う。

　利菜は驚おどろいたようだが、すぐに笑えみを浮うかべた。こちらに向かって駆け寄る。

「どうして、こんなところにいるの？」

「オマエヲ、クラッテヤル」

　ロッコもまた操あやつり人形のような動きで利菜に近づき、両手を拡げる。

　轟ごう音おんと衝しよう撃げきが、フロアに吹ふき荒あれた。

　ロッコが人間離ばなれした膂りよ力りよくで、両りよう腕うでを突つき出したのだ。壁を打ち砕くだき、天てん井じようを崩ほう壊かいさせるほどの衝撃が利菜を襲おそう。

　カクリ、とロッコは首を傾かたむけた。

「モウ、ダマサレナイ」

　利菜が素す早ばやく後ろに跳び、ロッコの攻こう撃げきを避よけていた。

「──しぶといですね、ロッコさん」

　ニヤリと笑う女の子の双そう眸ぼうは、溢あふれんばかりの欲望でどす黒く染まっていた。ロッコの知る利菜は、決してそのような目はしない。

「アノ子ヲ、ドウシタ……〝帽子屋〟」

「もう殺しました。──と言いたいところですが、功労賞ですよ、ロッコさん。立花利菜は最上階にいるようですが、彼女のもとへ着く前に……貴女あなたに追いつかれてしまった」

　間に合った。

　ロッコは力を振り絞しぼり、利菜の姿をした〝帽子屋〟に飛びかかる。

　だが次の瞬しゆん間かん、フロアの窓ガラスが割れ、何かがロッコの身体からだを激しく突き飛ばした。

「だいじょうぶか、利菜！」

　窓から姿を現したのは、小さな男の子だった。

　ロッコを突き飛ばしたのは、巨きよ大だいなムカデだった。男の子の〝虫〟だろう。彼の目的は分からないが、ムカデに乗って外がい壁へきを這はい上がってきたようだ。

「グッ……！」

　腹から血を流し、ロッコの意識が朦もう朧ろうとした。

　現れた少年を振り返り、〝帽子屋〟がニヤリと笑んだ。

「カズフサ……たすけて！」

「わ、わかった！」

　何者かは分からないが、男の子は利菜を知っているようだ。おまけに〝帽子屋〟を利菜本人と思い込んでしまっている。

　今のロッコに、二人の虫憑つきを相手にするのは辛つらすぎた。

　だが劣れつ勢せいに立たされたロッコの耳に、カツンという硬かたい音が聞こえた。

「……？」

　その音──透すき通った靴くつ音おとは、ムカデの男の子と〝帽子屋〟にも届いたようだ。

　三人の虫憑きの視線が、吸い寄せられるようにして非常階段へ向けられる。

　靴音は一段、一段、ロッコたちのいるフロアに近づいていた。

「──」

　姿を現したのは、あまりに美しい女の子だった。

　喪も服ふくに身を包み、長い髪かみが割れた窓から吹き込む風に揺ゆれていた。透とう明めいの雫しずくがこぼれる瞳ひとみで、じっと三人の虫憑きを見つめている。

「り、利菜……じゃあ、こいつは──」

「ごきげんよう、お嬢じようさん」

　本人が現れたことで、〝帽子屋〟があっさりと擬ぎ態たいを諦あきらめた。巨大化したシルクハットに覆おおわれ、再び姿を現した時にはもう元の少年の姿に戻もどっている。どうやらあのシルクハットが、黒い線虫を生み出す〝虫〟の本体のようだ。

　捜し求めていた女の子が、目の前にいた。

　ロッコは震ふるえながら立ち上がり、ぎこちないアニメーションダンスで利菜に歩み寄る。

「コ、子供タチハ皆みな、ワタシノエサ──ヒトリ残ラズ食ベツクス──」

　自分にできる最高の芸で、女の子のもとへ近づいていく。

　ずっと、追い求めていた。

　窓辺に佇たたずむ彼女の姿を見た時から、感じていたのだ。

　誰だれよりも美しく。

　誰よりも逞たくましく。

　誰よりも純じゆん粋すいな、あの女の子の笑顔はきっと──。

「バクバクト音ヲ立テテ、頭カラカジッテヤル──サア、モットコッチヘ──」

　ロッコは、カクリ、と首を動かす。

　荒れ果てたフロアで踊おどる、操り人形。

　そのあまりに場ば違ちがいで、しかし洗練された姿を、立花利菜が呆ぼう然ぜんと見ていた。

　だが、やがて。

「……たすけてあげなきゃね」

　微笑ほほえんだ。

　ロッコの瞳に、涙なみだが浮かんだ。

　空腹感が一気に満たされ、身体中に力が漲みなぎっていく。

　思っていた通りだ。

　立花利菜という女の子の笑え顔がおは、これからもきっとたくさんの笑顔を生み出す。

　たくさんの笑顔を望む、一人の大道芸人、ロッコ。

　果てしない夢を思い描えがいた虫憑きは、たった一人の女の子の笑顔によって救われていた。
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　なぜ彼らが、ここにいるのかは、分からない。

〝ある事情〟によってスカイピアに訪おとずれていた利菜の前に、三人の虫憑きがいた。

「利菜！　おれ、利菜に言いたいことがあって……でもこれって、どうなってるんだ？」

　大きなムカデを従えた男の子は、日比野一房だ。絶望と恐きよう怖ふのどん底で震えていた虫憑きの男の子は、利菜とともに体験した束つかの間の冒ぼう険けんで救われ、生きる勇気と自信を見み出いだした。

「ありがとう、お嬢さん。貴女のおかげで、無事に特とつ環かんから逃にげられそうです」

　上品な容姿をした少年が、黒い線虫を染しみ込ませたコンクリートの破は片へんを投げた。

　特別環境保全事務局の局員だった虫憑き、〝帽子屋〟。

　独り遊びが大好きな彼は、孤こ独どくになりたがっていた。誰にも干かん渉しようせず、誰にも干渉されない世界を欲しがっていた少年は、利菜の考えた作戦によって救われ、歓かん喜きに震えていた。

「──これで貴女あなたたちを殺せば、私はひとまずの孤独を手に入れられる」

　利菜が立っていた場所が、大爆ばく発はつに巻き込まれた。

　だが間かん一いつ髪ぱつ、頭の上に棒状の〝虫〟を浮うかべた少女が、利菜を抱だきしめて爆発を回かい避ひした。

「アイツハ、テキ──子供ノテキ──」

　旅の大道芸人、ロッコ。

　小さな公園で踊り続ける操り人形は、いつもお腹なかを空すかせているようだった。オルゴールの音色にのって踊り続けるロッコは、しかしたった今の利菜の笑顔を見て、救われたようだった。今にも消えそうだった瞳の光が、再び強く輝かがやいている。

「利菜をころすだって？　どうして特環が、利菜を……！」

「貴方もですよ、ムカデの少年。せっかく逃がして差し上げたのに、戻ってくるなんて……つくづく愚おろかな子供ですね」

「テキ──テキ──」

　利菜の見ている前で、三人の虫憑きが入り乱れての戦いが始まった。

　三人が三人とも、かつて救いを求めていた。

　だから彼らの苦しみに気づいた利菜が、彼らを救い出したのだ。

　そう──思っていた。

　だが、まだ足りなかったようだ。

「〝帽子屋〟さん！」

　利菜はシルクハットのアクセサリを頭に載のせた少年に、呼びかける。

「あなたは、まだ──」

「ええ、貴方に救われた私は、欲張りになってしまったのです」

　一房やロッコをあしらいながら、〝帽子屋〟が利菜を一いち瞥べつした。その双そう眸ぼうはどす黒い欲望にまみれ、怖おぞ気けをふるうほどに暗かった。

「手に入れた孤独と自由では、足りなくなってしまった。完かん璧ぺきな孤独を手に入れるために、私は──私以外の誰も彼もを、孤独にしたいと欲しているのです」

「……！」

「憶おぼえておきなさい、賢かしこくも美しいお嬢じようさん。憶えずとも、今の恐怖を胸に刻みなさい」

〝帽子屋〟がどす黒い瞳ひとみを歪ゆがめ、ニヤリと笑った。シルクハットが大きくなり、彼の顔を口元まですっぽりと覆おおい隠かくす。

「貴女の優やさしさは、暗くら闇やみで瞬またたく灯火です。多くの迷える人々が貴女にすがり、貴女はそれらを救っていくのでしょう。──でも」

　少年が投げた礫つぶてが、利菜に迫せまった。

　利菜はとっさに横に跳とんで、身をかわす。直前でロッコが少年の腕うでを蹴けり、礫の軌き道どうを変えてくれたこともあり、離はなれた地面が爆発した。

「貴女はいつか──その美しい翅はねを自らが救った者たちに喰くい尽つくされ、地に墜おちる」

　爆風にのって、〝帽子屋〟の不気味な予言がスカイピアに響ひびいた。

「他ほかの者に喰われるまでもなく、今ここで欲張りな私が喰らい尽くしてしまいますがね」

　舞まい上がった土つち煙けむりをかき分け、利菜の眼前に〝帽子屋〟が躍おどり出た。

　だが横手から、巨きよ大だいなムカデの頭が飛び込む。

「ふざけるな！　利菜をころさせるもんか！」

「臆おく病びようなムカデが、強くなったものですね。彼女のナイト気取りですか」

〝帽子屋〟が、床ゆかを摑つかんだ。鉄筋コンクリートで造られた床がゴムのように伸のび、壁かべとなってムカデの牙きばを防ぐ。

「コロス──コロス──」

　跳ちよう躍やくして真上から襲おそいかかったロッコの蹴りを、〝帽子屋〟が頭を傾かたむけただけでかわした。

「動きが悪いですね、お人形さん。あの恐おそろしいまでの素す早ばやさが、見る影かげもない」

　引き伸ばされた床が、ロッコを覆い隠した。〝帽子屋〟がさらに引っ張ると、ゴム弾だんで弾はじかれたように、反動で操あやつり人形の身体からだが跳はね返った。
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　レストランの壁をいくつも貫かん通つうし、ロッコが壁かべ際ぎわまで吹ふっ飛んでいく。

「……！」

　呆ぼう然ぜんと佇たたずむ利菜に向かって、〝帽子屋〟が線虫を潜ひそませた礫を投げた。

　逃げられない──。

　硬こう直ちよくする利菜の視界で、ムカデが大きく躰からだを仰のけ反らせた。

「うあああ！」

　かばいに向かっても間に合わないと判断したのだろう。張り叫さけぶ一房のムカデが勢いをつけ、巨きよ体たいを床に叩たたきつけた。

　大地じ震しんがスカイピアを襲い、利菜たちが立っていた床が崩ほう壊かいした。

　なすすべもなく落下する利菜の頭上をかすめ、礫が遠方で爆発する。

「──」

　体重を支えていた床を失い、利菜は墜ちていく。

　腐くされ縁えんの城谷怜司の前で、学校の屋上から飛び降りた時のように──。

　水門で〝帽子屋〟とともに、地上に向かって飛び降りた時のように──。

　一いつ瞬しゆんの解放感と、心地ここちよい風が、利菜の全身を包んだ。

　今まで感じてきたそれは、自由と解放という幻げん想そうを、利菜にくれた。

　だが今、感じている感覚は、幻想ではない。

「っ──」

　落下しながら、利菜は唇くちびるを嚙かみしめる。

　今までとは、違ちがう。

　もう帰る場所はない。

　今の利菜の中には──新しい〝力〟が宿ってしまった。その力を使い、新しい楽園を目指さなければならない。

　そう、自分だけではなく、救いを求めている、あらゆる人々とともに──。

　誰だれもが安心して暮らせる居場所を、探しに行かなければならない──。

「利菜……！」

　どこからか響いた一房の声に、利菜は我に返った。

　落下感と衝しよう撃げきに襲われていた利菜に、ムカデの躰が巻きついた。身を挺ていして瓦が礫れきから守り、落下の衝撃をやわらげる。

　あまりの轟ごう音おんと爆風で、聴ちよう覚かくが一瞬、麻ま痺ひした。おまけに突とつ然ぜんの落下によって、平へい衡こう感覚までもが正常さを失っていた。

　ムカデに解放された利菜は、ふらふらと一つ下のフロアに足を踏ふみ出した。

「う──ううっ──」

　瓦礫の上に倒たおれ、一房が苦く悶もんの表情を浮うかべていた。利菜を守るためにムカデを使ったせいで、自らの身を守ることができなかったようだ。

「コロス──コロス──」

「お嬢さん。私をもう一度、救ってください」

　フロアの反対側では、全身から血を流す操り人形と、無傷の〝帽子屋〟が戦っていた。

　雨のようにコンクリートの破は片へんが降り注ぐ中、豪ごう風ふうを撒まき散らしながら、ロッコのパンチや蹴けりが空を切っていた。一いち撃げき必殺の威い力りよくを秘ひめた操り人形の攻こう撃げきを見切り、〝帽子屋〟は余よ裕ゆうの顔で利菜を振ふり返っている。

「貴女あなただけなのです。私を本当に、孤こ独どくにしてくれるのは」

　タンッ、と〝帽子屋〟の靴くつが床を叩いた。ぐにゃりと少年の足元が沈しずみ、ロッコの拳こぶしがまた空振りに終わる。反動をつけて飛び上がった〝帽子屋〟の膝ひざ蹴げりが、ロッコの顎あごをとらえた。

　操り人形が頭上に開いた大穴を突つき抜ぬけ、二つ上のフロアの屋根に叩きつけられた。受け身をとることもできず、白い顔をした少女が床に落下する。

「カズフサ……ロッコ……」

　利菜は呆然と、倒れた虫憑つき二人を見下ろし──〝帽子屋〟を睨にらみつける。

「あたしは……優やさしくないわよ。やられたら、やり返すわ」

「貴女の勇気を、憶おぼえておきましょう」

〝帽子屋〟が利菜に迫せまった。

「くそっ……！」

　ムカデが襲いかかるも、礫つぶてによって引き起こされた爆発に弾はじき飛ばされた。

「コロス……！」

　飛び上がって背後から襲ったロッコの蹴りが、〝帽子屋〟の背中にめり込んだ。だがゴムのように少年の胴どう体たいが軟なん化かし、逆に反動で白い顔の少女を弾き飛ばす。

「さあ、私を救ってください──」

　帽子を持ち上げ、少年が再び顔を露あらわにした。

　利菜に襲おそいかかろうとする〝帽子屋〟の瞳ひとみが、どす黒い欲望で濁にごっていた。──瞳だけではない。〝帽子屋〟という虫憑きの全身を、黒い線虫が駆かけ巡めぐっていた。

　貪どん欲よくに穢けがれた瞳。

　今にも利菜に向かって迫り来る虫憑きの、その目を見て、利菜は悟さとっていた。

　彼は、救いを求めている。

　あらゆるものに怯おびえ、逃にげ惑まどい、たった一つの希望である利菜にすがりついている。

「──」

　ならば利菜のすることは、たった一つだ。

　手に入れた〝力〟を、彼を救うために使う──

〝帽子屋〟に向かって、無言で片手を差し出す。

　彼女の細い指先に、小さな何かが這はい出した。

　それは翅はねを拡げ、頼たよりなく羽ばたき──見る間に膨ふくらんでいく。

　一瞬、フロア内の気圧が急激に低下し──。

「っっ……！」

　衝撃波が、フロア全体を吞のみ込んだ。

　驚きよう愕がくで目を剝むく〝帽子屋〟が、腹に響ひびく衝撃音とともに後方へ吹ふっ飛んだ。空中で一回転し、フロアを仕切る壁かべを突き破り、赤牧市の街並みを映す透とう明めいな外がい壁へきに激しく叩たたきつけられる。

　床ゆかに倒れ伏ふした一房とロッコが顔を覆おおい、利菜の周囲にあったもの全すべてが壊こわれ、放射状に吹き飛んでいく。

　一呼吸遅おくれ、〝帽子屋〟の顔の横に、シルクハットが叩きつけられた。

　衝撃波を受けて破は裂れつしたシルクハットが、ガラス張りの壁に無む惨ざんな体液をまき散らす。

「ああ、なるほど──」

　ずるり、と力なく床にくずおれながら、〝帽子屋〟が笑えんだ。

「あの時、感じた〝歪ゆがみ〟は……貴女のものだったのですね」

〝帽子屋〟だけではない。顔を上げた一房とロッコも、利菜のことを愕がく然ぜんと凝ぎよう視ししていた。

　利菜の前に忽こつ然ぜんと現れた、異形の怪かい物ぶつ。

　それはボールの下半分を切り取ったような、半球系をした赤い天道虫だった。抱だきかかえられるほど大きな躰からだに、七つの黒い斑はん点てんが浮かび上がっている。

「利菜も……虫憑きに……？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく一房の声が、フロアに響いた。

　その通りだ。

　その赤い天てん道とう虫むしは、紛まぎれもなく──利菜の〝虫〟だった。

「ええ。ついさっき、ね」

　微笑ほほえむ。

　利菜も、虫憑きになった。

　どうして、そんなことになったのか──彼らにそのことを話しても、何の意味もないだろう。だから利菜は微笑むだけで、それ以上は語らなかった。

　利菜は新たな力を手に入れたのだ。

　どれだけ逃げても、逃げられない。

　どれだけ助けを求めても、助けてもらえない。

　そんな人々を救うことができるだけの、大きな力を。

「〝帽子屋〟さん……そんなことを言いながら、ホントはしってたんじゃない？　虫憑きになったのは、あたしだったって」

　利菜が見つめると、〝帽子屋〟がわずかに眉まゆを持ち上げた。

　両りよう膝ひざを床についた少年は問いかけに答えず、薄うすく笑う。その双そう眸ぼうを侵おかしていた黒い欲望が、ゆっくりと消えていくのが分かった。

「あなたの目は最後まで、たすけてほしいって言ってたわ」

〝帽子屋〟が顔を上げ、ニコリと笑った。

「……少々、怖こわかったのは、確かです……私は自分が孤こ独どくになるために、世界中を孤独だらけにしようとした……本当にそんなことができてしまったら、どうしようと……」

　晴れ晴れとした笑顔の横で、体液を流す〝虫〟がゆっくりと消えつつあった。

「でも、良かった……孤独になるという夢は、ぼくだけのものだ……」

　何か大切なものを包むように、虫憑つきの少年が片手を胸に添そえた。

「ありがとう……これで……孤独を独り占じめできる……」

　穏おだやかな笑みを浮うかべた〝帽子屋〟の瞳は、いつまでも利菜を見つめていた。

　己おのれの〝虫〟を失い、感情と記き憶おくを失った少年の瞳から生気が消え、虚こ空くうに固定される。その姿はロッコの演技よりもずっと、本物の人形に近かった。

「……」

　利菜もまた、欠落者に成り果てた少年の瞳を、いつまでも見つめ返していた。

　目の前にいるのは、己の夢に押し潰つぶされてしまった虫憑きの成れの果てだ。

　──貴女あなたはいつか、その美しい翅を自らが救った者たちに喰くい尽つくされ、地に墜おちる。

　憶おぼえておけと言われた。憶えずとも、今の恐きよう怖ふを胸に刻めと言われた。

　利菜は、しっかりと胸に刻んだ。

　襲われた時よりも恐おそろしい、欠落者になった彼を見た時の恐怖を。

　たった今、彼女の胸を締しめつけている、底知れない恐怖を。

　虫憑きになり、〝罪〟を犯おかし、引き戻もどせなくなってしまった自分はもう──前に進むしか、道はない。

　静せい寂じやくの中に佇たたずむ利菜の視界で、大道芸人の少女がのそりと立ち上がった。

「……さて、一件落着だね」

　気の抜ぬけた声は、他ほかでもないロッコのものだった。

　思わず目を丸くする利菜や一房を、ロッコが平然と見つめ返し、肩かたをすくめた。

「おっと、ごめんよ。目をつけた子供の笑顔を見るまでは、その街にいる間は芸を続けるって決めてるんだ。ロッコは修業中の身だからね」

「え……」

「最高の笑顔だったよ、ごちそうさま。──またいつか別の街で会ったら、ロッコの芸を見てってくれよ」

　ボーイッシュな口調で言い、ロッコがウインクをした。すたすたと非常階段に向かう足取りは、ごく普ふ通つうの人間の歩き方だった。

　風のように颯さつ爽そうと去っていった少女を啞あ然ぜんと見送り、利菜は一房と顔を見合わせた。

「ぷっ──」

　拍ひよう子し抜ぬけし、どちらからともなく笑い出す。

　百八十メートルもの高さがあるスカイピアでの騒そう動どうに、地上にいる人々が気づくのも時間の問題だろう。騒さわぎになる前に塔とうから脱だつ出しゆつする必要があった。

「カズフサはどうして、もどってきたの？」

　ひとしきり笑った後に訊たずねると、虫憑きの男の子が照れ臭くさそうに言った。

「おれ……逃にげるだけじゃなくて、他の虫憑きを助けようと思うんだ。別れる前に、そのことを利菜に伝えておきたくて」

「他の虫憑きを？」

「特とつ環かんに追いかけられて怖がってる虫憑きは、たくさんいると思うから。──少し前の、おれみたいに」

「そっか」

　利菜は長い髪かみをなびかせ、赤牧市の街並みを見下ろした。

「あたしも、いくわ」

「……え？」

「あたし、虫憑きのことをたすけたいの。あたしにできるかぎり──一人でも多く、たすけてあげたい……」

　救いを求める、多くの虫憑きのために。

　そして、自分のために。

　それはただの〝贖しよく罪ざい〟なのかもしれないが──それでも利菜は、自分の手に入れた力が意味のあるものにしたかった。

「それが……利菜の夢？」

　一房の問いかけに、利菜は目を細めた。

　頷うなずく。

「ええ、そうよ。そのために、あたしは虫憑きになったの」

　硬かたい口調で言い、ふいに表情を緩ゆるめる。

「──でも、そのまえに、いろんなひとにお別れを言わなきゃね」

　利菜の微笑ほほえみが、夕焼け色に染まっていた。
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　自宅に駆かけ戻ると、庭先にいた弔ちよう問もん客がいっせいに驚おどろいた顔をした。

「お嬢じよう様さま、その姿は一体……？　傷が……！」

「お、おい！　今、警察から連れん絡らくが──」

　ボロボロに破れた喪も服ふくに身を包んだ利菜は、息を吞のむ人々を無視し、家に飛び込んだ。

　葬そう儀ぎ中の部屋に飛び込み、母の遺い影えいに向かって黙もく禱とうする。

　さようなら、お母さん──。

　もう二度と、この家には帰ってこないだろう。だから真っ先に、母に別れを告げたかった。

　たすけてあげられなくて、ごめんなさい──。

　凍こおりつく弔問客たちの視線を振ふりほどき、また駆け出す。階段をのぼり、自室に飛び込む。

「利菜さま」

　狭せまい室内に佇んでいたのは、喪服姿の三ヶ島万だった。

　家庭教師の横を通り、利菜は窓の前に立つ。

　そこから見える夕焼けを、二つの眼と記き憶おくにしっかりと焼きつける。

　今、窓から見える光景が、昨日までの利菜の全すべてだった。毎日ここから外を眺ながめ、自由を手に入れる未来を夢見続けた。

「家を出るのですね」

　三ヶ島が静かに言った。

　利菜は振り返らない。

　絵を描かこう──。

　そう、思った。

　ちゃんと絵を習い、エンピツではなく絵の具を使って、この夕焼けを描く。

　毎日のように眺め続けたこの景色は、利菜の心の内にだけある。写真やテレビカメラなどでは、彼女の心まで描えがくことは決してできない。

　今、この時の気持ちを忘れずに、いつかまた思い出し、絵にしようと思った。

　利菜の肩かたに、七つの斑はん点てんを浮うかべた天てん道とう虫むしがとまった。よく注意して見れば、それが実際にいる昆こん虫ちゆうとは形が異なっているのが分かる。

「なぜでしょう……今の貴女あなたは、美しい顔を傷で損そこね、みすぼらしい服に身を包み──」

「……」

「それに、その〝虫〟は──」

「……」

「貴女は変わってしまった。──それなのに私の目には、今の貴女の姿がとても美しく見えるのです」

　利菜は身を翻ひるがえし、部屋を飛び出そうとした。

「私も、連れていってください」

　三ヶ島の言葉に、足を止める。

「いつまでも、貴女のおそばに」

　利菜は振り返り、笑った。ベッドに置かれたぬいぐるみを視線で指す。

「そのぬいぐるみをあげるわ。どうしてもっていうなら、それをあたしだと思って」

「捨てるのですか、私を」

「三ヶ島は強いもん。あたしがいたら、むしろダメになっちゃうと思う」

「……」

「これからは、自分のために生きて」

　三ヶ島が、わずかに唇くちびるを嚙かんだ。それが利菜の言いつけなら守る、と言わんばかりに、ぐっと己おのれの願いを嚙み殺す。

「あたしは、虫憑つきのために生きるわ」

　そう、決めた。

　三人の虫憑きと出会ったことで、分かったのだ。

　虫憑きは皆みな、心の内で悲鳴を上げている。

　彼らには、居場所が必要だった。

　だから利菜が──彼らの悲鳴を聞くことができる自分が、それを作る。

　そのために自らも虫憑きになったのだと、そう思いたい。

「学校に行って、アイツにもお別れしなきゃ……」

　幼なじみで腐くされ縁えんの男の子、城谷怜司の顔が思い浮かんだ。

　昨日までの自分を取り巻いていた環かん境きように、甘えるわけにはいかなかった。ある〝罪〟を犯おかした今の自分は、今日からまったく新しい場所へと旅立たなければならない──。

「さようなら」

　立ち尽つくす家庭教師に向かって。

　そして小さな窓から見る、最後の夕日に向かって。

　利菜は最高の笑えみとともに、別れを告げた。
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「──って感じよ」

　マンションの薄うす暗ぐらい廊ろう下かに座った利菜は、軽い口調で話を終えた。

　利菜と肩を寄せ合って座る詩歌が一いつ瞬しゆん、目を瞬しばたたかせた。

「……え？」

「え、じゃないわよ。以上、あたしが虫憑きになった時の物語でした。メデタシ、メデタシ」

「で、でも……」

　大事な部分が抜ぬけている──そう言いたいのだろう。

　利菜が語ったかつての出来事は、まるで途と中ちゆうの物語を抜き取った紙かみ芝しば居いのようだった。

　どのようにして、利菜は虫憑きになったのか。

　どうしてあの時、利菜はスカイピアにいたのか。

　その部分の話だけが、ぽっかりと切り取られていた。

「言ったでしょ、その瞬間のことは、はっきりと憶おぼえてないって。なんだか夢を見てたみたいに、何が本当で、何が噓うそなのか分からなかったわ」

「……」

「でも──」

　戸と惑まどう詩歌の頭に手を伸のばし、優やさしく撫なでる。詩歌は照れた様子ながらも、彼女の手の温ぬくもりを感じて目を細めた。

「あたしは結局、虫憑きになる運命だったんだと思う」

「虫憑きになる……運命？」

「あの時に会った三人、センティピード──カズフサと、ロッコと、〝帽子屋〟……あの三人が特別だったわけじゃないもん。あたしは色んな虫憑きと出会ってきたから──いつかは、同じ夢を抱いだいてたはずよ」

　詩歌が顔を上げ、利菜の顔を覗のぞき込んだ。

「〝虫憑きの、居場所をつくってあげたい〟って？」

「うん！」

　利菜は笑顔で頷うなずいた。

　そう、あの時に出会った虫憑きは、特別ではなかった。

　虫憑きは皆、苦しみ、救いを求めているのだ。

　今、目の前にいる詩歌も、同じだ。利菜には彼女の心の悲鳴が、痛いほど聞こえる。

　救いを求める他者の悲鳴が、胸に共鳴するのだ。

　共鳴するということはつまり、利菜自身、まだ──。

「さ、そろそろ寝ねた、寝た！」

「利菜は？」

「顔を洗ってから、寝るわ。先に寝しん室しつに行ってて？」

　詩歌が頷き、立ち上がった。壁かべづたいに薄暗い廊下を歩き、思い出したように振ふり返る。

「おやすみ、利菜」

　ニコリと微笑ほほえむ詩歌を見て、利菜は安心する。あんな話でも、詩歌の気を紛まぎらわせるくらいの助けにはなったようだ。

「うん、おやすみ」

　詩歌といると、不思議と心が落ち着いた。同じような夢を抱いていると聞いたからだろうか、戦い続け、消しよう耗もうし、ささくれ立った心が少しだけ癒いやされる。

　だが、そう都合良くはいかないようだ。

　立ち上がろうとして、一瞬、気が遠のいた。〝虫〟に喰くわれ続けた利菜の心が軋きしみ、白昼夢のように過去の記き憶おくを脳のう裏りに蘇よみがえらせる。

　意識が朦もう朧ろうとした利菜の眼前、薄暗い廊下に小さな女の子が現れた。

　今にも壊こわれそうな心が見せた、幻げん覚かく。

　それは──虫憑つきになった時の、利菜自身だった。

「……」

　薄暗い廊下を、幼き日の利菜が歩いて近づいてくる。

　小さな利菜は、泣いていた。

　わんわんと声を出して、泣きじゃくっていた。

　迷まい子ごになり、差し伸べてくれる手を探し、大声で泣いていた。

「……っ！」

　泣きじゃくる利菜が、現在の利菜の身体からだを通り抜けた。

　ハッとして振り向くと、そこには暗くら闇やみがあるだけだった。意識を取り戻もどした利菜の額には、冷たい汗あせが浮うかんでいた。

「──ごめんね、詩歌」

　ぽつり、と呟つぶやく。

　利菜は、噓をついた。

　あの時のことは、今でもはっきりと憶えていた。忘れられるはずもない。

　幼い利菜はあの日、泣いていたのだ。

　強く、逞たくましく、誰だれにも見せたことのない涙なみだを流し、わんわんと声を出して泣いていた。

「……だいじょうぶ、あたしが居場所をつくってあげるから……」

　独り呟いたその言葉は、詩歌に向けたものか。

　それとも──。

「必ず……」

　自分の命は。

　自分の夢は。

　そのために、あるのだ。

　夜が明けたら、利菜は決着をつけてみせる。

　そう、命に代えても、必ず虫憑きの居場所をつくってみせる。

「そのためにあたしは、今日まで戦ってきたんだから」

　本当に嫌いやになるほど、戦ってきた。

　多くの仲間と出会い、多くの仲間を失ってきた。

　そして最後に──はじめて友達と呼べる少女、杏本詩歌と出会った。

　自分の選んだ道、歩んできた道に、後こう悔かいはない。利菜は堂々と顔を上げ、胸を張る。

「さて──ゼッタイ、勝つわよ！」

　チクリと痛む胸を満面の笑えみで隠かくし、利菜は歩き出した。
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　一定の間かん隔かくを刻んで、木魚の音が響ひびいていた。

　喪も服ふくを着た大勢の大人たちが、次々と現れては去っていく。

　自らも黒い服に身を包んだ幼い利菜は、呆ぼう然ぜんと顔を伏ふせていた。

　黒い幕で囲まれた立花家を訪おとずれる大人たちが、母の遺い影えいの前で手を合わせては他ほかの人間と入れ替かわっていく。

　利菜のとなり、本来ならば喪も主しゆが座るべき場所には、一枚の座布団が敷しかれているだけだ。

「……」

　利菜は顔を上げ、虚うつろな顔で母の遺影を見つめた。

　利菜の母、立花紅葉は静かに、そしてあっけなく逝いってしまった。

　元々、身体が弱い人だった。だからこそ親族は紅葉に結けつ婚こんを急がせ、家の存続を図はかった。

　母は胸を患わずらっていたのを、隠していたようだ。自分が入院し、父と利菜を二人きりにすることを怖おそれていたのだろう。病をひた隠しにし、父の暴力に耐たえ、少しずつ身を削けずり、心を消耗していった。

　もしかしたら利菜の家出は、母に思っていた以上のショックを与あたえたのかもしれない。

　ついに限界を迎むかえた母は倒たおれ、そのまま意識を取り戻すことなく、逝ってしまった。遺言を聞くこともできなかった。

　母は、シアワセだったのだろうか？

　父のような男と結婚し、家のためだけに耐え続けた。

　利菜を産み落とした時、彼女は喜んでくれただろうか？

「……」

　利菜が無言で立ち上がり、部屋を出た。誰も彼女のことを止めようとはしなかった。大人たちは気の毒そうな目で彼女を見るだけで、手を差し伸のべることはない。

　玄げん関かんを出て、受付をしている中年女性に尋たずねる。

「お父さんは……？」

　受付の女性は戸と惑まどいながらも、「立花先生は……きっとスカイピアで開場の打ち合わせを」と教えてくれた。

　ふらり、と利菜は家の敷しき地ちを出る。喪服の大人たちが、利菜を避よけるように道を空けた。

　顔を上げると、遠方の空にトゲのような塔とうが見えた。

　赤牧スカイピア。父はそこにいるらしい。

　利菜の足は、まずスカイピアに向いた。

　だが、立ち止まる。

　次にスカイピアとは反対方向に向かった。

　だが、立ち止まる。

「うう──」

　利菜の顔が、見る見るうちに歪ゆがんだ。

　この感情は、なんだろう？

　怒いかりだろうか？　悲しみだろうか？　恐きよう怖ふだろうか？

　おそらく、その全すべてなのだろう。ずっと利菜の中に積もり積もってきたそれが、母の死によって表面に噴ふん出しゆつするのが分かった。

　少しずつ零こぼれ続けた、利菜の砂時計から──最後の一ひと滴しずくが、零れ落ちていた。

「あああ……」

　頭を抱かかえ、呻うめく。

　今すぐに父のもとへ駆かけつけ、ぶん殴なぐってやりたい。

　だが利菜にはそんな力などなく、たとえ殴りつけたとしても、その何倍も殴り返される。

　今すぐに父のもとから離はなれ、どこまでも逃にげたい。

　だが利菜の足では逃げられないことは、以前の家出で証明済みだった。

「うう……ああ……」

　今度は急に寒くなった気がして、自らの身を抱だきしめる。

　次は──利菜の番だ。

　母はシアワセになれないまま、死んでしまった。

　今度は利菜が、殺される──。

「どうして──」

　今まで決して口に出さないようにしていた言葉が、震ふるえる喉のどから漏もれた。

「あたしのことは、だれも救ってくれないの……」

　利菜は大勢の人たちを救ってきたはずだ。

　虫憑つきだって、救うことができた。

　それなのに、なぜ利菜を救ってくれる者は、どこにもいないのだろう？

「どうして──」

　ガチガチと奥歯を震わせながら、呻く。

「どうしてっ……！」

　その瞬しゆん間かん──世界から、音が消え去った。

　意識が遮しや断だんされたかのように、利菜の頭がぼんやりとした。

「──」

　気配を感じて、利菜は顔を上げた。

　そこに、その女は居た。

「──ねえ」

　まず利菜の目に飛び込んだのは、まん丸いサングラスだった。

　次に、サングラスの奥で虹にじ色いろに輝かがやく瞳ひとみ。

「貴女あなたの夢を、きかせてくれない？」

　深しん紅くのロングコートに身を包んだ長身の女が、利菜の前に佇たたずんでいた。

　空には鳥が舞まい、すぐ横の道路を自動車が走りすぎた。だがそれらの動きはやけにゆっくりで、一いつ切さいの音がしない。

　まるで利菜と得体の知れない女の周りだけ、別の世界に隔かく離りされてしまったかのようだ。

「貴女は今、何を思い描えがいて……何を望んだの？」

　愉たのしげに唇くちびるを吊つり上げ、女が訊きいた。

　利菜は唇を嚙かむ。

　自分が願うもの。心の底から、望むもの。

　唇が、勝手に動いた。

　本当は、ずっと前から考えていたのだ。

　自分の手で一人、また一人と救っていくたびに、本当は彼らを羨うらやましく思っていた。

　心の底から。

　本当に、羨ましく思っていたのだ。

「あたしは──」

　小さな声で、しかしはっきりと。

　ずっと思い描いてきた夢を、口にする。

「あたしがシアワセになれる、居場所が欲しい……」

　たったそれだけの、ささやかな夢。

　難しい夢だろうか？

　贅ぜい沢たくな夢だろうか？

　ちっぽけな願いであるはずなのに、利菜はどうしてもそれに手が届かない──。

「素す敵てきな、夢ね」

　その直後に起きたことは、はっきりと憶おぼえていない。

　ただ自分の夢を口にした直後──自分の胸の奥、ずっと奥のほうで、何かが二つに分かれた気がした。それは勝手に利菜の身体からだで暴れ回り、利菜を急せき立てた。

「──はあっ……はあっ……！」

　気がつくと、利菜は住宅街を駆け抜ぬけていた。

　身体が熱い。

　心が熱い。

　燃え盛さかる衝しよう動どうが利菜を急き立て、目を血走らせていた。

「うっ……！　はあっ、はあっ！」

　転んで膝ひざを地面に打ちつけても、まるで痛くなかった。かつてないほどに顔を歪ゆがめ、利菜は一直線に街に向かって走り続ける。

「ううっ！」

　利菜は獣けもののような目つきで、前方にいた通行人を突つき飛ばす。

　後になって知ったことだが──〝始まりの三匹びき〟によって虫憑きにされた者は、その直後は暴走することが多いらしい。理性を失い、制せい御ぎよすることのできない力を辺り構わず撒まき散らすことがあるという。

　その時の利菜も、その状態にあった。

　そのはずだ。

　なぜなら利菜は理性を失い、怒いかりに我を失っていたから。

　ある衝動に急かされ、それを実行するためだけに走っていたのだから。

「はあっ！　はあっ！」

　街へ入り、スカイピアのふもとに辿たどり着いた。

　入り口を塞ふさいでいた警備員や係員が、利菜に気づいた。スカイピアの内部に飛び込もうとする利菜を止めようとして、「君は、立花先生の──」と躊ちゆう躇ちよする。

　その隙すきを突いて、利菜はスカイピアの中へ飛び込んだ。エレベータに飛び乗る。

「はあっ！　はあっ！」

　一秒の猶ゆう予よもない。

　急がなければならない。

　利菜の中から溢あふれ出す力が、爆ばく発はつしてしまう前に。

「はあっ！　はあっ！」

　高速で上じよう昇しようするエレベータは、すぐに最上階の展望台に到とう着ちやくした。

　軽い電子音とともに開いた扉とびらの先に、その男がいた。

「──利菜？」

　振ふり向いたのは、利菜の父、槭樹だった。大勢の取り巻きに囲まれている。

　母を殺した男。

　そして──今度は、利菜を殺すに違ちがいない男だ。

「うう──」

　母と同じ運命を辿るのは、嫌いやだった。

　母を殺した男が、憎にくかった。

　どこにも、逃にげられない。

　誰だれも救ってくれない。

　殺される前に、自らの手で自らを救うしかない──。

「あああああぁあぁぁあああっっ！」

　絶ぜつ叫きようする利菜の前に、異形の怪かい物ぶつが現れた。

　半球系の紅い身体に、七つの斑はん点てんを浮うかべた天てん道とう虫むしだ。だがその大きさは小型の自動車ほどもあり、勢いよく拡ひろげた翅はねはルビーのような輝かがやきを放っていた。

　大きく目を見開く父の顔が、衝しよう撃げきの向こうに消えた。

　利菜が隠かくし続けてきた悲鳴を、代わりに張り叫さけぶように。

　隠し続けてきた涙なみだを、吹ふき消そうとするかのように。

　何もかもを吹き飛ばす衝撃の嵐あらしが、展望台を包み込んだ。

「──」

　自らの使命を全まつとうした天道虫が、姿を消した。

　利菜は呆ぼう然ぜんと、変わり果てた展望台の中央を歩いていく。

　衝撃波に襲おそわれる前に、そこに何があったのかも分からない。エレベータは壊こわれ、鉄やコンクリートの瓦が礫れきが積み上がり、ガラスの破は片へんが飛び散っている。

　父、槭樹は展望台の端はしまで弾はじき飛ばされていた。頭から血を流し、動かない。生死を確かめる気さえ、起きなかった。

　取り巻きの人々も一人残らず、瓦礫の上に倒たおれていた。

　利菜はしばらくの間、変わり果てた父の姿をじっと凝ぎよう視ししていた。

「……」

　先ほどまでの怒り、焦あせり、恐きよう怖ふが消え、噓うそのように心が鎮しずまっていた。

　目の前の光景は、現実なのだろうか？

　あの得体の知れない女に夢を問われた時から、幻げん覚かくを見ているのではないか？

　だが動かなくなった父の姿は紛まぎれもなく現実で、血の臭においは本物だった。

「……」

　重い足取りで、非常階段に向かい、下に向かって下りていく。

　利菜は、力を手に入れた。

　憎き父に報むくいを受けさせ、逃げるまでもなく、自分を籠かごに閉じこめようとする者に立ち向かうことのできる、強大な力だ。

　その力を使って、ようやく利菜は自由を手に入れた。

　階段をゆっくりと降りながら、利菜は笑おうとした。

「──う」

　笑おうとしたのに、顔が歪んだ。

「ううう……」

　利菜の瞳ひとみから、堰せきを切ったように大おお粒つぶの涙が溢れ出した。

「うああああああん──」

　なぜ？

　どうして、こうなったのだろう？

　どこにも逃げられなかった。

　誰も助けてくれなかった。

　だから、自分の力で立ち向かうしかなかった。

「あああああん、ああああん──」

　大声を出して、泣いた。

　思えば、利菜は誰にも涙を見せたことがなかった。

　まだ、子供なのに。

　自分一人、救い出すことのできない弱い人間なのに。

　生まれてはじめて、子供らしい大きな泣き声を上げ、泣きじゃくった。

「あああああん、ああああん──」

　自分の父を、手にかけた。

　もしかしたら母も、彼女の家出がきっかけで身体からだを壊したのなら、責任は自分にもある。

　そんな利菜がこの先、どこへ行けばシアワセになれるというのだろうか？

　どこに行けば、自分の居場所があるのだろうか？

　親を失い、帰るべき場所が分からず、利菜は迷子になった子供のように泣き叫ぶ。

　この世界のどこかに、利菜の泣き声を聞きつけ、手を差し伸のべてくれる人がいるのだろうか？　利菜にその手を摑つかむ資格があるのだろうか？

　たった数階を下りただけで、その涙も涸かれた。

　虚うつろな顔で階段を降りていくと、やにわに見覚えのある人々が利菜を待っていた。

「り、利菜……」

「ごきげんよう、お嬢じようさん」

「コ、子供タチハ皆みな、ワタシノエサ──」

　日比野一房。〝帽子屋〟、そして、ロッコ。三人の虫憑つき。

　利菜の心が、ズキリと痛んだ。

　彼らが救いを求めているのが、分かる。

　利菜には彼らを救えることが、分かる。

　なぜなら彼らの心の悲鳴に共鳴していたのは──利菜が胸中に隠した、彼女自身の心の痛みだから。

「……」

　利菜は呆然と、救いを求める彼らを見つめ返した。

　こんな利菜でも、まだできることがあった。

[image: ]

　彼らを、救うこと。

　安息の地を求める彼らに、それを創つくってみせる。

　それを、自分の夢にしよう──。

　罪を犯おかした自分がシアワセになるという、許されない夢を見るのは、今日が最後だ。

　本当の夢は胸の奥に隠かくし、忘れ去ろう。

　そう、考えた。

　彼女の胸に変わらぬ痛みがあり続けるかぎり──彼女が救われずにいるかぎり、胸の痛みが、救いを求める人々を教えてくれるから。

　そして罪を贖あがなうために、一人でも多くの人間を──。

「……たすけてあげなきゃね」

　それは利菜が、あるちっぽけな夢を抱いだいた日の出来事。

　同時に、その本当の夢を、自ら忘ぼう却きやくの彼方かなたに葬ほうむり去った時の物語。

　立花利菜。

　後にレイディー・バードとして多くの虫憑きを率い、特別環かん境きよう保全事務局と戦う運命に身を投じた少女は、そう言って──。

　力強く、笑った。










　あとがき







　今年に入って三月、五月、七月、そしてこの度たびの九月。

『ムシウタ』関連の文庫本を隔かく月げつで書き続けて、時間軸じくがなんのこっちゃになっております岩井恭平です、こんにちは。

『ムシウタ』本編と、過去編の『ムシウタｂｕｇバグ』、さらに過去の出来事の『00．』と入れ替かわりで描えがいていけるというのは、作者にとっては幸福以外の何物でもないわけで。ここまで物語を詳しよう細さいに掘ほり下げていけるなんて、それこそ今作に収録されているストーリーを書いた頃ころには思ってもいませんでした。

　なんと、四年前です。「夢の始まり」が雑誌に収録されたのは。

　巻を重ね続けていくと良いことがあるもので、アニメ化はもちろん、コミックスにもなったりと、ますます物語の幅はばが広くなっていくのが嬉うれしいです。続けていて一番嬉しいし助けてもらっているのはもちろん、それだけ読んでくださる読者が増えてくれることですが。

　ああ、全力で書いてきて良かった。私生活では色んなとこで手を抜ぬいて生きてる自分が言うのもなんだけど、人間、マジメが一番です。

　作者にとってご褒ほう美びのような今作ですが、これを手にとっていただけた皆みな様さまにも、同じような感覚で楽しんでもらえたら嬉しいです。作中の登場人物は小説はもちろん、アニメやコミックスにも登場してますしね。




「夢の始まり」について。

　前にも書いたけど、雑誌「ザ・スニーカー」に収録されたのが、四年以上前のことです。

　当時、短編というものを書いたことがなかったので、おっかなびっくり書いたものです。出来上がったものが、とても短編といえるボリュームじゃなかったのもご愛あい敬きようです。

　内容はシリーズ第一巻の『ムシウタ　01．夢みる蛍』の過去編です。主人公の二人が出会い、別れた時のエピソードです。

　実際に雑誌に掲けい載さいされたものを、多少リライトしています。




「夢の黄昏」について。

　書き下ろしです。

　立花利菜と、彼女が虫憑つきになった時にすれ違ちがった三人の虫憑きの物語です。

　シリーズで最も影えい響きよう力のある人物が、立花利菜という少女です。既き刊かんで外面から彼女のことを描くことはあっても、内面から描いたのはこれがはじめてになります。

　黎れい明めいではなく、黄昏たそがれ。

　仲間たちと積み上げた砂の城の中に、誰だれもが描くようなささやかな夢を隠かくした女の子のエピソードです。




　アニメも引き続き、放送中です。

　ＷＯＷＯＷにて、ノンスクランブル放送になってます。

　このあとがきを書いている時点で、自分も中ちゆう盤ばん以降の映像を見てません。小説よりも一足先に迎むかえるアニメの終着点が、どんなものになるか。作者といっしょに楽しんでいただければ幸いです。

　サポートしていただいている方々、そして読者の皆様に感謝をしつつ、これからも頑がん張ばっていきます。





岩井　恭平　　
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